
日
本
切
手
の
デ
ザ
イ
ン

継
承
語
と
し
て

日
本
語
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

令和4年4月1日発行　第49巻4号通巻５９０号（毎月1回1日発行）  
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本
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を
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ぶ
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ち

日
本
語
を
学
ぶ
子
ど
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た
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日
本
語
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

日
本
語
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

日
本
語
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

継
承
語
と
し
て

日
本
語
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

海外校シリーズ
ソウル日本人学校
クリーブランド補習授業校

受け入れ校紹介
愛知中学・高等学校

今月の顔
池島利裕さん
認定NPO法人ARUN Seed 
チーフアドミニストレーター
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M U ARIAKE 
かえつご醤は甕9ラ月 5l
国
際
生
が
4
人
に
1
人

教育の3つの特色

Deep Learning 

Global 

Diversity 

Honors& 
Advanced English Levels 
>Philosophy > Language Arts

汀OEFL7SAT > Alter School Support

> Foreign University Support

国際生対象学校説明会玉五り

6 叶 8 日 e 10:00~ 

71:]30 日010:00~

9 月 3 日 e 14:30~ 

10月29 日 e 14:30~ 

中学入試体験会

12叶〇日 e a:30~12:00 
※国際生入試の体験はありません

文化祭亘色選〕

9 心3 日� 10:00~14:00 

9 月24 日010:00~14:00 

10月 15 日09:30~12:15 
※英語Honors Classの体験講座もあります

|竺ぞ

試入

て

生

い

際

つ

国

に|
かえつ有明中・高等学校
〒135-8711

中学オープンキャンパス亘丑り 東京都江東区東雲2-16-1
URL: https://www.ariake.kaetsu.ac.jp 
e-mail: kikitai@ariake.kaetsu.ac.jp 
Tel: 03-5564-2161 FAX: 03-5564-2162 

https://www.ariake.kaetsu.ac.jp/


www.keio.edu

慶應義塾ニューヨーク学院慶應義塾唯一の
在外一貫教育校

ニューヨーク発、学問のすゝめ
A ONE-OF-A-KIND SCHOOL

5月1日（日） 10：00～
学院説明会・ランチ・生徒によるキャンパスツアー

オープンキャンパス2022

出願期間：

4月8日（金）～4月17日（日）〈必着〉

2022年度春季アドミッションズⅡ

＊上記ともに詳細は www.keio.edu まで
オープンキャンパス・入試に関するご質問
admissions@keio.edu

https://www.keio.edu/japanese


お申し込み・お問い合わせ・資料請求はお気軽にどうぞ。
お電話で  国際部  +81 3 5954 1161
パソコン・携帯で　早稲田アカデミー　帰国生 検索

早稲田アカデミー オンライン校
海外からも、首都圏の難関校にチャレンジできる

最高レベルの
志望校別対策 双方向Web授業

20 2 2年　帰国生合格実績　Webで公開中！

海外生・帰国生教育 法人向けサービス開始
早稲田アカデミーは、海外在住で帰国後に日本の中学校・高校へ
進学予定のお子様を積極的にサポートしています。
海外への赴任前・赴任中・帰国後のお子様の教育に関して、
人事ご担当者様に代わってバックアップ致します。
※入会費・年会費は一切かかりません。
詳しくはホームページをご確認ください。

詳細はこちら

　　　　 公開中（5/31まで）
帰国生入試をお考えの生徒・保護者様を対象に、
最新の帰国生入試の傾向や対策について、早稲田アカデミー国際部よりお伝えします。

「海外からも、首都圏の難関校受験にチャレンジしたい…」
そんな方に向けた待望のサービスをスタートします。
これまでに培った「双方向Web授業」の経験とノウハウを結集して、
対面と変わらぬ志望校別対策授業をご自宅で。

■小6対象 NN志望校別コース

■中3対象 必勝志望校別コース
筑駒必勝クラス 開成必勝クラス 国立必勝クラス 早慶必勝クラス 難関必勝クラス

開成クラス

早実クラス

麻布クラス

早稲田クラス

武蔵クラス

早大学院クラス

桜蔭クラス

慶應義塾普通部クラス

女子学院クラス

駒場東邦クラス

雙葉クラス

渋谷幕張クラス

早稲田アカデミー オンライン校のココがすごい！

早稲アカの
「志望校別対策コース」を、

海外からも

熱のこもった

実現できる臨場感

特長 1 特長 2 特長 3
模試も、宿題も、

プリントも、質問も……
対面と変わらぬサポートを

新システムで実現

2022 Web入試報告会（入試分析映像）
入試の概況・科目分析をWebオンデマンドで、いつでも、どこでも動画視聴できます。

年長～高2（新小1～新高3）生徒・保護者様

帰国生入試分析

詳細・お申込は
こちら

無料

オンラインでの動画配信となります。
視聴には事前のお申し込みが必要です。

詳細・お申込はこちら

講座受講生滞在国（例）
アメリカ・オーストラリア・シンガポー
ル・タイ・中国・マレーシア・ドイツ

https://www.waseda-ac.co.jp/info/2021/detail/online_school.html


C O N T E N T S

海外子女教育
幼稚部　交流遊び
（ソウル日本人学校）

2 今月の顔　　池島 利裕さん（認定NPO法人ARUN Seed チーフアドミニストレーター）

4　特集１　継承語として日本語を学ぶ子どもたち
14　特集２　日本切手のデザイン
23　連載　家族／クロスカルチャー

子どもの人格を大切にする教育を（前編）

26　 ◆受け入れ校紹介～学校会員ファイル◯229 ◆　愛知中学・高等学校
28　連載 　JOES Davos Next

29　連載　１都１道２府４３県めぐり　千葉県

30　海外校シリーズ ソウル日本人学校
クリーブランド補習授業校

34　新連載　校歌の広場　　サンパウロ日本人学校

35　聞いてみよう！子どもの教育　　海外子女教育振興財団 教育アドバイザー  佐々 信行
　　 ― オンライン授業も踏まえ、赴任先の学校をどう選べばいいのかアドバイスしてください。

38　連載　ことばキャンプ　 ほめる、励ますことばが言えますか？

39　連載　「ＫＡＮＪＩ」はおもしろい！　 「通常営業中」

40　ニュース
○外務省・文部科学省の2022（令和4）年度海外子女教育等関係予算政府案決まる

44　海外子女教育振興財団　2022年度サービスのご案内

46　子どもの本棚

47　みんなの広場

48　連載　挑戦！にほごんの日本語検定

50　新連載　漫画 「なっとうねばじろう」シリーズ

カ
ヤ
ホ
ガ
川
か
ら
望
む
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

（
ア
メ
リ
カ
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
）

海外子女・帰国子女教育の振興をはかるために、海外で経済活動を展開している企業・団体によって
1971年に外務省および文部省（現 文部科学省）の許可を受け財団法人として設立されました。それ

以来、政府の行う諸施策および維持会員の要望に相呼応して幅広い事業を行っています。2011年4月1日に公益財団法人に移行しました。財団の
事業は、おもに維持会員からの会費によって成り立っています。財団のサービスはどなたでもご利用いただけますが、維持会員の皆様には有料サ
ービスを無料または割引にて提供しています。（ 維持会員一覧表　https://www.joes.or.jp/kaiin/ ）

＊維持会員企業・団体所属のかたはウェブサイト上 ( https://joes-kaiin.jp/joesportal/ ) でも閲覧いただけます。
　閲覧にあたって必要となるグループＩＤは、所属先の企業・団体へお問い合わせください。

海外子女教育振興財団
公益財団法人
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魅
せ
ら
れ
た
の
は
途
上
国
の
パ
ワ
ー

　
大
学
を
卒
業
す
る
に
あ
た
っ
て
、
就
職
先
の
業
種

に
こ
だ
わ
り
は
な
か
っ
た
。
希
望
し
て
い
た
の
は
、

「
海
外
に
行
っ
て
働
き
た
い
」「
特
に
途
上
国
に
か
か

わ
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
。

　
な
ぜ
途
上
国
な
の
か
。
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
父

親
に
連
れ
ら
れ
て
中
・
高
時
代
を
過
ご
し
た
イ
ン
ド

で
の
体
験
だ
。
貧
し
く
混こ

ん
沌と
ん
と
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
に
は
、
も
の
乞
い
も
多
か
っ
た
。
だ
が
肢
体
不

自
由
な
も
の
乞
い
で
も
、
憐あ

わ
れ
み
よ
り
も
恐
怖
を
抱

か
せ
る
よ
う
な
す
さ
ま
じ
い
パ
ワ
ー
で
迫
っ
て
く
る
。

貧
し
く
て
も
、「
日
本
人
よ
り
も
自
分
た
ち
は
上
」

と
い
う
意
識
す
ら
感
じ
さ
せ
た
。
そ
の
「
途
上
国
の

バ
ワ
ー
」
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　
結
局
、
海
外
支
店
の
多
い
銀
行
に
就
職
し
た
。
中

近
東
の
金
融
の
中
心
だ
っ
た
バ
ー
レ
ー
ン
支
店
で
は
、

二
年
間
で
ト
ル
コ
、
イ
エ
メ
ン
か
ら
湾
岸
諸
国
ま
で

手
広
く
カ
バ
ー
し
た
。
次
の
ア
メ
リ
カ
赴
任
で
は
、

十
年
間
過
ご
し
た
。

　
「
海
外
で
働
き
た
い
」
と
い
う
希
望
が
か
な
い
、

充
実
し
た
銀
行
員
時
代
だ
っ
た
が
、
バ
ー
レ
ー
ン
駐

在
中
に
は
湾
岸
戦
争
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
中
に

は
同
時
多
発
テ
ロ
が
起
こ
る
な
ど
、
世
界
情
勢
に
も

翻
弄
さ
れ
た
。

「
社
会
的
投
資
」
を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ

　
も
う
一
つ
の
「
途
上
国
に
か
か
わ
る
」
と
い
う
夢

を
本
格
的
に
か
な
え
た
の
は
、
銀
行
を
定
年
退
職
し

1960年生まれ。商社マンの父親に連れられ4歳から1年
間香港に、中2から4年間ニューデリーに滞在。83年に
国際基督教大学を卒業し、東京銀行に就職。カイロで1
年半アラビア語を研修したあと、バーレーンに赴任（妻を
帯同）。91年に帰国し、94 ～ 2007年ニューヨークに赴
任（家族4人で滞在）。その後、ムンバイ、シンガポールで
の単身赴任を経て、07年帰国。12年JPモルガン銀行に
転職。20年に定年退職し、21年1月より現職。

池
い け し ま

島 利
と し ひ ろ

裕さん
認定NPO法人ARUN Seed
チーフアドミニストレーター

途
上
国
パ
ワ
ー
に

魅
せ
ら
れ
て
、

結
実
は
四
十
年
後
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た
あ
と
だ
。
途
上
国
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
調
べ
、

Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
（
ア
ル
ン
）
に
た
ど
り
着
い
た
。

　
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
は
途
上
国
へ
の
「
社
会
的
投
資
」
を
す

る
団
体
だ
。
社
会
的
投
資
と
は
、途
上
国
に
い
る「
社

会
起
業
家
」
を
、
投
資
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
く
と

い
う
概
念
で
あ
る
。
社
会
起
業
家
と
は
、
社
会
の
課

題
を
事
業
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
起
業
し
た
人
の

こ
と
で
、
そ
の
事
業
体
は
「
社
会
的
企
業
」
と
呼
ば

れ
る
。

　
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
り
な
が
ら
、

「
寄
付
」
と
「
投
資
」
と
い
う
、
一
見
接
点
が
な
い

よ
う
な
二
つ
を
結
び
つ
け
て
事
業
展
開
を
す
る
日
本

で
は
珍
し
い
存
在
だ
。
池
島
さ
ん
は
そ
の
事
務
局
長

を
務
め
る
。

　
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
が
投
資
す
る
社
会
的
企
業
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
き
た
三
〇
〇
社
近
い
な

か
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。
現
在
の
支
援
先
は
イ
ン
ド

に
二
社
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
一
社
あ
る
。

　
一
例
と
し
て
、BookM

yBai

（
ブ
ッ
ク
マ
イ
バ

イ
）
と
い
う
イ
ン
ド
の
企
業
を
紹
介
し
た
い
。
国
内

に
三
〇
〇
〇
万
人
も
い
る
家
事
労
働
者
と
、
雇
用
者

の
間
を
、
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
て
仲
立
ち
す
る
。
搾
取
さ
れ

が
ち
な
立
場
の
弱
い
女
性
側
に
立
ち
、
雇
用
主
と
公

正
な
契
約
を
結
ば
せ
、
結
果
的
に
待
遇
面
で
の
向
上

を
は
か
る
。
こ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
、
Ａ
Ｒ

Ｕ
Ｎ
は
寄
付
を
募
っ
て
投
資
す
る
こ
と
で
支
援
し
て

い
る
わ
け
だ
。

　
池
島
さ
ん
の
仕
事
は
、
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
の
日
々
の
業
務

を
回
し
て
い
く
こ
と
。
な
か
で
も
「
投
資
先
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
」
と
「
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル

企
画
・
運
営
」
は
、
プ
ロ
ボ
ノ
会
員
や
学
生
イ
ン
タ

ー
ン
を
巻
き
込
ん
で
の
重
要
な
活
動
だ
。
前
者
は
、

投
資
先
が
「
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
（
成
果
）」
を
ど

の
ぐ
ら
い
達
成
し
て
い
る
か
、
投
資
先
ご
と
に
指
標

を
設
定
し
て
評
価
す
る
業
務
。
後
者
は
、
ス
ク
ー
ル

な
ど
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
か

ら
社
会
的
投
資
な
ど
に
つ
い
て
啓け

い
蒙も
う
す
る
活
動
で
あ

る
。親

子
三
代
の
海
外
経
験
者
と
な
っ
て

　
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
に
入
っ
て
一
年
。「
途
上
国
と
か
か
わ

れ
て
、
社
会
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
と

直
接
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
幸
せ
」
と
言
う
。
英
語

力
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
銀
行
員
時
代
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

経
験
を
積
ん
だ
こ
と
も
役
立
っ
て
い
る
。

　
バ
ー
レ
ー
ン
で
は
夫
婦
ふ
た
り
だ
っ
た
が
、
ア
メ

リ
カ
に
は
一
歳
と
三
歳
の
子
ど
も
も
帯
同
し
た
。
親

子
三
代
で
海
外
生
活
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
自
分
が

帰
国
子
女
と
し
て
、
ま
た
帰
国
子
女
の
親
と
し
て
、

感
じ
る
こ
と
は
多
い
。「
海
外
生
活
で
得
ら
れ
る
体

験
は
、
日
々
宝
で
す
。
だ
か
ら
海
外
に
い
る
人
は
前

向
き
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
帰
国
し
た
ら
、
そ
う
い
う

機
会
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
る
。

　
最
近
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル

時
代
の
友
人
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
連
絡
が
つ
き
、
数

十
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
。
若
い
日
に
得
た
財
産
は
多

い
。
豊
か
な
海
外
経
験
で
培
わ
れ
た
知
識
、
ス
キ
ル
、

人
間
関
係
…
…
。
す
べ
て
が
い
ま
に
生
き
、
途
上
国

の
パ
ワ
ー
を
支
え
て
い
る
。

（
取
材
・
文
＝
飯
田
み
か
）

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

ニューヨークでの赴任時代
子どもたちとブルックリンブリッジで

ニューデリーでの海外子女時代
高校卒業時のプロムで（左から２番目）
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さ
っ
そ
く
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
筆
者

は
国
際
結
婚
を
し
て
い
て
ロ
ン
ド
ン
在
住
、

十
二
歳
の
息
子
が
い
ま
す
。
子
育
て
を
通

し
て
「
継
承
語
」
と
し
て
日
本
語
を
学
ぶ
、

そ
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

幼
少
期
に
は
同
じ
年
ご
ろ
の
子
ど
も
た

ち
や
日
本
人
マ
マ
た
ち
と
、
定
期
的
に
公

園
に
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
日
本
語
の

継
承
に
熱
意
が
あ
り
、
い
っ
し
ょ
に
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
ほ
か
ス
イ
カ
割
り

や
豆
ま
き
な
ど
も
し
て
き
ま
し
た
。
や
が

て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
小
学
校
に
通
う
よ
う

に
な
っ
て
、
会
う
機
会
は
減
り
ま
し
た
。

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
や
中
学
生
と

な
り
、
こ
の
機
会
に
久
し
ぶ
り
に
連
絡
を

し
て
み
る
と
、「
う
ち
の
子
は
補
習
校
や

め
ち
ゃ
っ
た
」「
受
験
で
忙
し
か
っ
た
か

ら
日
本
語
や
っ
て
な
い
」
…
…
。

　

幼
稚
園
時
代
に
は
日
本
語
が
堪
能
だ
っ

た
子
ど
も
で
も
、
十
歳
を
超
え
る
と
日
本

語
を
学
び
続
け
る
の
は
難
し
い
、
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
な
ん
ら
か
の
形

で
が
ん
ば
っ
て
い
る
子
も
い
ま
す
が
、
宿

題
が
い
や
で
日
本
語
そ
の
も
の
を
嫌
い
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
子
も
い
ま
す
。
中
学
受

験
や
、
思
春
期
も
あ
り
…
…
そ
し
て
、
な

特集1

継
承
語
と
し
て

日
本
語
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

　「
継
承
語
」と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
い
ろ
い
ろ
な
定
義
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
わ
か
り
や
す
く
い
え

ば
「
家
庭
や
身
近
な
人
と
使
っ
て
い
る
こ
と
ば
だ
け
れ
ど
、
生
活

し
て
い
る
社
会
や
教
育
シ
ス
テ
ム
で
は
主
要
言
語
と
し
て
使
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
ば
」で
し
ょ
う
か
。

　
国
際
結
婚
家
庭
や
、
両
親
と
も
日
本
人
だ
け
れ
ど
海
外
に
長
期

滞
在
し
て
い
る
〝
永
住
組
〞
の
子
ど
も
た
ち
、
さ
ら
に
そ
の
第
二
、

第
三
世
代
と
な
る
日
系
人
に
と
っ
て
、
日
本
語
は「
母
国
語
」で
は

な
く
、
思
考
の
土
台
と
な
る「
母
語
」で
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
も
生
ま
れ
て
す
ぐ
出
会
い
、
家
庭
で
も
日
本
語
に
触
れ
て
い

て
、
日
本
人
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
子
ど
も
に
と
っ

て
、
日
本
語
は「
外
国
語
」と
も
い
え
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
子
ど
も
に
と
っ
て
の
日
本
語
が「
継
承
語
」で
す
。

　「
母
国
語
」「
母
語
」と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
、「
外
国
語
」で
も
な

い
…
…
。
そ
ん
な「
継
承
語
」と
は
、
ど
う
や
っ
て
継
承
し
て
い
け

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
世
界
中
の
多
く
の
家
族
に
と
っ
て
、
切
実
な
問
題
で
す
。

取
材
・
文
　
松
島 
あ
お
い

家
で
は
何
語
？
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に
よ
り
漢
字
が
た
い
へ
ん
！

　

家
庭
を
め
ぐ
る
言
語
環
境
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

ロ
ン
ド
ン
の
一
つ
の
公
園
に
集
ま
っ
た

二
十
組
ほ
ど
の
家
族
だ
け
を
と
っ
て
み
て

も
、
母
親
が
日
本
人
で
、
父
親
は
イ
ギ
リ

ス
人
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
な
ど
英
語
圏

の
人
の
ほ
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
や
ド
イ
ツ

人
、
イ
タ
リ
ア
人
な
ど
英
語
圏
以
外
の
欧

州
系
、
韓
国
人
な
ど
の
ア
ジ
ア
系
と
多
様

な
背
景
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
家
庭
内
で

は
二
カ
国
語
、外
に
出
る
と
違
う
言
語（
英

語
）
と
い
う
家
庭
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

父
親
の
方
が
日
本
人
と
い
う
家
庭
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
働
く
母
親
も
多
く
、
ベ
ビ

ー
シ
ッ
タ
ー
は
違
う
国
の
人
。
子
ど
も
が

一
日
を
ど
の
言
語
で
過
ご
す
の
か
、
バ
ラ

ン
ス
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

そ
ん
な
国
際
結
婚
家
庭
で
、
子
ど
も
に

何
語
で
話
す
の
が
い
い
の
か
…
…
。

　

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
研
究
で
は
「
一
人
一
言

語
の
原
則
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
か
ら
、
お
母
さ
ん
が
日
本

人
な
ら
日
本
語
だ
け
、
お
父
さ
ん
が
現
地

の
人
な
ら
現
地
語
だ
け
で
徹
底
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
で
も
誰
も
が
出
産
前
に

「
継
承
語
」
や
「
一
人
一
言
語
」
な
ど
の

意
味
を
知
り
、
理
論
武
装
す
る
わ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誕
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
と
自
然

に
話
を
す
る
だ
け
で
す
。
母
語
重
視
の
人

も
い
れ
ば
、
現
地
語
重
視
、
二
言
語
と
も

重
視
、
そ
し
て
自
由
放
任
の
人
も
…
…
。

　

第
三
世
代
の
子
ど
も
も
い
ま
す
。
た
と

え
ば
祖
母
が
日
本
人
で
祖
父
が
ド
イ
ツ
人
、

母
は
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
育
ち
で
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
行
き
、

現
在
は
ロ
ン
ド
ン
で
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と

い
う
家
庭
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
夏
に
は
日

本
に
帰
国
す
る
し
、
家
庭
で
日
本
語
も
使

い
ま
す
が
、
お
母
さ
ん
自
身
が
「“H

eart 
to heart”

（
腹
を
割
っ
た
）
の
会
話
は

英
語
な
の
」
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
日
本
人
同
士
の
夫
婦
で
「
家
で
は

日
本
語
」
を
徹
底
し
て
い
た
け
れ
ど
、
子

ど
も
が
小
学
校
で
悩
み
が
あ
り
、
日
本
語

で
は
説
明
で
き
な
い
の
で
英
語
で
聞
い
て

あ
げ
た
ら
、
そ
の
後
は
家
庭
で
の
言
語
が

英
語
に
転
換
し
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

　

親
子
の
言
語
は
、
継
承
語
う
ん
ぬ
ん
以

前
に
、
ど
の
よ
う
な
人
間
関
係
を
築
い
て

い
く
の
か
が
最
優
先
な
の
で
す
。

　

で
も
、
家
庭
内
で
何
語
が
話
さ
れ
て
い

よ
う
と
、
日
本
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
は
、
家
で
は
日
本
の
食
べ
も
の
を
食

べ
、
日
本
に
行
っ
て
祖
父
母
に
会
う
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
住
ん
だ

こ
と
は
な
く
て
も
、
夏
休
み
に
遊
び
に
行

く
楽
し
い
場
所
、
お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ

る
と
こ
ろ
…
…
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
ロ

ン
ド
ン
の
若
者
に
、
日
本
は
〝
ク
ー
ル
〞

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
日
本
が
大
好
き
な
の
で
す
。

　

こ
と
ば
を
継
承
す
る
に
は
、
日
本
と
の

な
ん
ら
か
の
〝
絆き

ず
な〞
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
が
大
好
き
な
十
代
の
子
ど
も
は
、

ど
ん
な
絆
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
っ
て
日
本
に
行
っ

た
ら
何
が
し
た
い
？
」「
日
本
と
聞
い
て

何
を
思
い
浮
か
べ
る
？
」「
日
本
で
何
が

食
べ
た
い
？
」
と
い
う
こ
と
を
「
も
し
で

き
た
ら
日
本
語
で
書
い
て
く
れ
る
？
」
と
、

あ
ち
こ
ち
の
十
代
に
頼
ん
で
み
ま
し
た
。

　

思
春
期
で
顔
を
出
し
た
く
な
か
っ
た
り
、

親
の
言
う
こ
と
を
聞
き
た
く
な
い
年
ご
ろ

で
も
あ
っ
た
り
し
て
な
か
な
か
難
し
か
っ

た
の
で
す
が
、「
や
る
よ
！
」
と
こ
た
え

て
く
れ
た
何
人
か
を
紹
介
し
ま
す
。

海
外
で
育
つ

子
ど
も
に
と
っ
て

日
本
と
の〝
絆
〞と
は
？
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日
本
語
が
と
て
も
上
手
で
、
頭
の
中
は

日
本
語
六
対
英
語
四
く
ら
い
。「
日
本
文

化
が
大
好
き
！
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

日
本
語
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
室
で
勉
強
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
語
の
学
習
で
好
き
な
の
は
、
俳
句
な

ど
を
つ
く
る
と
き
で
す
。
季
語
を
使
っ
て
表

現
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
。
最
近
つ
く
っ
た

作
品
で
す
。

　

窓
ガ
ラ
ス

　

吐
く
息
曇
る

　

冬
景
色

　

日
本
語
は
滑
舌
や
発
音
が
難
し
い
で
す
。

た
と
え
ば
「
飴あ
め

」
と
「
雨
」
の
違
い
を
と
き

ど
き
間
違
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

日
本
の
学
校
に
三
回
体
験
入
学
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

教
室
を
自
分
た
ち
で
掃
除
す
る
の
は
ア
メ

リ
カ
で
は
な
い
こ
と
な
の
で
た
い
へ
ん
で
し

た
け
ど
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
ま
た

行
き
た
い
で
す
。

　

で
も
姉
は
体
験
入
学
に
あ
ま
り
行
き
た
く

な
い
か
な
。
漢
字
と
か
あ
ま
り
得
意
じ
ゃ
な

い
の
で
。

（
姉
妹
で
違
う
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？
）

　

多
分
、
ど
ち
ら
の
文
化
に
興
味
が
あ
る
か

だ
と
思
い
ま
す
。

　

姉
は
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
興
味
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
日
本
の
ア

ニ
メ
や
マ
ン
ガ
が
大
好
き
で
す
。

日
本
語
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
う
の
は
、

マ
ン
ガ
を
原
文
で
読
め
る
こ
と
で
す
。
最
近

読
ん
で
い
る
の
は
、『
約
束
の
ネ
バ
ー
ラ
ン

ド
』
や
人
気
の
あ
る
『
鬼
滅
の
刃
』
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
も
、
マ
ン
ガ
の
原
文
を
読
み

た
く
て
日
本
語
を
勉
強
す
る
人
も
い
る
の
で

す
が
、
私
は
わ
ざ
わ
ざ
勉
強
し
な
く
て
も
原

文
で
没
頭
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。

マ
ン
ガ
の
ほ
か
に
も
、「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
」

と
い
う
、
機
械
に
音
声
を
入
力
し
て
、
声
の

高
さ
を
調
整
し
て
曲
を
つ
く
る
も
の
が
あ
っ

て
、
そ
れ
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
す
。Y

o
u 

T
ub
e

の
日
本
の
マ
ル
チ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

ク
リ
エ
イ
タ
ー
さ
ん
た
ち
で
、
歌
や
声
で
配

信
し
て
る
作
品
を
見
て
い
ま
す
。

　

私
は
近
い
う
ち
に
、
日
本
に
一
、
二
年
く

ら
い
住
ん
で
み
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
身
近
な
人
た
ち
に

日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
新
し
い
文
化

を
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

イギリス在住
11歳

４年前に日本で小学校に体験入学
しました。
家では、お父さんとは広東語と英
語、お母さんとは日本語で会話。
土曜日には、日本語の補習授業校
のあと、チャイニーズスクールで
広東語もがんばっています！

アメリカ在住　12歳
アメリカの現地校で日本文化を紹介

するときに使ったパネルを持って

ギリシャ在住
17歳

手に持っているのは、日本と聞い
てパッと心に浮かんだこと。
折り紙で桜のリースをつくりました。

　ギリシャの日本人学校は、2012
年に閉校しました。その後、保護
者たちが自ら日本人会のなかで育
児サークルを立ち上げて、日本語
や日本文化を継承してきました。

イギリス在住
12歳

３年前に日本で初めてスキー
を体験。イギリスには山があ
りません！
オンライン教室で日本語を勉
強しています。
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日
本
が
大
好
き
だ
け
ど
、「
継
承
語
」

と
し
て
日
本
語
を
学
び
続
け
る
の
は
難
し

い
、
こ
れ
は
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
も

見
ら
れ
る
現
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
難
し
さ
が
特
に
顕
著
に
見
ら
れ
る

場
が
補
習
授
業
校
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
補
習
授
業
校
と
は
一

般
的
に
日
本
の
「
国
語
」
等
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
現
地
校
の
授
業
が
な
い
土
曜
日
の

午
前
中
な
ど
に
行
う
学
校
で
す
。
授
業
時

間
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
お
の
ず
と
宿
題

も
多
く
な
り
ま
す
か
ら
、
入
学
前
の
説
明

会
で
「
家
庭
学
習
が
大
切
で
す
」
と
強
調

す
る
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

小
学
一
年
生
の
入
学
説
明
会
に
参
加
し

た
公
園
仲
間
の
マ
マ
友
た
ち
は
や
る
気

満
々
で
し
た
。
幼
児
期
に
日
本
語
の
シ
ャ

ワ
ー
で
育
て
て
い
る
の
で
、
す
で
に
ひ
ら

が
な
は
読
め
る
し
、
自
分
の
名
前
を
書
け

る
子
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン

の
補
習
授
業
校
に
は
そ
も
そ
も
「
第
二
母

語
と
し
て
の
日
本
語
の
習
得
」
を
目
的
と

す
る
日
本
語
科
も
あ
り
ま
す
が
、
ゼ
ロ
か

ら
日
本
語
を
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
み
ん
な
小
学
部
に
進
み
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
日
本
で
「
母
国
語
」
と
し
て

学
ぶ
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
「
国
語
」
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、「
継
承
語
」
と
し
て
学
ぶ

子
ど
も
と
、「
母
語
維
持
」
の
た
め
に
学
ぶ

駐
在
員
家
庭
の
子
ど
も
が
い
っ
し
ょ
に
学

び
ま
す
。
当
然
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、

継
承
語
組
は
宿
題
の
漢
字
に
あ
え
ぎ
、
母

語
維
持
組
は
帰
国
に
備
え
な
く
て
は
と
焦

り
、
日
本
で
つ
く
ら
れ
た
指
導
要
領
で
教

え
る
先
生
が
板
ば
さ
み
…
…
。

そ
し
て
学
校
の
立
場
は
〝
家
庭

学
習
の
補
助
〞。
す
べ
て
は
保

護
者
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
補
習
授
業
校
で
学

ぶ
以
外
に
ど
ん
な
学
習
法
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
大
都
市
の
ロ

ン
ド
ン
な
ら
選
択
肢
は
多
そ
う

に
見
え
ま
す
。
し
か
し
日
本
の

受
験
向
け
の
塾
は
目
的
が
違
い

ま
す
。
日
本
文
化
を
楽
し
む
目

的
の
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
は
も
の
足

り
ま
せ
ん
。
そ
う
か
と
い
っ
て
我
が
子
が

通
信
教
育
や
反
復
ド
リ
ル
を
ひ
と
り
で

黙
々
と
や
っ
て
い
け
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

日
本
語
の
本
を
読
み
聞
か
せ
続
け
よ
う
に

も
、
理
解
力
と
読
解
力
の
レ
ベ
ル
が
合
わ

な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
継
承
語
教
育
」
は
、
ま
だ
試
行
錯
誤

の
段
階
で
す
。
も
う
二
十
年
ほ
ど
前
に
桜

美
林
大
学
の
佐
々
木
倫
子
教
授
が
、
継
承

語
教
育
を
評
し
て
「
な
い
な
い
尽
く
し
の

教
育
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
材
、
教
師
研
修
、
適
切

な
評
価
法
も
な
い
…
…
と
。

　

そ
も
そ
も
継
承
語
と
は
、
母
語
と
違
っ

て
〝
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
〞
わ
け
で

も
な
い
と
こ
ろ
が
問
題
で
す
。
日
本
に
帰

国
し
て
学
校
に
行
く
と
い
う
目
的
も
な
く
、

ど
こ
ま
で
何
を
勉
強
す
る
の
か
明
確
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。〝
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
せ

る
よ
う
に
〞
と
学
ば
せ
る
人
も
い
れ
ば
、

〝
子
ど
も
と
将
来
話
せ
な
く
な
る
〞
と
い

う
危
機
感
の
あ
る
人
も
い
ま
す
が
、
ど
こ

ま
で
何
を
学
ば
せ
る
か
明
確
な
人
は
少
な

い
で
す
し
、な
か
な
か
思
い
通
り
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
漠
然
と
〝
ペ
ラ
ペ
ラ
に
し
た
い
〞

〝
子
ど
も
は
こ
と
ば
を
す
ぐ
覚
え
る
か
ら
〞

と
思
っ
て
い
る
と
、
や
が
て
壁
に
ぶ
つ
か

り
ま
す
。

　

そ
し
て
周
囲
や
子
ど
も
本
人
か
ら
「
な

ぜ
日
本
語
を
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
？
」

と
、
根
本
を
揺
る
が
す
よ
う
な
こ
と
も
言

わ
れ
ま
す
。「
日
本
語
は
家
庭
で
話
し
て

い
れ
ば
十
分
」「
漢
字
の
勉
強
な
ん
て
か

わ
い
そ
う
」「
母
親
自
身
が
現
地
語
を
勉

強
し
ろ
」
…
…
い
ろ
い
ろ
批
判
さ
れ
る
な

か
、
揺
る
が
ぬ
思
い
が
な
い
と
続
き
ま
せ

ん
。

　

こ
こ
で
大
事
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ル
ー
ツ
と
し
て
日
本
が
あ
り
、
そ
れ
は
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
部
だ
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
で
き
れ
ば
日
本
語

も
話
し
、
読
む
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い

…
…
そ
れ
は
誰
も
が
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
悩
ま
し
い
子
育
て
の
な
か
、
私

は
息
子
の
小
学
校
入
学
時
に
こ
ん
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
「
息
子
さ
ん
の
日
本
語
力
は
き
ち
ん
と

キ
ー
プ
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
大
事

な
役
目
で
す
」

　

ア
ド
バ
イ
ス
の
主
は
駐
在
員
で
子
育
て

も
一
段
落
し
た
男
性
。
軽
い
気
持
ち
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
。
継
承
語
は
〝
キ
ー
プ
〞
で
は
な
く
、

日
本
と
の
つ
な
が
り
か
ら
つ
く
り
出
さ
な

く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
よ
！　

息
子
は
日
本

は
大
好
き
だ
け
ど
、
今
後
は
ど
う
つ
な
が

な
い
な
い
尽
く
し
の

継
承
語
教
育

「
な
ぜ
日
本
語
を

　
勉
強
し
な
き
ゃ

　
　
　
い
け
な
い
の
？
」
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っ
て
い
く
の
？　

日
本
語
の
宿
題
を
さ
せ

る
向
こ
う
に
、
何
が
あ
る
の
？　

さ
ま
ざ

ま
な
思
い
が
込
み
上
げ
ま
し
た
。

　

一
方
で
継
承
語
教
育
の
問
題
点
と
し
て
、

「
親
の
過
剰
な
期
待
と
介
入
」
と
「
子
ど

も
は
受
け
身
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
い
る
の
は
親
で
、
子
ど
も
は

つ
い
て
き
て
い
る
だ
け
。
し
か
も
親
に
と

っ
て
日
本
語
は
母
語
で
あ
る
た
め
に
、
子

ど
も
が
な
ん
で
わ
か
ら
な
い
の
か
わ
か
ら

な
い
。
些さ

さ
い細
な
間
違
い
も
〝
ど
う
し
て
で

き
な
い
の
〞
と
減
点
法
で
見
が
ち
で
す
。

外
国
語
だ
っ
た
ら
、
子
ど
も
が
ひ
と
こ
と

で
も
覚
え
た
ら
褒
め
る
の
に
。
宿
題
を
め

ぐ
っ
て
親
子
で
ケ
ン
カ
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

継
承
語
教
育
に
お
い
て
、保
護
者
は〝
大

事
な
役
目
〞
を
果
た
す
べ
く
奮
闘
し
て
い

ま
す
。
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、

教
材
を
探
し
、
手
づ
く
り
し
、
子
育
て
し

な
が
ら
継
承
語
教
育
に
つ
い
て
大
学
院
で

研
究
を
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

我
が
家
の
継
承
語
教
育
を
支
え
て
く
れ

た
の
も
、
ベ
ル
ギ
ー
で
同
じ
思
い
を
抱
え

る
お
母
さ
ん
で
し
た
。
息
子
は
補
習
授
業

校
で
は
な
く
、
彼
女
が
立
ち
上
げ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
の
教
室
に
参
加
し
、
ベ
ル
ギ
ー
や

ド
イ
ツ
に
い
る
子
ど
も
と
共
に
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
在
住
の
先
生
と
日
本
語
を
学
び
は
じ

め
ま
し
た
。
教
材
は
国
語
の
教
科
書
で
、

先
生
側
も
試
行
錯
誤
で
し
た
。
や
が
て
帰

国
な
ど
ご
家
庭
の
事
情
も
あ
り
、
先
生
も

変
わ
り
、
六
年
生
ま
で
続
い
た
の
は
息
子

ひ
と
り
。
片
や
ロ
ン
ド
ン
の
補
習
授
業
校

も
、
一
年
生
の
と
き
は
七
ク
ラ
ス
あ
り
ま

し
た
が
、
六
年
生
は
二
ク
ラ
ス
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
先
は
ど
う
し
よ

う
か
…
…
。

　

継
承
語
と
し
て
日
本
語
を
教
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
先
生
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

荒
木
泉
美
さ
ん
は
、
現
在
ア
メ
リ
カ
の

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
を
拠
点
と
し
て
、
お
も
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
日
本
語
・
国
語
を
教
え
て

い
ま
す
。
ボ
ス
ト
ン
の
補
習
授
業
校
の
先

生
や
日
本
の
塾
の
講
師
と
し
て
の
経
験
を

生
か
し
、
現
在
は
独
立
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
は
、
駐
在
員
家
庭
や
国
際
結
婚
家

庭
な
ど
親
の
言
語
と
し
て
日
本
語
を
学
ぶ

子
ど
も
、
日
本
文
化
に
興
味
を
持
つ
母
語

が
英
語
の
子
ど
も
、
さ
ら
に
日
本
に
住
む

ア
メ
リ
カ
人
の
大
人
な
ど
、
ほ
ん
と
う
に

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
つ
ま
り
日
本
語
を
、「
国

語
」、「
継
承
語
」、「
外
国
語
」
と
し
て
教

え
て
い
る
の
で
す
。

　
「
国
語
教
育
で
は
、
日
本
語
を
読
み
こ

な
し
て
文
章
表
現
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
育
み
ま
す
。
日
本
語
教
育
で
は
、

日
本
語
の
文
字
の
習
得
や
発
音
を
教
え
て

文
法
構
造
を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。
季

節
に
合
わ
せ
て
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
母
語
で
も
外
国
語
で

も
な
い
、
第
二
の
母
語
と
し
て
の
継
承
語

で
す
が
、
こ
れ
は
教
え
方
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
な
く
ほ
ん
と
う
に
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
十

人
十
色
、
百
人
百
色
で
す
」

　

継
承
語
で
は
、
日
本
語
指
導
法
と
し
て

習
得
し
た
直
接
法
（
日
本
語
の
み
で
教
え

る
）
と
間
接
法
（
英
語
で
日
本
語
を
教
え

る
）
の
両
方
の
ス
キ
ル
を
駆
使
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
「
日
本
語
が
あ
る
程
度
わ
か
る
子
に
は

日
本
語
の
み
で
教
え
ま
す
が
、
難
し
け
れ

ば
、
そ
の
子
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
こ
と

ば
を
言
い
か
え
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
考
え

た
り
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
〝
冬
眠
〞
と

い
う
こ
と
ば
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
、〝
冬

に
な
る
と
、動
物
が
穴
や
土
の
中
に
入
っ
て
、

春
に
な
る
と
出
て
く
る
こ
と
は
、
英
語
で

何
と
言
う
の
？
〞〝
あ
あ
、Hibernate！

〞

と
い
う
具
合
で
す
」

　

人
そ
れ
ぞ
れ
と
な
る
と
、
教
材
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
最
近
も
、

保
護
者
か
ら
〝
国
語
は
教
科
書
を
軸
に
学

べ
ば
い
い
け
れ
ど
、
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
て
理
解
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
ほ
か
に
教
材
が
な
い
〞
と
相
談
を
受

け
た
そ
う
で
す
。

　
「
小
学
一
年
生
か
ら
国
語
の
教
科
書
を

使
用
し
て
学
習
を
進
め
て
い
た
生
徒
さ
ん

が
、
小
学
三
年
生
に
な
っ
て
、
説
明
文
や

身
近
で
は
な
い
テ
ー
マ
の
文
章
な
ど
を
読

み
解
く
と
き
に
つ
ま
ず
き
は
じ
め
ま
す
。

漢
字
も
増
え
ま
す
し
、
文
章
も
抽
象
的
な

荒木泉美さんプロフィール
大学卒業後、金融会社勤務。海外で働くと
いう夢をかなえるため、旅行会社に転職。
海外勤務中、夫に出会い、一男二女を授か
る。三人の子育てに追われるなか、日本語
教師の資格を取る。現在、アメリカ・バー
ジニア州在住。塾講師、補習校教師の経験
を生かし、国語と継承日本語と日本語とを
オンラインで教えている。生徒一人ひとり
に合わせた学習方法を実践している。
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十
人
十
色
、
百
人
百
色
の

子
ど
も
た
ち
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表
現
が
増
え
て
、
語
彙
力
が
な
け
れ
ば
読

解
で
き
ま
せ
ん
。〝
小
四
の
壁
〞
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
じ
つ
は
そ
れ
ま
で
の
蓄
積
も

あ
っ
て
、
少
し
ず
つ
差
は
広
が
っ
て
い
ま

す
。
現
地
校
で
一
日
の
ほ
と
ん
ど
を
英
語

で
過
ご
し
、
思
考
も
現
地
語
の
方
が
楽
に

な
り
、
自
我
も
発
達
し
て
〝
ど
う
し
て
日

本
語
を
勉
強
す
る
の
か
〞
と
問
題
意
識
を

持
っ
て
く
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
な
か
な

か
ち
ょ
う
ど
い
い
教
材
が
な
い
の
で
す
」

　

だ
か
ら
そ
の
子
の
年
齢
、
家
庭
で
の
言

語
背
景
な
ど
を
考
慮
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

教
材
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　
「
ま
ず
単
刀
直
入
に〝
英
語
と
日
本
語
ど

っ
ち
が
得
意
？
〞
と
聞
く
と
、〝
英
語
〞
と

答
え
る
子
が
多
い
で
す
。

次
に
〝
日
本
語
を
ど
う
学

び
た
い
？
〞〝
日
本
語
を
勉

強
し
て
よ
か
っ
た
こ
と

は
？
〞と
聞
い
て
み
ま
す
」

　

そ
の
答
は
、
日
本
の
家

族
と
話
せ
る
、
漫
画
が
読

め
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
で

す
。

　
「
そ
の
子
の
興
味
が
あ

る
こ
と
か
ら
入
り
、
意
欲

を
持
た
せ
る
こ
と
が
い
ち

ば
ん
大
事
で
す
。
漫
画
で

も
歌
で
も
い
い
し
、
そ
れ

ぞ
れ
で
す
。
そ
こ
か
ら
何

か
引
き
出
し
て
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
も
と

り
入
れ
て
、
新
し
い
こ
と
ば
や
漢
字
を
覚

え
た
ら
使
っ
て
み
る
よ
う
に
促
し
て
、
生

き
た
こ
と
ば
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
語
で
は
理
解
し
て
い
な
く
て
も
、
英

語
で
わ
か
っ
て
い
た
ら
、
両
語
を
合
わ
せ

て
頭
に
入
れ
て
、
使
っ
て
い
く
。
カ
タ
カ

ナ
を
忘
れ
る
子
に
は
、
カ
タ
カ
ナ
を
使
っ

た
看
板
が
並
ぶ
日
本
の
風
景
写
真
を
見
せ

て
、〝
日
本
に
行
き
た
い
ね
〞
と
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
よ
う
に
す
る
。
歌
が

好
き
な
子
と
は
、
童
謡
な
ど
を
使
っ
て
、

そ
の
な
か
に
出
て
く
る
一
、
二
年
生
レ
ベ

ル
の
漢
字
を
学
ぶ
。
歌
な
ら
、
お
母
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
て
つ
な
が
る
こ
と
も

で
き
ま
す
ね
」

　

継
承
語
と
は
家
族
の
こ
と
ば
で
す
か
ら
、

家
族
の
つ
な
が
り
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　
「
家
族
が
チ
ー
ム
と
し
て
、
ど
う
い
う

ふ
う
に
日
本
語
を
学
ぶ
か
意
識
的
か
つ
意

欲
的
に
考
え
る
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
現
在
は
核
家
族
で
孤
立
し
て
子
育
て

を
し
て
い
る
家
庭
も
多
い
の
で
、
私
の
よ

う
な
教
師
や
補
習
校
の
先
生
や
、
日
本
の

ご
家
族
も
含
め
て
チ
ー
ム
に
な
れ
た
ら
い

い
で
す
ね
。
私
も
生
徒
さ
ん
と
の
〝
絆
〞

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
教
室
で
話
を
聞

い
て
、
共
感
し
た
り
、
褒
め
て
あ
げ
た
り
、

日
本
語
っ
て
た
い
へ
ん
だ
よ
ね
、
ど
う
や

っ
た
ら
続
け
て
い
け
る
か
な
、
と
話
を
し

た
り
」

　

荒
木
さ
ん
ご
自
身
が
、
高
校
生
・
中
学

生
・
小
学
生
の
三
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て

る
お
母
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
夫
は
日
系
ア
メ
リ
カ
人
で
、
日
本
人

の
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
の

仕
事
場
で
も
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
も
、

使
う
の
は
英
語
で
す
。
意
識
を
し
て
い
な

い
と
、
日
本
語
か
ら
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
私
た
ち
は
〝
家
で
は
日
本
語
〞
と

決
め
ま
し
た
。
子
ど
も
同
士
が
英
語
で
話

し
は
じ
め
て
も
、
我
が
家
で
は
〝
日
本
語

ね
〞
と
言
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ご
家
庭

に
よ
っ
て
事
情
は
い
ろ
い
ろ
で
す
ね
。
家

族
で
日
本
語
を
話
せ
な
い
人
が
疎
外
感
を

持
っ
た
ら
か
わ
い
そ
う
だ
し
」

　

い
っ
し
ょ
に
育
っ
て
い
て
も
、
子
ど
も

た
ち
の
個
性
は
三
人
三
様
で
、
日
本
語
に

つ
い
て
は
末
っ
子
の
娘
さ
ん
が
最
も
得
意

だ
そ
う
で
す
。
で
も
み
ん
な
日
本
は
大
好

き
。

　
「〝
継
承
語
を
学
ぶ
〞
と
は
家
族
が
話
す

こ
と
ば
を
学
び
、
伝
統
文
化
に
関
す
る
知

識
を
深
め
る
こ
と
。
自
分
が
何
者
で
あ
る

か
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
も
役

立
つ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
子
が
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
く
こ
と
を
支
え
る
た
め
に
、

日
本
語
教
育
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、

一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
を
大
切
に
尊
重
し
、

共
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

補
習
校
の
国
語
ク
ラ
ス
で
２
年
生
「
ス
イ
ミ
ー
」の
授
業
。視
覚
教

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、こ
と
ば
と
意
味
の
理
解
を
深
め
る
。

お礼のカード。６歳から日本語を教えている春樹くんはおじいさん
が日本人。
３世代目として、日本語を受け継いでいく。
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二
月
の
あ
る
日
、
曇
り
空
で
寒
い
ロ
ン

ド
ン
でZoom

の
画
面
を
開
く
と
、
次
々

に
四
人
の
子
ど
も
た
ち
が
登
場
し
ま
し
た
。

み
ん
な
半
袖
姿
で
す
。「
い
ま
は
夏
休

み
！
」。
彼
ら
が
住
ん
で
い
る
の
は
南
半

球
、
南
米
の
パ
ラ
グ
ア
イ
で
す
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
南
米
の
ハ
ー
ト
と
呼

ば
れ
る
国
で
す
。
南
米
大
陸
の
真
ん
中
に

位
置
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ボ
リ
ビ
ア
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
公
用
語

は
ス
ペ
イ
ン
語
で
、
国
土
の
面
積
は
日
本

の
一
・
一
倍
、
人
口
は
東
京
の
約
半
分
。

首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
は
東
京
の
杉
並
区
く

ら
い
の
人
口
で
緑
豊
か
な
街
で
す
。

　

そ
の
首
都
に
住
む
十
一
歳
の
吉
崎
愛
さ

ん
と
九
歳
の
愛
美
さ
ん
姉
妹
、
そ
し
て
十

四
歳
の
諸
橋
雄
介
く
ん
と
十
二
歳
の
洋
く

ん
兄
弟
は
、
い
と
こ
同
士
で
す
。
南
半
球

で
す
か
ら
、
夏
休
み
は
十
二
月
か
ら
二
月

半
ば
ま
で
。
今
年
の
夏
は
雨
が
少
な
く
て
、

気
温
は
四
十
五
度
く
ら
い
ま
で
上
が
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
「
夏
休
み
は
何
を
し
た
の
？
」
と
聞
く

と
、
愛
さ
ん
が
「
ピ
ラ
ポ
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
家
に
行
き
ま
し
た
」。「
ピ
ラ
ポ
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」「
こ
こ
（
首
都
）
か

ら
（
車
で
）
六
時
間
く
ら
い
の
と
こ
ろ
で

…
田
舎
で
す
」「
大
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

な
ど
の
畑
が
あ
り
ま
す
」
と
雄
介
く
ん
。

　

ピ
ラ
ポ
と
は
日
系
人
の
移
住
地
域
の
一

つ
で
す
。
四
人
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
六
〇

年
代
に
日
本
か
ら
移
住
し
た
日
系
一
世
な

の
で
す
。
パ
ラ
グ
ア
イ
に
は
日
系
人
移
住

地
が
六
つ
あ
り
、
さ
ら
に
都
市
に
住
む
人

を
合
わ
せ
る
と
、
約
七
〇
〇
〇
人
の
日
系

人
が
い
ま
す
。

　

こ
の
四
人
は
パ
ラ
グ
ア
イ
育
ち
の
日
系

三
世
で
す
。
日
本
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な

い
か
、
あ
っ
て
も
小
さ
か
っ
た
と
い
う
子

ど
も
た
ち
で
す
が
、「
好
き
な
日
本
の
食

べ
も
の
は
？
」と
聞
く
と
、「
ラ
ー
メ
ン
！
」

「
唐
揚
げ
！
」「
シ
ャ
ケ
！
」。
日
本
の
子

ど
も
た
ち
と
変
わ
ら
ぬ
答
で
す
。
ち
な
み

に
「
パ
ラ
グ
ア
イ
の
食
べ
も
の
で
好
き
な

の
は
？
」と
聞
く
と
、「
エ
ン
パ
ナ
ー
ダ
！
」

「
チ
パ
！
」。
私
が
知
ら
な
い
の
を
察
し
た

六
年
生
の
愛
さ
ん
が
携
帯
で
画
像
を
見
せ

て
く
れ
、
雄
介
く
ん
が
「
エ
ン
パ
ナ
ー
ダ

は
、
餃
子
の
よ
う
に
、
皮
に
具
を
詰
め
て

揚
げ
た
も
の
。
チ
パ
は
も
ち
も
ち
し
た
パ

ン
で
、
チ
ー
ズ
な
ど
が
入
っ
て
ま
す
」
と

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

じ
つ
は
私
が
目
を
白
黒
さ
せ
て
い
た
の

は
、
話
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
四
人
の
日

本
語
が
あ
ま
り
に
自
然
で
流

り
ゅ
う
ち
ょ
う
暢
だ
っ
た
か

ら
で
す
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
異
国
の
地
で
世
代

を
超
え
て
言
語
を
継
承
す
る
の
は
難
し
い

こ
と
で
す
。
南
米
に
は
日
系
人
も
多
く
、

特
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
二
〇
〇
万
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
公
用
語
で

あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
へ
の
シ
フ
ト
は
二
世

で
三
〇
〜
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
世
に
な

る
と
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
日
本
語
の
読
み
書
き
に
な
る
と
、

さ
ら
に
保
持
率
が
下
が
る
そ
う
で
す
。（
中

島
和
子
著
『
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
の
方

法
』）

　

今
回
の
取
材
を
受
け
て
く
れ
た
四
人
は
、

平
日
は
ア
ス
ン
シ
オ
ン
で
ス
ペ
イ
ン
語
の

現
地
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
で
も
現
地
校

が
早
め
に
終
わ
る
の
で
、
週
三
回
、
平
日

の
午
後
に
日
本
語
学
校
に
も
通
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
事
前
に
「
日
本
語

が
上
手
な
子
」
と
は
聞
い
て
い
た
の
で
す

が
、
取
材
が
進
む
う
ち
、
筆
者
の
認
識
が

少
し
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。

　

た
と
え
ば
「
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
て

よ
か
っ
た
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
？
」

と
質
問
を
し
た
と
き
、
雄
介
く
ん
が
「
日

本
語
は
あ
た
り
ま
え
な
の
で
、
あ
ま
り
考

え
た
こ
と
が
な
い
け
ど
…
…
」
と
呟つ

ぶ
やい
た

の
で
す
。
少
し
戸
惑
い
つ
つ
も
、
弟
の
洋

く
ん
は
「
漫
画
や
ア
ニ
メ
が
見
れ
る
の
が

う
れ
し
い
」
と
〝
鉄
板
〞
の
答
。
雄
介
く

ん
も
「
卓
球
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

日
本
は
卓
球
が
強
い
の
で
、Y

ouT
ube

な
ど
で
ス
キ
ル
の
ビ
デ
オ
を
見
て
い
ま

アスンシオンの街並み

チパ

パ
ラ
グ
ア
イ
日
系
社
会
の

子
ど
も
た
ち

地
球
を
半
周
し
て
も

母
語
は
日
本
語
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す
」。
そ
し
て
愛
美
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う

に
、「
日
本
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で

き
る
こ
と
。
着
物
シ
ョ
ー
が
楽
し
か
っ

た
！
」。

　

着
物
シ
ョ
ー
？
と
私
が
首
を
傾か

し

げ
て
い

る
と
、
お
姉
さ
ん
の
愛
さ
ん
が
写
真
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
か
わ
い
い
着
物
姿
の

姉
妹
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
女
性
た
ち
が

華
や
か
な
着
物
姿
で
、
舞
台
で
踊
っ
て
い

ま
す
。ニ
ャ
ン
ド
ゥ
テ
ィ
と
い
う
パ
ラ
グ
ア

イ
伝
統
の
レ
ー
ス
細
工
の
髪
飾
り
や
シ
ョ

ー
ル
を
つ
け
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
こ
れ

は
二
〇
一
九
年
に
、
日
本
と
パ
ラ
グ
ア
イ

の
国
交
樹
立
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
行

わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
だ
そ
う
で
す
が
、

み
ん
な
楽
し
そ
う
。
よ
く
海
外
で
行
わ
れ

る
日
本
の
文
化
紹
介
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、

日
系
パ
ラ
グ
ア
イ
人
の
お
祭
り
で
す
。

　

こ
う
し
て
日
常
的
に
日
本
語
を
話
す
環

境
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
れ
ま
で
ほ

か
の
子
ど
も
に
聞
い
た
よ
う
な
「
日
本
に

行
っ
た
ら
何
が
し
た
い
で
す
か
」
と
い
う

よ
う
な
質
問
は
、
ち
ょ
っ
と
ピ
ン
ト
が
外

れ
て
い
ま
し
た
。
気
を
遣
っ
て
愛
さ
ん
は
、

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」、雄
介
く
ん
は
「
大

阪
に
行
っ
て
、
本
場
の
た
こ
焼
き
が
食
べ

た
い
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
が
、
私
の

戸
惑
い
を
察
し
て
、
ま
た
雄
介
く
ん
が
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
僕
た
ち
に
と
っ
て
、
最
初
に
覚
え
た

こ
と
ば
は
日
本
語
で
、
家
で
も
日
本
語
で

す
」

　

愛
さ
ん
も
「
私
も
ス
ペ
イ
ン
語
よ
り
も
、

日
本
語
の
方
が
楽
で
す
」。

　

つ
ま
り
こ
の
子
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本

語
は
継
承
語
で
は
な
く
「
母
語
」
な
の
で

す
。
パ
ラ
グ
ア
イ
だ
か
ら
母
国
語
で
は
な

い
け
れ
ど
、
別
に
日
本
に
行
き
た
い
と
か
、

憧
れ
て
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
家
庭
や
日
本
語
学

校
、
生
活
の
な
か
で
使
っ
て
い
る
、
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
ば
な
の
で
す
。

　
「
パ
ラ
グ
ア
イ
の
日
系
人
社
会
は
、
総

じ
て
日
本
語
の
レ
ベ
ル
が
高
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
」
と
、
四
人
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
っ
た
ア
ス
ン
シ
オ
ン
在
住
の
平
岩
佐
江

子
さ
ん
。
昨
年
の
本
誌
十
二
月
号
に
Ａ
Ｇ

５
レ
ポ
ー
ト
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
縁
で
、

今
回
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
そ
れ
は
、
日
系
一
世
の
か
た
が
た
が

ご
健
在
だ
か
ら
で
す
。
パ
ラ
グ
ア
イ
で
も
、

先
生
た
ち
は
世
代
交
替
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ

人
と
結
婚
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
な
か
で
、
こ
の
子
た
ち
は
特
に
日
本

語
が
上
手
で
す
」

　

平
岩
さ
ん
ご
本
人
は
生
ま
れ
も
育
ち
も

日
本
で
す
が
、
日
本
で
出
会
っ
た
日
系
パ

ラ
グ
ア
イ
人
の
か
た
と
結
婚
し
、
首
都
ア

ス
ン
シ
オ
ン
に
住
ん
で
十
年
。
ふ
た
り
の

お
子
さ
ん
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
「
首
都
の
ア
ス
ン
シ
オ
ン
で
も
人
が
優

し
く
て
、
子
連
れ
で
歩
い
て
い
る
と
、
道

行
く
人
が
荷
物
を
持
っ
て
く
れ
た
り
、
い

つ
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ラ
グ
ア
イ

の
人
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
大
ら
か
で
、
日

系
人
同
士
が
日
本
語
で
話
し
て
い
て
も
ま

っ
た
く
い
や
な
顔
も
さ
れ
な
い
し
、
い
や

な
目
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
パ

ラ
グ
ア
イ
人
は
争
い
を
好
ま
ず
、
そ
の
昔

ス
ペ
イ
ン
人
が
来
た
と
き
も
抵
抗
せ
ず
に

迎
え
入
れ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
う
し
て
日

系
文
化
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
文

化
を
受
け
入
れ
る
大
ら
か
さ
の
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
」

　

日
本
か
ら
地
球
を
約
半
周
し
た
場
所
で
、

そ
ん
な
大
ら
か
さ
に
包
ま
れ
て
、
日
本
語

を
母
語
と
し
て
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
…
…
。

そ
の
原
点
が
知
り
た
く
て
、
ピ
ラ
ポ
に
い

る
四
人
の
お
ば
あ
さ
ん
で
、
日
本
語
学
校

日本とパラグアイの国交樹立100周年を記念して行われたイベントで

卒業式の日に洋くんを囲んで

卓
球
を
す
る
雄
介
く
ん

愛
美
さ
ん
と
愛
さ
ん
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の
校
長
も
さ
れ
て
い
た
工
藤
悦
子
さ
ん
に
、

お
話
を
伺
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

工
藤
悦
子
さ
ん
が
現
在
の
パ
ラ
グ
ア
イ

の
ピ
ラ
ポ
地
区
に
移
住
し
た
の
は
一
九
六

三
年
、
十
五
歳
の
と
き
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
岩
手
県
で
生
ま
れ
育
ち
、
実
家
は
農

業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
移
住
は
父
の
決
断
で
し
た
。
耕
地
が

狭
か
っ
た
の
で
生
活
は
苦
し
く
、
父
は
出

稼
ぎ
も
し
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
家
族
と

離
れ
て
の
生
活
は
い
や
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
母
や
親
族
は
反
対
し
ま
し
た
し
、
私

も
複
雑
な
心
境
で
し
た
。
美
容
師
を
目
指

す
夢
が
あ
っ
た
の
で
…
…
。
で
も
政
府
が

〝
南
米
に
移
住
し
た
ら
暖
か
い
し
、
広
い

土
地
が
も
ら
え
る
〞
と
宣
伝
し
て
い
た
の

で
す
」

　

当
時
の
日
本
は
、
い
ま
か
ら
想
像
が
で

き
な
い
ほ
ど
貧
し
か
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
打
ち
出
さ
れ
た
対
策
の
一
つ
が
ア
メ
リ

カ
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
へ
の
移
民
政
策
で
し

た
。
戦
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、
パ
ラ
グ

ア
イ
に
初
の
日
系
移
民
が
到
着
し
た
の
は

一
九
三
六
年
、
戦
争
に
よ
る
一
時
中
断
を

経
て
、
五
九
年
に
移
住
協
定
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
と
ご
両
親
、
そ
し
て
当
時
五

年
生
、
一
年
生
、
五
歳
だ
っ
た
弟
妹
の
六

人
家
族
が
故
郷
を
あ
と
に
し
た
の
は
六
三

年
三
月
、
工
藤
さ
ん
の
中
学
校
卒
業
式
の

数
日
前
で
し
た
。

　
「
校
長
先
生
は
私
ひ
と
り
だ
け
先
に
卒

業
式
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
駅
で
は

町
内
会
の
人
た
ち
が
列
に
な
っ
て
見
送
っ

て
く
れ
ま
し
た
」

　

横
浜
で
移
民
船
「
さ
く
ら
丸
」
に
乗
船

す
る
と
、
福
島
県
や
秋
田
県
、
高
知
県
な

ど
か
ら
の
人
々
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
五
十
日
を
超
え
る
船
旅
で
す
。

　
「
途
中
で
ハ
ワ
イ
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
な
ど
に
寄
港
し
、
私
に
は
と
て
も
楽
し

い
旅
で
し
た
」

　

パ
ラ
グ
ア
イ
に
向
か
う
七
家
族
は
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
下

船
し
内
陸
へ
と
向
か
い
ま
す
。〝
国
際
列

車
〞
と
は
名
ば
か
り
で
、「
ガ
タ
ガ
タ
揺

れ
る
木
の
箱
の
よ
う
な
も
の
」
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
列
車
を
降
り
、
国
境
の
滝
の
下

流
で
川
幅
が
三
㌔
も
あ
る
大
河
を
、
い
ま

に
も
沈
み
そ
う
な
小
舟
で
渡
り
ま
し
た
。

対
岸
に
は
先
に
移
住
し
た
日
本
人
が
ト
ラ

ッ
ク
で
迎
え
に
き
て
く
れ
ま
し
た
が
、
現

在
な
ら
車
で
一
時
間
の
道
も
、
当
時
は
丸

一
日
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

　

や
っ
と
ピ
ラ
ポ
に
到
着
し
た
の
は
五
月

二
十
六
日
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
冬
の
季
節
で
、

翌
朝
に
は
霜
が
降
り
て
い
ま
し
た
。

　
「
暖
か
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
、
な

か
に
は
夏
物
し
か
持
っ
て
き
て
い
な
い
と

い
う
か
た
も
い
ま
し
た
。
先
に
移
住
し
た

か
た
が
ラ
ン
プ
や
缶
詰
め
な
ど
を
準
備
し

て
く
れ
て
、
焚た

き
火
で
ご
飯
を
炊
き
ま
し

た
。
各
入
植
者
に
割
り
当
て
ら
れ
た
区
画

に
は
収
容
所
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
あ
り
、

着
い
た
当
初
は
そ
こ
で
寝
泊
ま
り
し
ま
し

た
。
屋
根
と
囲
い
だ
け
の
体
育
館
の
よ
う

な
場
所
で
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
も
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
か
ら
自
分
た
ち

の
土
地
の
中
に
テ
ン
ト
を
張
っ
た
り
、
ヤ

シ
の
葉
っ
ぱ
を
屋
根
に
し
た
仮
小
屋
を
建

て
た
り
し
て
移
り
住
ん
で
い
っ
た
ん
で
す
」

　

日
本
海
外
移
住
振
興
株
式
会
社
（
現
在

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
ピ
ラ
ポ
移
住
地
に
購
入

し
た
土
地
の
総
面
積
は
約
八
万
四
〇
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
入
植
者
の
各
家
族
に
は
三

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
ず
つ

割
り
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
東
京
ド
ー
ム
六

個
半
近
い
広
さ
で
す
。

で
も
巨
木
が
立
ち
並

ぶ
原
始
林
で
、
農
地

と
し
て
開
拓
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
家
族
で
は
と
て

も
倒
せ
ず
、
パ
ラ
グ

ア
イ
人
の
力
を
借
り

ま
し
た
が
、
木
の
下

敷
き
に
な
る
事
故
も

あ
り
ま
し
た
」

　

木
を
倒
し
て
、
山
焼
き
を
し
て
も
大
き

な
切
り
株
や
根
は
残
り
ま
し
た
。
大
木
や

切
り
株
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
転
が
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
間
の
少
し
空
い
た
場
所
に
と

り
あ
え
ず
マ
ン
デ
ィ
オ
カ
（
キ
ャ
ッ
サ
バ

芋
の
こ
と
）
や
野
菜
の
タ
ネ
を
蒔ま

き
ま
し

た
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
切
り
株
を
除
去
し
、

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
使
え
る
よ
う
に
な
る

ま
で
に
、
十
年
か
か
り
ま
し
た
。

　

入
植
し
て
か
ら
の
工
藤
さ
ん
は
、
明
け

て
も
暮
れ
て
も
農
作
業
の
手
伝
い
で
し
た
。

　
「
弟
や
妹
は
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
の
で
、

移
住
地
か
ら
五
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
ス
ペ
イ

ン
語
学
校
ま
で
歩
い
て
通
い
ま
し
た
が
、

雨
が
降
る
と
赤
土
が
粘
土
状
に
な
っ
て
、

通
学
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

こ
う
し
た
入
植
者
の
努
力
で
開
拓
さ
れ

赤土の大地にいまは広大な農地が広がる

パ
ラ
グ
ア
イ
日
系
社
会
の

始
ま
り
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た
赤
土
の
耕
地
に
、
現
在
は
大
豆
や
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
パ
ラ
グ
ア

イ
の
食
卓
に
届
け
た
と
い
わ
れ
、
大
豆
は

主
要
な
輸
出
作
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
工
藤
さ
ん
は
結
婚
し
、
四
人
の

娘
に
恵
ま
れ
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
に
は
生
活

に
少
し
ゆ
と
り
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
学
齢
期
に
な
り
、
日

本
語
の
読
み
書
き
も
覚
え
て
ほ
し
い
と
い

う
気
持
ち
が
芽
生
え
ま
し
た
」

　

移
住
者
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
そ
し

て
次
世
代
の
誕
生
に
伴
い
、
各
移
住
地
で

日
本
語
学
校
が
誕
生
し
ま
す
。
こ
れ
は
現

在
世
界
各
国
に
あ
る
日
本
人
学
校
や
補
習

校
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
「
子
孫
に
日
本
語
と
文
化
を
伝
え
る
た

め
の
、
自
分
た
ち
の
〝
寺
子
屋
〞
で
し
た
。

木
を
切
っ
て
製
材
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

た
手
づ
く
り
の
学
校
で
す
」

　

ピ
ラ
ポ
移
住
地
に
は
六
つ
の
村
が
あ
り
、

村
ご
と
に
保
護
者
で
お
金
を
出
し
合
っ
て

学
校
を
運
営
し
は
じ
め
ま
し
た
。
初
期
に

は
教
材
も
そ
ろ
わ
ず
、
ラ
ン
プ
の
も
と
で

教
科
書
を
手
書
き
で
写
し
て
準
備
し
た
そ

う
で
す
。

　
「
先
生
と
い
っ
て
も
資
格
を
問
う
わ
け

で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
形

で
私
も
か
か
わ
り
は
じ
め
ま
し
た
。
当
地

で
は
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
同
居
し
、
ふ
だ
ん
の
会

話
も
日
本
語
で
し
た
か
ら
、
す
ん
な
り
と

日
本
語
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

で
も
、
そ
の
う
ち
日
系
社
会
も
変
化
し

て
い
き
ま
す
。

　
「
都
市
に
住
む
よ
う
に
な
る
と
、
周
囲

が
ス
ペ
イ
ン
語
環
境
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
家
庭
で
も
ス
ペ
イ
ン
語
を
使
う
人
が
出

て
き
ま
す
。
日
本
語
学
校
で
も
日
本
語
だ

け
で
は
通
じ
ず
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
媒
介
す

る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
都
市
と

地
方
（
移
住
地
）
で
授
業
方
法
や
教
材
も

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ピ
ラ
ポ

で
は
日
本
の
光
村
図
書
の
国
語
教
科
書
や

そ
れ
に
伴
う
教
材
を
使
い
続
け
、
作
文
も

そ
れ
な
り
に
書
け
る
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。

で
も
現
在
は
、
四
世
の
子
も
い
れ
ば
、
お

母
さ
ん
が
パ
ラ
グ
ア
イ
人
や
ド
イ
ツ
人
の

家
庭
も
増
え
、
一
斉
授
業
を
す
る
の
が
難

し
く
な
り
ま
し
た
。
何
年
か
前
に
ク
ラ
ス

を
分
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
非
日
系

人
の
方
が
長
続
き
し
な
く
て
、
ま
た
い
っ

し
ょ
に
し
ま
し
た
。
ず
っ
と
試
行
錯
誤
で

す
」

　

移
住
地
の
日
系
人
の
人
口
が
少
な
く
な

っ
て
い
き
日
本
語
学
校
の
生
徒
数
も
減
少

し
ま
し
た
。
一
九
九
九
年
に
は
ピ
ラ
ポ
移

住
地
に
あ
っ
た
四
校
の
日
本
語
学
校
は

「
ピ
ラ
ポ
日
本
人
会
立
ピ
ラ
ポ
日
本
語
学

校
」
と
し
て
、
一
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
一
六
六
人
の
生
徒
が
通
い
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
や
日
本
人
会
の
助
成
を
受
け
つ
つ
、

保
護
者
の
月
謝
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
工

藤
さ
ん
は
ピ
ラ
ポ
日
本
語
学
校
の
校
長
を

務
め
、
い
っ
た
ん
退
任
す
る
も
呼
び
戻
さ

れ
、
通
算
二
十
七
年
間
日
本
語
教
育
に
携

わ
り
ま
し
た
。
現
在
は
工
藤
さ
ん
を
は
じ

め
一
世
の
先
生
は
引
退
さ
れ
、
教
え
子
で

あ
る
現
地
生
ま
れ
の
二
世
や
三
世
の
世
代

が
先
生
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
私
の
孫
も
先
生
に
な
っ
て
四
年
目
で

す
。
後
継
者
が
で
き
た
よ
う
で
う
れ
し
い

で
す
」

　

工
藤
さ
ん
の
熱
意
に
よ
り
、
工
藤
家
は

三
世
代
に
わ
た
っ
て
日
本
語
が
母
語
と
し

て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
孫
た
ち
（
愛
さ
ん
や
雄
介
く
ん
た
ち
）

は
ピ
ラ
ポ
に
来
る
と
、
日
本
か
ら
取
り
寄

せ
て
い
る
本
や
雑
誌
に
か
じ
り
つ
い
て
い

ま
す
。
い
ま
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
耳
か
ら
語

彙
が
入
っ
て
き
て
い
る
か
ら
、〝
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
そ
の
日
本
語
変
だ
よ
〞
と
孫
に
指

摘
さ
れ
て
、
タ
ジ
タ
ジ
し
て
い
ま
す
よ
」

　

パ
ラ
グ
ア
イ
の
日
本
語
学
校
も
、
世
界

各
国
の
継
承
語
教
育
と
同
じ
悩
み
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
と
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
か
ら
、
臨
機
応
変
な
教
材
や
指
導
法
の

見
直
し
が
必
要
で
し
ょ
う
。
大
人
に
は
目

的
意
識
が
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
は
親
に
言

わ
れ
て
イ
ヤ
イ
ヤ
来
る
子
も
い
ま
す
。
で

も
大
き
く
な
っ
て
日
本
に
行
く
機
会
が
増

え
て
、『
先
生
、日
本
語
習
っ
て
よ
か
っ
た
』

と
言
っ
て
も
ら
え
る
の
が
、
何
よ
り
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
い
ま
は
親
も
経
済
的

に
安
定
し
て
き
て
、
子
ど
も
が
望
め
ば
上

の
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な

り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
文
化
を
身
に
つ

け
て
、
私
た
ち
が
目
標
と
掲
げ
て
い
た

〝
パ
ラ
グ
ア
イ
に
役
立
つ
日
系
パ
ラ
グ
ア

イ
人
〞
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

日
本
語
学
校
の
先
生
た
ち

工藤悦子さん

パ
ラ
グ
ア
イ
日
本
語
学
校

の
始
ま
り



14月刊　海外子女教育 2022.4

　

二
〇
二
一
年
に
日
本
の
郵
便

創
業
一
五
〇
年
を
記
念
し
て
発

行
さ
れ
た
切
手
。

　

日
本
で
は
一
八
七
一
年
四
月

二
十
日
に
近
代
郵
便
制
度
が
設

立
さ
れ
、
こ
の
日
が
郵
政
記
念

日
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の

日
を
含
む
一
週
間
は
「
切
手
趣

味
週
間
」
と
な
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
記
念
す
る
切
手
も
発
行
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
一

九
四
八
年
発
行
の
「
見
返
り
美

人
（
原
画　

菱
川
師
宣
）」
と

翌
四
九
年
発
行
の「
月
に
雁（
原

画　

広
重
）」
の
二
枚
は
コ
レ

ク
タ
ー
な
ら
誰
で
も
一
度
は
じ

か
に
見
て
み
た
い
、
で
き
れ
ば

所
有
し
た
い
と
願
う
、
日
本
切

手
を
代
表
す
る
も
の
。

　

そ
の
後
、
い
ず
れ
も
何
度
も

切
手
の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
は
同
年
に
行

わ
れ
た
「
日
本
国
際
切
手
展
二

〇
二
一
」
の
目
玉
商
品
と
す
る
べ

く
、
十
年
近
い
研
究
を
経
て
初

め
て
和
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

特集2

日
本
切
手
の
デ
ザ
イ
ン

　
郵
便
物
が
届
い
た
と
き
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、
そ

こ
に
貼
っ
て
あ
る
切
手
を
眺
め
る
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
れ
を
切
り
取
っ
て
封
筒
や
包
装
の
紙
か
ら
は
が

し
、
集
め
は
じ
め
る
と
立
派
な
趣
味
に
な
る
。
世
界

中
で
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
や
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
に
切

手
を
発
行
し
て
い
て
、
そ
こ
に
は
各
国
・
各
地
域
の

文
化
や
伝
統
、
動
植
物
や
名
所
の
風
景
、
偉
人
や
お

も
だ
っ
た
出
来
事
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
切
手
は

郵
便
に
貼
ら
れ
て
世
界
を
旅
す
る
も
の
だ
し
、
そ
れ

を
集
め
て
楽
し
ん
で
い
る
人
も
世
界
中
に
い
る
か

ら
、
切
手
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域

を
象
徴
す
る
図
案
が
描
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
当
然
、

日
本
で
発
行
さ
れ
て
い
る
切
手
に
は
、
日
本
な
ら
で

は
の
美
術
工
芸
品
や
景
観
な
ど
も
採
用
さ
れ
、
日
本

を
世
界
に
紹
介
す
る
ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。
な

ら
ば
、
そ
う
い
う
切
手
は
ど
う
い
う
人
が
ど
う
い
う

思
い
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
郵

便
株
式
会
社
に
勤
め
る
切
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
お
ふ
た

り
に
お
話
を
伺
っ
て
き
た
。

取
材
・
文
　
古
家 

淳

取
材
協
力
・
画
像
提
供
　
日
本
郵
便
株
式
会
社

https://w
w
w
.post.japanpost.jp/kitte/collection/

https://www.post.japanpost.jp/kitte/collection/
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切
手
趣
味
週
間
の
記
念
切
手

は
例
年
、
お
も
に
浮
世
絵
や
屛

び
ょ
う

風ぶ

絵
を
図
案
に
採
用
す
る
伝
統

が
あ
る
が
、
や
は
り
こ
れ
ら
は

日
本
美
術
を
代
表
す
る
も
の
な

の
だ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に

二
〇
二
一
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で

入
場
者
数
が
大
幅
に
制
限
さ
れ

な
が
ら
も
十
年
ぶ
り
に
日
本
で

「
国
際
切
手
展
」
が
開
催
さ
れ

た
が
、
そ
れ
を
記
念
す
る
切
手

に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
二
〇
年
に
こ
の
切
手

展
を
告
知
す
る
た
め
に
発
行
さ

れ
た
も
の
の
図
案
は
、
富
士
山
。

こ
れ
も
ま
た
日
本
を
代
表
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な

い
。
ち
ょ
っ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
図
案
で
も
あ

る
が
、
一
般
の
会
社
が
出
す
郵

便
物
に
使
い
や
す
い
と
好
評
だ

っ
た
そ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
富
士
山
の
切

手
シ
ー
ト
、
上
部
を
飾
る
横
浜

の
夜
景
の
中
に
も
切
手
が
隠
れ

て
い
る
。
富
士
山
を
ヒ
ン
ト
に

探
し
て
み
よ
う
。
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日
本
で
二
〇
二
一
年
に
発
行

さ
れ
た
切
手
は
約
四
十
案
件
。

そ
れ
を
す
べ
て
八
人
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
と

い
う
か
ら
、
驚
く
。
基
本
的
に

日
本
な
ら
で
は
の
図
案
が
採
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
毎
月

一
回
、
社
内
の
会
議
で
題
材
を

決
め
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
好

き
な
も
の
を
好
き
な
よ
う
に
描

い
て
い
い
わ
け
で
は
な
い
。
郵

便
に
使
い
や
す
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
誰
の
目
に
も
美
し
く
見

え
る
デ
ザ
イ
ン
で
題
材
も
違
和

感
の
な
い
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
全
国

に
二
万
四
〇
〇
〇
カ
所
ほ
ど
あ

る
郵
便
局
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依

頼
し
て
ど
う
い
う
も
の
が
望
ま

れ
て
い
る
か
を
調
べ
た
う
え
で
、

そ
れ
を
「
世
界
で
最
も
小
さ
な

美
術
品
」
と
も
呼
ば
れ
る
切
手

に
仕
上
げ
て
い
く
。
題
材
が
正

し
く
描
け
て
い
る
か
（
た
と
え

ば
動
植
物
で
あ
れ
ば
正
確
に
描

写
さ
れ
て
い
る
か
）
に
つ
い
て

は
、
専
門
家
の
考
証
を
仰
ぐ
。

模
造
さ
れ
に
く
い
よ
う
な
工
夫

も
必
要
だ
し
、
印
刷
適
性
の
こ

と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
切
手
デ
ザ
イ
ナ

に
い
つ
で
も
郵
便
局
に
行
け
ば

買
え
て
最
も
一
般
的
に
使
わ
れ

る
普
通
切
手
は
、
発
行
枚
数
も

多
い
し
誰
も
が
目
に
す
る
〝
あ

た
り
ま
え
〟
の
切
手
。
コ
レ
ク

タ
ー
の
な
か
に
も
普
通
切
手
に

こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
柄
が

見
ら
れ
る
と
し
て
世
界
の
普
通

切
手
だ
け
を
集
め
る
人
も
い
る
。

　

最
近
の
日
本
で
は
二
〇
一
四

年
に
消
費
税
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
の
に
伴
っ
て
郵
便
料
金
も
変

わ
り
、
普
通
切
手
の
デ
ザ
イ
ン

が
一
新
さ
れ
た
。そ
の
多
く（
一

円
、
十
円
と
二
十
円
、
さ
ら
に

慶
弔
用
の
四
枚
を
除
い
た
す
べ

て
）
を
担
当
し
た
の
が
貝
淵
さ

ん
だ
。

　

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
「
日
本
の
自
然
」。

額
面
の
小
さ
な
も
の
は
日
本
で

見
ら
れ
る
動
物
と
花
、
高
額
の

も
の
は
「
自
然
の
風
景
」
と
い

う
こ
と
か
ら
国
立
公
園
の
景
観

が
選
ば
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

デ
ザ
イ
ン
は
「
写
実
的
」。
こ

れ
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

決
め
ら
れ
た
そ
う
だ
。
動
物
と

花
は
専
門
家
の
、
景
観
は
環
境

省
の
監
修
を
受
け
て
い
る
と
話

し
て
く
れ
た
。

ー
の
ひ
と
り
貝
淵
純
子
さ
ん
は
、

「
多
数
決
で
決
め
る
〝
一
般
的

な
好
み
〟
と
い
う
の
は
、
い
ま

だ
に
読
め
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
売
れ
行
き
を
見
て
い
る

と
予
想
が
外
れ
る
こ
と
も
多
く

て
」
と
苦
笑
す
る
が
、要
は
「
万

人
向
け
で
あ
る
こ
と
に
〝
大
正

解
〟
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
ら

し
い
。
全
国
で
売
り
や
す
い
、

手
紙
に
貼
り
や
す
い
。
地
味
す

ぎ
ず
、
と
が
り
す
ぎ
な
い
。
そ

れ
が
切
手
デ
ザ
イ
ン
の
難
し
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
面
白
い
と
こ

ろ
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

記
念
切
手
や
ふ
る
さ
と
切
手

な
ど
は
コ
レ
ク
タ
ー
が
ま
ず
集

め
た
が
る
も
の
だ
が
、
日
常
的

前島密

ヤマブキフジ

ニホンカモシカ

花文様

十和田八幡平国立公園
（奥入瀬渓流）

サクラソウ

ニホンジカ

扇面に松文様と鶴

瀬戸内海国立公園
（瀬戸内の島々）

スミレ

トキ

扇面に竹文様と鶴

尾瀬国立公園
（尾瀬ヶ原と至仏山）

ウメ

ニホンザル

扇面に埋め文様と鶴

西表石垣国立公園
（海中のサンゴ）

ソメイヨシノ

エゾユキウサギ

 ■慶弔用
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埋
も
れ
て
い
る
よ
う
な
伝
統
的

な
〝
文
化
〟
の
発
掘
に
興
味
が

あ
っ
て
、「
紹
介
で
き
る
も
の

を
つ
ね
に
探
し
て
い
ま
す
」
と

の
こ
と
。 

　
「〝
日
本
的
〟
と
い
う
の
が
何

な
の
か
を
考
え
る
と
、
た
と
え

ば
日
の
丸
の
旗
の
シ
ン
プ
ル
さ

は
と
て
も
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
優

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
漆
の

朱
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
な
ど
、

よ
く
い
わ
れ
る
ワ
ビ
・
サ
ビ
だ

け
で
な
く
ミ
ヤ
ビ
と
い
う
要
素

も
あ
り
ま
す
し
、
錦
絵
を
見
る

と
派
手
な
な
か
に
渋
み
が
あ
っ

て
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
全
体
を
引

き
立
て
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
こ
う
し
た
色
の
選
び
方
の

な
か
に
無
意
識
に
、〝
日
本
的

な
も
の
〟
が
出
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
」

　

最
近
は
日
本
の
切
手
の
印
刷

を
海
外
の
会
社
に
委
託
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、
色
の
再
現
や
版

の
ズ
レ
な
ど
に
つ
い
て
の
基
準

が
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
そ
う
で
、

そ
う
し
た
緻
密
さ
が
〝
日
本

的
〟
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
つ

け
加
え
て
く
れ
た
。

　

貝
淵
さ
ん
は
、
も
と
も
と
美

術
大
学
で
日
本
画
を
専
攻
し
て

い
た
そ
う
だ
。「
日
本
画
と
洋

画
と
で
は
、
絵
の
具
の
違
い
も

あ
る
し
、
絵
画
と
し
て
の
歴
史

的
な
成
り
立
ち
の
違
い
も
あ
り

ま
す
」。
高
校
二
年
生
の
と
き

に
日
本
画
を
選
ん
だ
の
は
、
繊

細
で
き
れ
い
な
印
象
で
好
き
に

な
っ
た
作
品
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
言
う
。

　

そ
の
後
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

し
な
が
ら
画
家
を
目
指
し
て
い

た
が
、
一
般
公
募
の
切
手
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
一
九
九
七
年

か
ら
外
部
に
い
な
が
ら
こ
の
仕

事
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
採
用

試
験
を
受
け
て
二
〇
〇
五
年
に

入
社
し
た
。「
切
手
の
題
材
に

な
る
絵
画
を
選
ぶ
こ
と
も
多
い

の
で
、
日
本
画
の
素
養
を
生
か

し
た
い
」
と
考
え
た
そ
う
だ
。

　

最
近
は
特
に
歴
史
の
な
か
に

貝
かい

淵
ふち

 純
じゅんこ

子さん

竹久夢二が描いた花の図案



　「花」シリーズ
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さ
て
、
こ
の
特
集
で
は
冒
頭

か
ら
貝
淵
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
て
き

た
が
、「
こ
れ
ま
で
に
発
行
さ

れ
た
日
本
切
手
の
な
か
で
い
ち

ば
ん
の
お
気
に
入
り
は
？
」
と

聞
く
と
、
一
九
六
一
年
に
毎
月

一
枚
ず
つ
発
行
さ
れ
た
全
十
二

枚
の
「
花
」
シ
リ
ー
ズ
だ
と
答

え
て
く
れ
た
。

　
「
渋
く
て
鈍
い
中
間
色
の
背

景
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
が
強
く

て
存
在
感
が
あ
る
姿
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。
技
術
的
に
い
う
と

背
景
の
色
に
は
模
造
し
に
く
い

特
別
な
イ
ン
ク
が
使
わ
れ
て
い

た
り
、
花
の
絵
は
シ
ン
プ
ル
で

印
刷
す
る
と
き
に
色
が
ず
れ
な

い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
り

し
ま
す
。
こ
の
十
二
枚
を
当
時

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
八
人
が
分
担
し

て
い
る
の
に
、
と
て
も
統
一
感

が
あ
っ
て
、
き
ち
ん
と
つ
く
り

込
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

「北斎漫画」にも影響を与えたとい
われる江戸時代の古い絵だが、太
くて丸い線の使い方などが独特。

すいせん やまざくらつばきうめ

さざんかきくりんどうききょう

あさがおやまゆりはなしょうぶぼたん
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貝
淵
さ
ん
自
身
の
作
品
の
な

か
で
の
お
気
に
入
り
も
、
花
の

絵
だ
。「
二
〇
〇
八
年
か
ら
一

一
年
に
つ
く
っ
た
ふ
る
さ
と
切

手
﹃
四
十
七
都
道
府
県
の
花
﹄

で
す
ね
。
四
十
七
枚
を
ひ
と
り

で
描
い
た
の
で
、
た
い
へ
ん
だ

っ
た
こ
と
も
含
め
て
思
い
出
に

強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
途
中
で

席
を
立
っ
た
り
再
開
し
た
り
で

き
る
よ
う
に
色
鉛
筆
を
使
い
ま

し
た
。
ま
た
、
写
実
的
に
描
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
、
図

鑑
の
よ
う
な
正
確
さ
を
確
保
す

る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
ふ

り
返
る
。

貝淵さんが描いた原画
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も
う
ひ
と
り
お
話
を
聞
い
た

の
は
、
丸
山
智
さ
ん
だ
。
東
京

藝
術
大
学
の
工
芸
科
で
漆
を
学

び
、
修
士
課
程
ま
で
修
了
し
て

い
る
。
漆
芸
家
を
目
指
し
て
い

た
と
こ
ろ
へ
師
匠
か
ら
「（
漆

以
外
の
）
ほ
か
の
世
界
へ
飛
び

出
し
て
み
た
ら
？
」
と
勧
め
ら

れ
、
一
九
九
九
年
か
ら
切
手
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
に
就
い
た
。

　
「
き
っ
と
採
用
す
る
方
も
冒

険
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
」
と

ふ
り
返
る
が
、
貝
淵
さ
ん
も
日

本
画
の
出
身
で
、い
わ
ゆ
る「
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
だ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
丸
山
さ

ん
は
「
も
ち
ろ
ん
デ
ザ
イ
ナ
ー

出
身
の
人
も
い
ま
す
が
、
チ
ー

ム
の
な
か
に
多
様
性
が
あ
っ
た

方
が
い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

実
際
の
仕
事
で
は
写
真
も
撮
り

ま
す
し
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ

ョ
ン
も
し
ま
す
し
、
印
刷
技
術

な
ど
に
つ
い
て
も
知
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
言

う
。

　

漆
の
工
芸
品
は
立
体
だ
か
ら
、

平
面
の
中
で
す
べ
て
を
表
現
す

る
切
手
と
は
考
え
方
も
違
う
。 

歓
喜
院
聖
天
堂
も
築
地
本
願
寺（
次
ペ
ー
ジ
）も
、建
物
の
構
図
が
特
別
小
型
シ
ー
ト
と
単
片
で
異
な
る
。歓
喜
院
は

シ
ー
ト
で
は
正
面
、単
片
で
は
裏
側
。本
願
寺
の
場
合
、シ
ー
ト
で
は
正
面
、単
片
で
は
斜
め
。

も
と
と
な
っ
た
写
真
は
丸
山
さ
ん
自
身
が
撮
影
ま
た
は
セ
レ
ク
ト
し
た
。

単片では左に面した３枚の装飾のうち真ん中のものに描かれて
いる、碁に興じる人々の姿。
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「
た
と
え
ば
建
築
物
を
題
材

に
す
る
場
合
、
正
面
か
ら
左
右

対
称
に
見
せ
る
の
か
、
あ
え
て

斜
め
か
ら
見
せ
て
深
み
や
奥
行

き
を
出
し
た
い
の
か
、
切
手
の

小
さ
な
印
面
の
中
で
も
ス
ケ
ー

ル
感
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
、

い
つ
も
工
夫
を
し
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　

そ
の
好
例
が
、
丸
山
さ
ん
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
「
日
本
の
建
築

シ
リ
ー
ズ
第
三
集
（
二
〇
一
八

年
発
行
）」
だ
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
印
刷
技

術
の
面
で
も
贅ぜ

い
た
く沢

を
極
め
て
い

る
。
た
と
え
ば
十
五
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
た
「
日
本
国
際
切
手
展

二
〇
二
一
」
の
切
手
と
見
比
べ

る
と
、
見
た
目
の
風
合
い
が
ず

い
ぶ
ん
異
な
る
だ
ろ
う
。
国
際

切
手
展
の
切
手
は
、
よ
く
使
わ

れ
る
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
だ
が
、建

築
シ
リ
ー
ズ
の
方
は
凹
版
と
グ

ラ
ビ
ア
印
刷
で
刷
ら
れ
て
い
る
。

　
「
複
数
の
色
を
同
時
に
凹
版

で
刷
る
ザ
ン
メ
ル
印
刷
と
い
う

手
法
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
特

別
小
型
シ
ー
ト
の
切
手
で
、
画

面
を
取
り
囲
ん
で
い
る
飾
り
罫け

い
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の
隅
を
よ
く
見
る
と
、
茶
と
黒

が
に
じ
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え

ま
せ
ん
か
？
独
特
の
味
わ
い
が

出
る
ん
で
す
」
と
丸
山
さ
ん
。

　
「
こ
の
シ
ー
ト
は
お
札
み
た

い
に
し
た
い
と
思
っ
て
、
イ
ン

ク
を
入
れ
な
い
彫
り
を
加
え
て

空
刷
り
し
て
、
お
札
の
透
か
し

の
よ
う
な
効
果
も
出
し
て
い
る

ん
で
す
ね
」
と
、
そ
の
こ
だ
わ

り
を
語
り
続
け
る
。

　

そ
の
丸
山
さ
ん
が
こ
れ
ま
で

の
日
本
切
手
す
べ
て
の
な
か
で

お
気
に
入
り
だ
と
言
う
の
は
、

九
〇
年
に
「
日
本
の
点
字
制
定

一
〇
〇
周
年
」
を
記
念
し
て
発

行
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
「
黄
色
い
丸
の
中
に
あ
る
点

字
は
、﹃
て
ん
じ
﹄
と
書
い
て

あ
っ
て
、
エ
ン
ボ
ス
加
工
で
す

か
ら
指
で
触
る
と
読
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
丸

山
さ
ん
。「
テ
ー
マ
と
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
か
、
目
的
と
用
途
が
論

理
的
に
完
結
し
て
い
て
、
素
晴

し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う

デ
ザ
イ
ン
を
し
て
み
た
い
で
す
」

　

脇
か
ら
貝
淵
さ
ん
も
「
簡
潔

な
の
に
完
結
し
て
い
る
の
よ

ね
」
と
こ
と
ば
を
足
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
さ
す
が
に

工
芸
出
身
の
丸
山
さ
ん
、
切
手

に
も
「
手
で
触
れ
て
伝
わ
る
何

か
」
を
盛
り
込
も
う
と
し
て
い

る
よ
う
だ
。

　
「
日
本
ら
し
さ
と
は
何
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
問
を
念
頭
に
始

め
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
が
、

終
わ
っ
て
み
る
と
「
デ
ザ
イ
ン

と
は
何
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
、

よ
り
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
問
を
い

た
だ
い
た
よ
う
に
思
う
。

日本の点字制定100周年記念

丸
まる

山
やま

 智
さとる

さん
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ま
ず
幼
稚
園
探
し
か
ら

　

メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
て
い
た
拓
と
直
子
は
職

場
で
知
り
合
い
結
婚
に
至
る
。
拓
の
ア
メ
リ
カ

赴
任
が
決
ま
る
が
、
直
子
は
仕
事
や
ダ
ン
ス
、

友
人
関
係
な
ど
が
充
実
し
て
い
た
の
で
す
ぐ
に

は
行
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
拓
の
渡
米
か
ら
一

年
半
後
に
結
婚
、
直
子
も
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
。

　

拓
は
五
年
、
直
子
は
三
年
半
の
ア
メ
リ
カ
生

活
を
終
え
帰
国
。
帰
国
し
て
す
ぐ
に
生
ま
れ
た

長
男
の
航
希
が
二
歳
の
夏
、
今
度
は
ド
イ
ツ
・

ハ
ン
ブ
ル
ク
に
赴
任
し
た
。

　
「
ド
イ
ツ
語
は
で
き
な
い
し
、
寒
い
だ
ろ
う

し
、
航
希
は
二
歳
で
腕
白
ざ
か
り
だ
し
。
ド
イ

ツ
と
聞
い
て
ど
う
し
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
」

　

妊
娠
中
だ
っ
た
直
子
は
出
産
し
て
か
ら
行
く

こ
と
に
し
、
春
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
へ
。
航
希
が
三

歳
一
カ
月
、
長
女
の
美
晴
が
生
後
五
カ
月
だ
っ

た
。
出
産
、
引
っ
越
し
を
ひ
と
り
で
こ
な
し
た

疲
れ
と
安あ

ん
ど堵
か
ら
、
到
着
後
空
港
近
く
で
食
事

中
に
貧
血
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

家
は
日
本
人
学
校
の
裏
に
決
め
た
。
当
時
日

本
人
学
校
の
幼
稚
部
は
三
歳
で
は
入
れ
ず
、
ま

ず
幼
稚
園
探
し
か
ら
始
め
た
。
け
れ
ど
も
ど
こ

も
定
員
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
な
い
。

　
「
日
本
に
い
た
ら
春
か
ら
幼
稚
園
に
通
え
た

の
に
…
…
と
帰
り
た
く
な
り
ま
し
た
」
と
直
子
。

　

断
ら
れ
続
け
て
疲
れ
た
こ
ろ
、
人
目
に
つ
か

な
い
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
幼
稚
園
を
見
つ
け
た
。

ア
ポ
な
し
で
飛
び
込
ん
だ
と
こ
ろ
ひ
と
り
だ
け

受
け
入
れ
可
能
と
の
こ
と
、「
こ
こ
し
か
な

い
！
」
と
迷
わ
ず
入
園
を
決
め
た
。

ひ
と
り
の
人
と
し
て

「
個
」
を
重
ん
じ
る

　

航
希
の
ク
ラ
ス
は
十
五
人
の
園
児
に
先
生
が

ふ
た
り
だ
っ
た
。
は
じ
め
の
う
ち
航
希
は
、
部

屋
に
入
り
た
が

ら
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
。

　
「
美
晴
を
抱

っ
こ
し
な
が
ら
や
っ
と
連
れ
て
い
っ
て
も
中
に

入
ろ
う
と
し
な
い
の
で
、
つ
い
怒
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　

航
希
は
「
お
外
は
い
い
け
ど
部
屋
の
中
だ
と

先
生
も
友
達
も
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
。航
希
が
話
し
た
い
こ
と
も
言
え
な
い
！
」

と
泣
き
な
が
ら
言
う
。
直
子
も
と
て
も
つ
ら
く

て
い
っ
し
ょ
に
泣
い
た
。

　

半
年
ほ
ど
た
つ
と
ぽ
つ
ぽ
つ
ド
イ
ツ
語
が
出

て
き
て
、
そ
の
う
ち
け
ん
か
す
る
く
ら
い
に
な

っ
た
。
け
ん
か
し
た
あ
と
、
直
子
は
「
謝
ろ
う

ね
」
と
言
う
の
だ
が
、
航
希
は
「
僕
だ
け
悪
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
ら
謝
り
た
く
な
い
」
と
言
う
。

直
子
は
「
ド
イ
ツ
人
の
お
母
さ
ん
に
ド
イ
ツ
語

で
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い

つ
も
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
勇
気
を
出
し
て
ド
イ
ツ
語
で
け
ん

か
相
手
の
子
の
母
親
に
事
情
を
話
す
と
、
彼
女

は
ま
ず
し
ゃ
が
ん
で
航
希
の
目
を
見
て
静
か
に

話
し
て
く
れ
た
。

　

先
生
も
園
児
が
け
ん
か
し
た
と
き
、
話
し
合

っ
て
も
納
得
で
き
な
い
と
「
明
日
も
う
一
度
話

そ
う
ね
。
納
得
す
る
ま
で
話
し
た
い
」
と
言
う
。

　
「
先
生
も
親
も
落
ち
着
い
て
ゆ
と
り
を
も
っ

て
ひ
と
り
の
人
と
し
て
子
ど
も
に
接
し
て
い
ま

す
。い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
そ
れ
を
感
じ
ま
し
た
」

Illustrated by 
Reona Nishinaga

　
拓た
く
が
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
に

赴
任
し
た
あ
と
、
春
を
待
っ
て

直な
お
こ子
も
長
男
航こ
う
き希
、
そ
し
て
乳
児

の
長
女
美み

は
る晴
を
連
れ
て
ド
イ
ツ
に

渡
っ
た
。

　
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
直
子

だ
が
、
や
が
て
航
希
の
幼
稚
園
生

活
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

気
づ
く
。

　「
個
」
を
尊
重
す
る
ド
イ
ツ
の

子
育
て
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
だ

ろ
う
。

前
編

子
ど
も
の
人
格
を
大
切
に
す
る
教
育
を

取材・文　髙田 和子
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園
の
靴
箱
の
上
に
は
た

び
た
び
子
ど
も
た
ち
の
作

品
が
並
ぶ
。
あ
る
と
き
、

航
希
の
作
品
が
な
か
っ
た
。

先
生
は
「
航
希
は
レ
ゴ
を

や
っ
て
い
た
か
ら
声
を
か

け
な
か
っ
た
」
の
だ
と
言

う
。

　
「
子
ど
も
が
何
か
に
集

中
し
て
い
る
と
き
は
満
足

す
る
ま
で
や
ら
せ
、
そ
の

気
に
な
っ
た
ら
作
品
に
取

り
組
ま
せ
る
そ
う
で
す
」

　

そ
れ
か
ら
作
品
は
ぽ
つ

ぽ
つ
増
え
て
い
き
最
終
的

に
全
員
の
も
の
が
そ
ろ
っ

た
。
直
子
は
自
分
の
幼
稚

園
時
代
は
何
か
を
つ
く
る
と
き
は
皆
い
っ
せ
い

だ
っ
た
の
で
驚
く
と
共
に
「
こ
れ
が
『
個
』
を

尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
か
」
と
納
得
し
た
。

　

拓
は
先
生
の
「
個
」
に
つ
い
て
も
感
じ
た
と

言
う
。

　
「
先
生
が
遠
足
の
と
き
に
き
れ
い
な
ス
カ
ー

ト
を
は
い
て
い
た
の
に
驚
き
ま
し
た
。
大
人
自

身
も
子
ど
も
の
世
界
に
引
っ
張
ら
れ
す
ぎ
る
こ

と
な
く
、
自
分
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
ね
」

　

美
晴
は
毎
日
直
子
と
い
っ
し
ょ
に
幼
稚
園
へ

行
っ
て
い
た
の
で
、
や
が
て
ご
く
自
然
の
な
り

ゆ
き
で
同
じ
幼
稚
園
に
入
園
し
た
。

　
「
最
初
は
不
安
そ
う
で
、
友
達
の
お
誕
生
日

会
に
呼
ば
れ
て
も
私
が
い
っ
し
ょ
に
い
な
い
と

泣
き
出
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
も
す
ぐ
に
な
く
な
り
、
ド
イ
ツ
語
を
少
し
話

し
な
が
ら
現
地
の
お
友
達
と
よ
く
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
、
よ
く
『
航

希
が
い
れ
ば
大
丈
夫
！
』と
言
っ
て
い
ま
し
た
」

出
会
い
の
輪
を
広
げ
る

　

あ
る
日
、
持
ち
寄
り
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
る
の

で
料
理
を
持
っ
て
家
族
で
幼
稚
園
に
行
っ
た
。

と
こ
ろ
が
誰
も
い
な
か
っ
た
。
前
日
に
中
止
を

知
ら
せ
る
貼
り
紙
が
し
て
あ
っ
た
が
、
見
え
に

く
い
と
こ
ろ
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
。
誰

も
教
え
て
く
れ
な
か

っ
た
。

　
「
と
て
も
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
そ
の
と

き
気
が
つ
い
た
ん
で

す
。
そ
れ
ま
で
ド
イ

ツ
人
の
お
母
さ
ん
と

は
あ
い
さ
つ
を
し
た

り
聞
か
れ
た
こ
と
に

答
え
た
り
す
る
こ
と

で
精
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
で
も
、
自
分
か

ら
話
し
か
け
な
い
と

輪
が
広
が
っ
て
い
か

な
い
の
で
す
ね
」

　

そ
れ
か
ら
積
極
的

に
話
し
か
け
母
親
た
ち
と
の
輪
を
広
げ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
直
子
も
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
い
こ

と
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

航
希
は
「
お
誕
生
会
は
楽
し
く
、
招
待
状
が

届
く
の
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
ふ
り
返
る
。

　
「
友
達
の
お
母
さ
ん
の
馬
に
乗
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、
サ
ッ
カ
ー

の
ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
に

行
っ
た
り
し
ま
し
た
」

　

航
希
の
誕
生
日
の
と
き
も
ゲ
シ
ェ
ン
ク
・
コ

ー
プ
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
箱
）
を
ト
イ
ザ
ら
ス
な
ど

に
用
意
し
、
自
分
の
欲
し
い
も
の
を
入
れ
る
。

招
待
さ
れ
た
友
達
が
そ
こ
か
ら
選
ん
で
贈
っ
て

く
れ
る
と
い
う
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
「
自
分
が
欲
し
い
お
も

ち
ゃ
を
箱
に
入
れ
ら
れ
る

の
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
航
希
。

　

二
〇
一
四
年
、
サ
ッ
カ

ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

ド
イ
ツ
が
優
勝
し
、
町
中

大
騒
ぎ
だ
っ
た
。
航
希
は

ず
っ
と
試
合
を
見
て
い
て
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
五
歳

の
と
き
に
地
元
の
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
に
入
っ
た
。
そ

し
て
そ
こ
で
も
ド
イ
ツ
人

の
友
達
が
増
え
、
誕
生
日

会
に
呼
ん
だ
り
呼
ば
れ
た

り
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

ノイシュバンシュタイン城で

航
希
７
歳
の
誕
生
日　

ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
の
ス
タ
ジ
ア

ム
ツ
ア
ー
へ　

左
か
ら
２
番
目
（
前
列
）
が
航
希
、
右

端
が
美
晴
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広
が
っ
た
。

　
「
ド
イ
ツ
を

去
る
と
き
、
チ

ー
ム
メ
イ
ト
の

家
に
泊
ま
り
が

け
で
招
待
さ
れ
、

庭
に
セ
ッ
ト
さ

れ
た
テ
ン
ト
で

寝
ま
し
た
」
と

航
希
。

日
本
人
学
校

　

小
学
校
に
上
が
る
と
き
、

航
希
は
現
地
校
に
行
き
た
が

っ
た
。
友
達
に
も
誘
わ
れ
た
。

け
れ
ど
も
拓
と
直
子
は
日
本

人
学
校
に
決
め
た
。
ド
イ
ツ

赴
任
が
あ
と
一
年
と
少
し
で

終
わ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

帰
国
後
す
ぐ
学
校
に
な
じ
め

る
よ
う
配
慮
し
た
の
だ
。

　

日
本
人
学
校
は
人
数
が
少

な
く
、
子
ど
も
た
ち
も
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
互
い
に
よ
く
知
っ
て
い
た
。
直
子
は
バ
ザ
ー

委
員
を
や
り
、
ほ
か
の
学
年
の
母
親
と
も
友
達

に
な
っ
た
。
持
ち
寄
り
で
ラ
ン
チ
を
し
た
り
夕

食
に
招
待
し
合
っ
た
り
。

　
「
日
本
人
の
お
母
さ
ん
と
は
同
じ
目
線
で
子

育
て
が
で
き
ま
し
た
」

　

航
希
は
「
小
学
校
入
学
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
日

本
人
学
校
に
入
っ
た
こ
と
で
、
日
本
語
の
読
み

書
き
の
基
盤
を
つ
く
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
日

本
語
で
わ
か
り
合
え
る
感
覚
は
、
こ
の
時
期
に

得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
日
本

人
学
校
に
行
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
言
う
。

　

ド
イ
ツ
語
の
授
業
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
の
友
達

だ
け
で
は
な
く
先
生
た
ち
か
ら
も
頼
ら
れ
て
い

た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
だ
。

ド
イ
ツ
の
思
い
出

　

い
ま
、
帰
国
し
て
思
い
出
す
の
は
ド
イ
ツ
の

ク
リ
ス
マ
ス
だ
。
市
庁
舎
前
や
地
元
の
マ
ル
ク

ト
で
買
い
物
を
し
た
り
屋
台
で
食
べ
た
り
し
た
。

　

航
希
は
「
そ
こ
で
食
べ
る
カ
リ
ー
ヴ
ル
ス
ト

（
カ
レ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
）
と
ホ
ッ
ト
コ
コ
ア
が

お
い
し
か
っ
た
」
そ
う
だ
。

　
「
キ
ラ
キ
ラ
し
た
飾
り
や
派
手
な
音
楽
は
な

く
素
朴
で
静
か
で
す
。
家
々
の
窓
際
に
は
ひ
っ

そ
り
と
ラ
イ
ト
が
照
ら
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
ク
リ

ス
マ
ス
は
『
美
し
い
』
の
で
す
」
と
直
子
。

　

い
ま
で
も
マ
ル
ク
ト
で
少
し
ず
つ
買
い
集
め

た
木
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
や
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ

を
家
の
中
に
飾
っ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
ど
こ
に
い
て

も
ち
ょ
っ
と
行
く
と
森
が
あ
る
。
家
族
で
よ
く

森
に
行
っ
た
。
ポ
ニ
ー
に
乗
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
し
て
ド
イ
ツ
人
は
散
歩
が
好
き
だ
。
森
の

中
を
た
だ
ひ
た
す
ら
散
歩
す
る
。

　

航
希
は
「
幼
稚
園
の
ク
ラ
ス
ご
と
に
森
や
幼

稚
園
の
周
り
を
散
歩
す
る
こ
と
が
楽
し
か
っ
た

で
す
。
と
に
か
く
よ
く
歩
き
ま
し
た
」
と
言
う
。

　

ド
イ
ツ
人
は
ま
た
楽
し
む
の
が
上
手
だ
。

　

拓
は
「
サ
ッ
カ
ー
で
も
幼
稚
園
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
も『
う
ま
く
で
き
る
』と
い
う
よ
り『
楽

し
む
』
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
い
う
親
の
考

え
方
を
感
じ
ま
し
た
」
と
言
う
。

　

長
期
休
暇
は
ゆ
っ
く
り
休
む
。
家
族
旅
行
は

子
ど
も
た
ち
に
も
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
夜
の
長
い
夏
時
間
も
有
効
に
使
っ
た
。

　
「
夏
時
間
に
な
る
と
庭
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

が
恒
例
で
、
自
宅
だ
け
で
な
く
同
僚
の
家
や
近

所
同
士
で
楽
し
む
時
間
が
あ
り
ま
し
た
」
と
拓
。

　

ド
イ
ツ
人
気
質
に
つ
い
て
拓
は
「
時
間
管
理

の
正
確
さ
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
息
子
の

サ
ッ
カ
ー
練
習
、
試
合
送
迎
も
集
合
時
間
前
に

は
か
な
ら
ず
集
ま
り
ま
す
」

　

直
子
の
ド
イ
ツ
生
活
は
子
育
て
中
心
だ
っ
た
。

自
分
の
感
情
や
意
見
を
し
っ
か
り
出
す
航
希
と
、

あ
ま
り
感
情
を
出
さ
な
い
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
美
晴
。
そ
ん
な

ふ
た
り
を
育
て
な
が
ら
し
み
じ
み
「
子
ど
も
が

い
た
か
ら
ほ
ん
と
う
に
そ
の
国
で
生
活
し
て
い

る
と
い
う
経
験
が
で
き
た
」
と
思
っ
た
と
言
う
。

　

家
族
は
四
年
四
カ
月
の
ド
イ
ツ
生
活
を
終
え
、

イ
ギ
リ
ス
に
移
住
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
舞
台
を

移
し
た
家
族
を
、
ま
た
新
た
な
「
出
会
い
」
が

待
っ
て
い
た
。　　
　
　
（
次
号
、後
編
に
続
く
）

本
欄
で
は
取
材
対
象
家
族
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
52
ペ
ー
ジ
の

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

航
希

美
晴
（
左
端
）

──毎年11月11日の
聖マルティンの亡く
なった日に行われる
ラテルネ行列で──
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名
古
屋
市
の
東
部
、
尾
張
丘
陵
に
登

っ
て
い
く
辺
り
は
、
近
年
発
展
が
目
覚

ま
し
い
人
気
の
住
宅
街
で
あ
る
。
千
種

区
に
は
公
園
が
多
く
、
大
学
や
高
校
、

そ
し
て
大
手
の
予
備
校
・
学
習
塾
が
集

ま
る
文
教
地
区
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
八
七
六
年
、
名
古
屋
市
中
区
に
曹

洞
宗
の
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
愛
知

学
院
は
、
一
九
二
一
年
に
千
種
区
楠
元

町
に
移
転
、
六
七
年
に
中
学
校
・
高
校

が
現
在
の
千
種
区
光
が
丘
に
移
転
し
た
。

名
古
屋
市
内
を
一
望
で
き
る
三
六
〇
度

の
大
パ
ノ
ラ
マ
は
、
そ
れ
自
体
が
教
育

資
材
で
あ
る
。 

　

道
元
禅
師
の
教
え
に
従
い
、「
行
学
一

体
・
報
恩
感
謝
」
が
建
学
の
精
神
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
学
び

の
実
践
と
人
格
の
向
上
心
（
賢
さ
）」
と

「
人
の
た
め
に
尽
く
す
慈
し
み
の
心（
思

い
や
り
の
心
）」
を
持
ち
、
社
会
に
役

立
つ
人
間
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

し
か
も
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
、
大

学
ま
で
の
「
十
年
間
一
貫
教
育
」
に
よ

り
、
同
級
生
が
競
争
す
る
の
で
は
な
く
、

互
い
に
尊
重
し
合
い
磨
き
合
い
な
が
ら

共
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
育
っ

て
い
く
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
国
公
立
大
学
に
進
学
し
て
い

く
卒
業
生
も
多
い
。

い
ろ
い
ろ
な
価
値
を

認
め
合
え
る
こ
と

　

広
報
担
当
の
中
村
嘉
秀
先
生
は
こ
の

学
校
の
卒
業
生
で
禅
僧
、
そ
し
て
宗
教

科
の
先
生
で
あ
る
。
七
年
前
か
ら
帰
国

生
の
た
め
の
入
試
や
編
・
転
入
試
験
を

始
め
た
理
由
を
聞
い
て
み
た
。

　
「
そ
の
少
し
前
か
ら
帰
国
生
の
入
学

が
あ
り
ま
し
た
。
国
内
育
ち
の
生
徒
と

違
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
、

多
様
な
も
の
の
見
方
が
で
き
る
の
で
、

私
た
ち
の
視
野
も
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

社
会
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
現
在
、

未
知
の
課
題
に
対
し
、
多
様
な
人
々
と

協
力
し
な
が
ら
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ

り
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
た
り
で

き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
我

が
校
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
を
認

め
合
う
伝
統
が
あ
り
ま
す
の
で
、
帰
国

生
も
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い

っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

帰
国
生
は
生
徒
全
体
か
ら
す
れ
ば
少

数
で
す
か
ら
、
日
本
語
や
漢
字
、
数
学
、

あ
る
い
は
日
本
文
化
と
い
っ
た
苦
手
な

部
分
が
あ
れ
ば
、
個
別
に
指
導
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
交
換

留
学
で
来
日
し
た
生
徒
も
同
じ
で
す
。

帰
国
生
に
は
、
日
本
語
が
ま
っ
た
く
で

き
な
い
と
い
う
生
徒
は
い
ま
せ
ん
の
で
、

周
り
の
生
徒
の
助
力
も
あ
っ
て
溶
け
込

む
の
も
早
い
で
す
」

　

部
活
動
も
盛
ん
だ
。
高
校
生
の
七
～

八
割
が
参
加
し
て
い
る
と
い
う
。
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
、
水
泳
部
、
あ
る
い
は
放

送
部
な
ど
全
国
大
会
で
活
躍
す
る
部
だ

け
で
な
く
、
宗
教
部
な
ど
あ
ま
り
見
か

け
な
い
も
の
も
あ
り
多
種
多
様
だ
。

　
「
毎
日
活
動
す
る
部
も
あ
れ
ば
、
週

一
日
だ
け
と
い
う
部
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
ほ
か
に
土
曜
講
座
で
部
活
動

に
は
な
い
趣
味
・
教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
等

の
活
動
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
」と
中
村
先
生
。

　

こ
こ
一
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
土
曜

講
座
を
思
う
よ
う
に
開
設
で
き
て
い
な

い
よ
う
だ
が
、“
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
す
る
教
育
の
場
”
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

や
気
迫 

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

学校会員ファイル

共学

海外子女教育振興財団では、帰国子女・海外子女を受け入れている学校にも「学校会
員」として維持会員に加わっていただいており、この欄で毎回一校ずつ紹介しています。

校舎

文化祭のために生徒たちがつくり上げたジェットコースター

229

愛
知
中
学
・
高
等
学
校
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仏
教
精
神
が
身
近
に
あ
る

　

高
校
生
徒
会
の
役
員
を
し
て
い
る
と

い
う
ふ
た
り
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
き
た
。

　

一
年
生
の
Ａ
さ
ん
は
、
こ
の
学
校
を

選
ん
だ
理
由
を
、「
他
の
学
校
と
違
っ

て
、
仏
教
を
学
べ
る
ん
で
す
よ
。
祖
母

と
話
を
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
仏
教
の

話
に
な
る
の
で
、
も
っ
と
勉
強
し
た
か

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
と
、
説
明
会
に
来

た
の
が
運
命
の
出
会
い
で
…
…
先
輩
た

ち
が
優
し
く
親
身
に
な
っ
て
お
世
話
し

て
く
れ
ま
し
た
か
ら
」と
言
う
。

　

二
年
生
の
Ｂ
さ
ん
は
、
友
達
が
愛
知

中
学
校
に
入
学
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　
「
先
生
と
生
徒
の
仲
が
す
ご
く
い
い

と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
ん
と
う

に
そ
う
で
す
。
文
化
祭
に
来
た
と
き
、

す
ご
く
活
気
が
あ
っ
て
、
先
輩
か
ら
い

ろ
い
ろ
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
し
、
雰

囲
気
が
い
い
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
」
と

言
う
。

　

仏
教
や
禅
宗
と
い
う
と
、
海
外
に
住

ん
で
い
る
と
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
の

で
敬
遠
す
る
人
も
い
る
の
で
は
と
言
う

と
、「
日
本
の
文
化
の
重
要
な
要
素
で

す
か
ら
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
勉
強
に
な

り
ま
す
」と
Ｂ
さ
ん
。
部
活
の
一
つ「
茶

華
道
部
」
の
例
を
引
き
な
が
ら
、
仏
教

と
の
つ
な
が
り
を
話
し
て
く
れ
た
。

　

Ａ
さ
ん
も
横
か
ら
「
座
禅
も
で
き
る

ん
で
す
よ
」
と
言
う
。
入
学
直
後
に
は
、

福
井
県
の
永
平
寺
で
の
修
行
も
あ
る
そ

う
だ
。「
警

き
ょ
う

策さ
く

」
と
い
う
細
い
板
で
肩
な

ど
を
バ
シ
ッ
と
叩た

た

か
れ
る
風
景
が
目
に

浮
か
ぶ
が
、
そ
れ
は
希
望
者
だ
け
と
の

こ
と
。

　

文
化
祭
は
例
年
、
多
く
の
他
校
生
が

来
場
し
、
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
と
評
判

に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
校
内
に
ジ
ェ

ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く
る
な
ど
、
皆

で
「
す
ご
い
も
の
を
つ
く
り
上
げ
る
」

を
合
い
こ
と
ば
に
が
ん
ば
る
し
、
そ
れ

が
誇
り
に
も
な
っ
て
い
る
と
ふ
た
り
は

話
す
。

バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
あ
る
人
材
を

　

中
村
先
生
が
「
い
ろ
い
ろ
な
縁
を
つ

な
い
で
い
き
た
い
」「
偏
ら
な
い
こ
と

が
大
切
」
と
話
す
意
味
が
、
記
者
も
少

し
ず
つ
わ
か
っ
て
く
る
。

　
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
基
本
的
に
国

立
大
学
を
目
指
し
て
五
教
科
を
中
心
に

勉
強
す
る
体
制
で
す
。
医
歯
薬
コ
ー
ス

は
一
部
特
化
し
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

基
本
は
同
じ
。
温
か
い
土
壌
で
、
バ
ラ

ン
ス
感
覚
の
あ
る
人
材
を
育
て
た
い
の

で
す
」

　

受
験
勉
強
や
活
発
な
部
活
動
は
、
と

も
す
る
と
“
徳
育
”
が
お
ろ
そ
か
に
な

り
や
す
い
こ
と
を
戒
め
て
い
る
の
だ
。

そ
し
て
生
徒
と
教
師
の
距
離
が
近
い
伝

統
も
、
い
ろ
い
ろ
な
仲
間
に
出
会
え
る

場
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
「
卒
業
し
て
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る

学
校
で
す
よ
ね
。『
生
涯
続
く
仲
間
に

出
会
っ
た
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
し
、

私
自
身
も
そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。
卒
業

し
て
か
ら
、
じ
わ
じ
わ
と（
笑
）」

　

最
近
、「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
（
瞑め

い

想そ
う

）」
と
い
う
こ
と
ば
を
耳
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
禅
の
精
神
を
ベ
ー
ス
に

し
た
瞑
想
法
で
、
免
疫
力
を
増
し
て
病

気
に
か
か
り
に
く
く
な
る
な
ど
医
療
の

世
界
に
も
普
及
し
て
い
る
。

　

生
徒
の
学
習
に
関
係
す
る
面
だ
け
で

も
、
集
中
力
が
増
す
、
頭
の
回
転
が
よ

く
な
る
な
ど
と
さ
れ
る
。
曹
洞
宗
の
学

園
は
、
ヒ
ト
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
潜

在
力
を
引
き
出
す
知
恵
に
あ
ふ
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
取
材
・
文
＝
小
山 

和
智
）
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URL	：	 https://www.aichi-h.ed.jp
交通	：	名古屋市営地下鉄名城線「自由ヶ丘」駅より徒歩15分。
	 	 市バス「光ヶ丘」下車、徒歩3分。市バス・名鉄バ
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帰国生数：中＝7人　高＝4人
教員数	：	専任114人（うち外国人1人）
　　　　非常勤51人（うち外国人3人）
帰国生入試の出願資格：
　�海外就学期間が継続して2年以上あり、帰国が日本の中
学1～３年の間であること。かつ、専願であること。中学・
高校とも編・転入については随時相談受けつけ。

茶華道部の活動

インタビューに答えてくれた生徒たち

https://www.aichi-h.ed.jp
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な
ぜ
「
未
来
世
代
」
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
興
味
を
？

　

現
代
は
答
の
な
い
時
代
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
分
ひ
と
り
で
答
を
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
本
や
ネ
ッ
ト
に
正

解
が
書
い
て
あ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
結
局
は
、
違
う
意
見
を
持
つ
人
と

議
論
し
な
が
ら
、
自
分
な
り
の
考
え
を

つ
く
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
答
の
な
い
問
を
議
論
す
る

こ
と
に
、
日
本
人
は
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。

学
校
で
は
、
素
早
く
正
解
を
導
き
出
す

力
が
評
価
さ
れ
が
ち
で
す
。
議
論
の
た

め
に
は
前
提
と
な
る
知
識
が
必
要
で
す

か
ら
、
そ
の
た
め
の
教
育
を
否
定
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
す
る

初
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
、

日
本
人
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

背
負
っ
て
未
来
を
生
き
て
い
く
の
で
す

か
ら
。

　

僕
の
子
ど
も
時
代
は
ま
だ
日
本
が
貧

し
く
、
親
は
自
分
の
生
活
で
精
い
っ
ぱ

い
で
、
子
ど
も
は
自
然
の
な
か
で
い
ろ

ん
な
環
境
の
子
と
勝
手
に
遊
び
、
も
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
の
日
本
は
、
そ

の
こ
ろ
に
比
べ
る
と
子
ど
も
た
ち
の
数

も
ず
い
ぶ
ん
と
少
な
く
な
り
環
境
も
均

質
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

海
外
に
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
、
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
文

化
や
考
え
方
と
違
う
環
境
に
い
る
。
そ

の
多
様
な
環
境
に
い
る
子
ど
も
た
ち
が

講
演
に
刺
激
さ
れ
、
共
通
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
語
り
合
い
、
お
互
い
の
違
い
を

知
り
、
自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
く
。

そ
ん
な
機
会
を
提
供
し
た
い
の
で
す
。

開
催
を
待
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

に
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

D
avos N

ext

は
初
め
て
の
試
み
で
、

こ
れ
も
「
正
解
が
な
い
」
こ
と
。
だ
か

ら
参
加
者
か
ら
の
積
極
的
な
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
欲
し
い
の
で
す
。
そ
う
し
て

来
年
度
以
降
も
続
い
て
い
くD

avos 
N
ext

を
、
み
ん
な
で
価
値
あ
る
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

に
バ
ラ
ン
ス
な
ん
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
日
本
の
発
信
力
が
弱
ま

っ
て
い
る
こ
と
へ
の
危
機
感
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
代
は
日
本
経
済
が
世
界

で
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

ど
ん
ど
ん
日
本
の
存
在
感
が
小
さ
く
な

っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
考
え
方
、
日

本
と
し
て
の
意
見
を
論
理
的
に
冷
静
に

堂
々
と
世
界
で
発
言
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
持
っ
て
自
分
た
ち
の
考
え
を
発

信
し
て
い
け
る
人
材
を
育
て
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
考
え
を
発
信
す
る
力
や
違
う

考
え
の
人
と
議
論
す
る
力
は
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
繰
り
返
し
実
践
し
て
い
か
な

い
と
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
大
学
生
や
社

会
人
で
は
遅
す
ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
ら
ば
さ
ら
に
若
い
世
代
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
綿
引
理
事
長
と

話
す
う
ち
に
、D

avos N
ext

の
構
想

が
で
き
ま
し
た
。「
将
来
ダ
ボ
ス
会
議

に
出
席
し
自
分
の
考
え
や
日
本
の
主
張

を
発
言
し
て
く
れ
る
人
材
が
出
て
く
れ

ば
う
れ
し
い
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
世
界
中
の
日
本
人
の
子

ど
も
た
ち
で
す
ね
。

　

日
本
人
学
校
や
補
習
授
業
校
の
児
童

生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
の
日
本

人
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
い
と
、
最

Davos Next 2022に向けて　　に向けて　　

　D
avos N

ext

に
か
か
わ
る
人
々

の
声
を
届
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
第

二
弾
で
は
、D

avos N
ext

を
綿
引

理
事
長
と
共
に
牽け

ん
引い
ん
し
て
い
る
辻
村

清
行
さ
ん
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
寄
せ
る
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　
穏
や
か
な
表
情
か
ら
発
せ
ら
れ
る

率
直
な
こ
と
ば
に
は
、
現
代
日
本
に

対
す
る
強
い
危
機
感
が
に
じ
み
出
て

い
ま
し
た
。

（
只
木
良
枝
）

3

第3回
JOES Davos Nextを語る

東京大学大学院情報学環客員教授

辻村清行さん



❶ 千
ち ば

葉県
けんみん

民が大
だい

好
す

きな「マックスコーヒー」、何
なに

にコーヒーを入れた飲
の

み物
もの

でしょう？

　 ●Ａ 紅
こうちゃ

茶　　  ●Ｂ 豆
とうにゅう

乳　　  ●Ｃ 練
れんにゅう

乳　　  ●D オレンジジュース　　　 
❷ 千

ち ば け ん

葉県民
みん

が、じゃんけんをするときのかけ声
ごえ

は？

　 ●Ａ じゃんけんぽん！　  ●Ｂ ちっけった！　  ●Ｃ うんじゃんしょ！　  ●D どっこらしょ！

　関
かんとう

東地
ち ほ う

方にあり、海
かいばつ

抜五
ご ひ ゃ く

〇〇メートル以
いじょう

上の山
さ ん ち

地
がない日

に ほ ん

本で唯
ゆいいつ

一の都
と ど う ふ け ん

道府県。太
たいへいようがわ

平洋側気
き こ う

候に属
ぞく

し、
年
ねんかん

間を通
とお

して温
おんだん

暖で、ネギや梨
なし

などの農
のうさくもつ

作物や、
全
ぜんこく

国有
ゆうすう

数の漁
ぎょこう

港として知
し

られる銚
ちょう

子
し

漁
ぎょこう

港などで揚
あ

が
るイワシやサバが有

ゆうめい

名です。県
けんちょう

鳥は「ホオジロ」、
県
け ん か

花は「菜
な

の花
はな

」、県
けんちょうしょざいち

庁所在地は千
ち ば

葉市
し

。

なんで、「千
ち ば

葉」っていうの？

　「茅
ちがや

」が茂
しげ

る土
と ち

地で「茅
ち ぶ

生」と呼
よ

ばれ、「ちば」
になったとする説

せつ

や、葉
は

が多
おお

く重
かさ

なる意
い み

味で
「千

ち ば

葉」になったとする説
せつ

、さらに潰
つぶ

れるという
意
い み

味の「つばゆ」に由
ゆ ら い

来し、侵
しんしょく

食しやすい、も
しくは侵

しんしょく

食の激
はげ

しい土
と ち

地に見
み

られる地
ち め い

名「ちば」
からきているなど、諸

しょせつ

説あります。

さて、千
ち ば け ん

葉県の形
かたち

は何
なに

に見
み

えるかな？

　房
ぼうそう

総半
はんとう

島の沿
えんがんぶ

岸部に伝
つた

わる郷
きょうど

土料
りょうり

理で、漁
りょうし

師が船
ふね

の上
うえ

で釣
つ

りたての

アジやイワシなどの青
あおざかな

魚を、粘
ねば

りが出
で

るまで叩
たた

いて味
み そ

噌や薬
やくみ

味で味
あじ

つ

けしたのが始
はじ

まり。「なめろう」という名
なまえ

前の由
ゆらい

来は、「おいしすぎて

お皿まで舐
な

めてしまうから」とか、「舌
したざわ

触りがなめらかだから」とか。

薬
やく

味
み

のショウガやシソの香
かお

りが食
しょくよく

欲をそそります。醤
しょうゆ

油ではなく味
み そ

噌

を使
つか

うのは、揺
ゆ

れる海
うみ

の上
うえ

で料
りょうり

理しやすかったためだそうです。

＊クイズの答
こたえ

は奥
おくづけ

付（P. 52）をご覧
らん

ください。

モモンガ？

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県
埼玉県

群馬県

東京都
神奈川県

山梨県

長野県
富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県 静岡県

和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

島根県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県 熊本県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県

千葉県

埼玉県

群馬県

東京都
神奈川県

山梨県

長野県
富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県 静岡県

和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

島根県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県 熊本県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県

　　  と 　   　   どう     ふ　　　　   けん1都1道2府43県
～ め・ぐ・り ～

ち ば け ん

千葉県

ク イ ズ

千
ち ば

葉の名
め い ぶ つ

物料
り ょ う り

理
を紹

しょう

介
か い

するよ～ なめろう ご飯
はん

やお酒
さけ

のお供
とも

に。お茶
ちゃづ

漬けに
しても、焼

や

いても、おいしいよ～。

あいうえお順
じゅん

で紹
しょうかい

介していきます。

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。月刊　海外子女教育 2022.429
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検索

愛 のある指導
文教学院のネット塾
ライフスタイルに合わせて
世界中どこにいても、あなたの生活時間に
合わせて授業スケジュールを組めます。

安心・気軽
家庭教師のように家族が気を使わなくても大丈夫！
塾のような、行き帰りの心配もいりません！

Face to Face
顔をみながら紙とペンで授業を進めるので、
大事なところが記憶に残ります。

生徒さんは自分の
ノートに書き込みます 生徒さんのノート 講師のノート

海外日本人学校・日本語補習校宿題コース好評開講中！

なんとこちらは、兄弟姉妹は授業料無料

兄弟
姉妹は

入
会
金無料！

小・中・高対応 考える力と勉強する姿勢 愛のある塾
文教学院 塾東京都世田谷区3-12-11

03-5799-6031
文教学院ウェブサイト ▶ http://www.jyuku.info/
お問い合わせ先 ▶ info@jyuku.info
Facebook ▶ https://www.facebook.com/setagaya.bunkyo.gakuin文教学院

我が子のように
向き合い続けて
祝 開校 40 年

http://jyuku.info/


●様々な放課後クラブ活動
●専門家による専科学習（書写、音楽、図工）
●ドアツードアのスクールバス送迎
　マンハッタンへは3便、ＮＪ地区は5便運行　
　マンハッタンミッドタウンから車で20分
●付属語学教育施設での
　選択制土曜日 英語・日本語クラス設置

米国非営利学校法人
創 立 1 9 7 9 年  ニューヨーク育英学園
J a p a n e s e  C h i l d r e n ' s  S o c i e t y

幼小一貫全日制教育

日英バイリンガル教育
〈NY育英 Cross Method〉

★毎日1時間の英語＋金曜日1日英語
★１週間の1/3が英語学習
★充実の7段階習熟度別の英語クラス編成
★ネイティブレベルは現地校の
　ランゲージアートの教科書を使用

●日本の文部科学省のカリキュラム準拠＋現地校英語

関連施設
・現地校在籍者のための補習授業校部門
　（NJ州・マンハッタン・NY州Long Islandに設置）
・サマーデイキャンプ・スキーキャンプ・各種検定海外会場

ニューヨークでバイリンガル教育

マンハッタンキャンパス
フレンズアカデミー 全日制たんぽぽ幼稚園
310 West 103rd St., New York, NY 10025  Phone: (212)935-8535

ニュージャージー
キ ャ ン パ ス 全日制/幼児部・小学部
8 West Bayview Ave., Englewood Cliffs, NY 07632  Phone: (201)947-4832

www.JapaneseSchool.org

info@nyikuei.org
お問い合せ

次 代 を 創 る 人 材 に―

攻玉社 検索

攻玉社中学校 併設/高等学校
〒141-0031 東京都品川区西五反田5-14-2　
東急目黒線不動前駅より徒歩2分　
TEL .03（3493）0331（代）　https ://kogyokusha .ed . jp

国際学級
募集人員　男子40名
（国語・算数 20名/英語 20名)
※詳細はHPをご覧ください

159
Since 1863

創立159年

その先の「学び」へ

https://kogyokusha.ed.jp/
https://japaneseschool.org/


採用率2％！
質の高いベテランの
ネイティブ教員陣。

全日制高校の３～４倍！
週最大20コマの
実践的英語授業！

海外大学との連携授業、
キャリア体験、
国際交流の機会も！

英語以外の多彩な
コース別授業も開講
※キャンパスにより設置コースは異なります

お問合わせ
資料請求 クラーク高校

クラークなら英語を強みに才能が開花する
クラークの国際系コース・専攻なら圧倒的な英語授業数とディスカッション中心の実践的な授業、

そしてレベル別クラス編成という最高の環境で、更に英語力を伸ばせます。

大学
進学先

〈2021年3月卒業生 大学進学実績〉 
北海道大学、東京工業大学、筑波大学、大阪教育大学、岩手大学、島根大学、北海道教育大学、滋賀大学、札幌市立大学、公立千歳科学技術大学、都留文科大学、神戸市外
国語大学、高知工科大学、札幌医科大学、長野県立大学、国際大学IPUニュージーランド、カレル大学、国立マサリク大学、国立ペーチ大学、国立セゲド大学、国立センメ
ルワイス大学、国立デブレツェン大学、早稲田大学、慶應義塾大学、上智大学、東京理科大学、国際基督教大学、学習院大学、明治大学、青山学院大学、立教大学、中央大
学、法政大学、南山大学、関西大学、関西学院大学、同志社大学、立命館大学、日本大学、東洋大学、駒澤大学、専修大学、京都産業大学、近畿大学、龍谷大学 その他多数

https://www.clark.ed.jp/?argument=fGSFtzRS&dmai=a6188f2aa89c8c&gclid=CjwKCAiA6seQBhAfEiwAvPqu1xOKwjg3SOUCHi0rxcqWCaP0sfWxrxD9GcPcL8O18iuRFboQ1zT8IBoCN-sQAvD_BwE
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ソ
ウ
ル
の
生
活

　
本
校
は
ソ
ウ
ル
の
中
心
街
か
ら
少
し

西
に
行
っ
た
上
岩
洞
地
区
、
最
先
端
の

街
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
「
デ
ジ
タ

ル
メ
デ
ィ
ア
シ
テ
ィ
ー
」
に
位
置
す
る
。

街
に
は
コ
ン
ビ
ニ
や
カ
フ
ェ
な
ど
も
た

く
さ
ん
あ
っ
て
と
て
も
住
み
や
す
く
、

外
国
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
く
ら
い
日

本
に
近
い
と
感
じ
ら
れ
る
環
境
で
あ
る
。

そ
し
て
、
韓
国
の
人
々
の
多
く
は
「
親

日
」
で
あ
り
、
と
て
も
優
し
く
接
し
て

く
れ
る
。

　
日
本
と
同
様
の
四
季
が
あ
り
、
春
に

は
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
桜
を
見

な
が
ら
公
園
で
過
ご
し
て
い
る
家
族
も

多
く
見
か
け
る
。
し
か
し
冬
は
長
く
寒

さ
が
厳
し
い
。
氷
点
下
十
度
を
下
回
る

こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　
こ
ち
ら
の
現
地
校
で
は
集
団
登
校

は
行
わ
ず
、
子
ど
も
た
ち
は
各
自

三
々
五
々
登
校
し
て
い
る
。
な
か
に

は
カ
バ
ン
を
背
負
い
、
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
や
自
転
車
に
乗
っ
て
登
校
す
る
姿

も
見
ら
れ
る
。

本
校
の
様
子

　
本
校
は
二
〇
二
二
年
に
開
校
五
十

一
年
目
を
迎
え
、
秋
に
は
五
十
周
年

の
記
念
式
典
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

一
〇
年
に
移
転
し
た
校
舎
は
、
流
線
型
の
美
し
い

近
代
的
な
つ
く
り
で
、
地
上
五
階
建
て
、「
世
界

一
大
き
な
日
本
人
学
校
」
と
自
負
し
て
い
る
。
校

小学部２年　生活科　１年生にダンスを教える

校舎の全景

小学部１年　生活科　幼稚部との砂遊び

デジタルメディアシティー
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大韓民国

ソウル

Japanese School in Seoul （서울 일본인 학교）
URL  http://www.sjs.or.kr
児童生徒数　幼＝50人　小＝194人　中＝54人

ソウル
海外校シリーズ

●大韓民国●

ソウル日本人学校 

http://www.sjs.or.kr
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内
設
備
に
は
、
大
体
育
館
、
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
、

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、
屋
上
庭
園
な
ど
が
あ
る
。
室
内

プ
ー
ル
は
二
十
五
㍍
六
コ
ー
ス
、
幼
稚
部
か
ら
中

学
部
ま
で
が
使
え
る
よ
う
に
床
は
可
動
式
と
な
っ

て
い
る
。
夏
季
に
は
、
そ
の
き
れ
い
な
プ
ー
ル
で

活
動
す
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
の
一
つ

で
あ
る
。

　
天
気
の
よ
い
日
に
は
遠
く
ソ
ウ
ル
を
囲
む
山
並

み
が
見
え
、
静
か
な
住
宅
街
や
オ
フ
ィ
ス
が
集
ま

る
生
活
環
境
、
設
備
の
整
っ
た
学
習
環
境
の
な
か

で
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
る
。

　
本
校
の
特
徴
的
な
教
育
活
動
に
、
幼
稚
部
・
小

学
部
・
中
学
部
が
共
に
学
ぶ
環
境
を
生
か
し
た
縦

割
り
活
動
や
、
韓
国
人
講
師
に
よ
る
韓
国
語
、
専

門
講
師
に
よ
る
英
会
話
が
あ
る
。
韓
国
語
と
英
会

話
の
授
業
は
週
に
一
時
間
、
幼
稚
部
か
ら
中
学
部

ま
で
す
べ
て
で
行
っ
て
い
る
。
韓
国
語
の
授
業
で

は
、
読
み
書
き
や
会
話
だ
け
で
な
く
、
文
化
理
解

の
た
め
に
韓
国
の
歌
や
遊
び
、
食
体
験
、
韓
服
体

験
な
ど
も
と
り
入
れ
て
い
る
。

　
幼
稚
部
か
ら
中
学
部
ま
で
年
二
回
、
現
地
校
と

の
交
流
会
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
日
本
と
韓
国
の

文
化
に
触
れ
る
た
め
、
お
互
い
の
国
の
伝
統
的
な

遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
が
は
か
ら
れ
る
。

教
え
合
い
、
楽
し
み
合
う
な
か
で
、
韓
国
語
に
堪

能
な
子
も
苦
手
な
子
も
こ
と
ば
の
壁
を
越
え
た
文

化
理
解
が
で
き
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
韓
国
内
の
防
疫
規
制
に
よ

り
、
活
動
に
参
加
す
る
人
数
が
制
限
さ
れ
た
り
校

外
活
動
が
禁
止
さ
れ
た
り
し
て
、
異
学
年
や
現
地

校
と
の
交
流
活
動
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
二

一
年
度
は
、
全
面
登
校
の
期
間
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
期
間
が
あ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
ひ
と

り
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
パ
ソ
コ
ン
、
大
型
テ
レ

ビ
な
ど
充
実
し
た
Ｉ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
実
施
し

た
。
二
一
年
十
二
月
現
在
は
、
全
面
登
校
、
異
学

年
交
流
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
各
学
年
は

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
、
工
場
や
博

物
館
の
見
学
、
キ
ム
チ
づ
く
り
な
ど
の

体
験
学
習
、
日
本
国
内
の
学
校
や
他
の

日
本
人
学
校
と
の
交
流
を
行
っ
た
。
運

動
会
や
学
習
発
表
会
は
工
夫
し
な
が
ら

行
い
、
保
護
者
に
は
そ
の
様
子
を
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
で
伝
え
た
。

　
ま
だ
ま
だ
課
題
の
多
い
コ
ロ
ナ
禍
で

の
教
育
活
動
で
あ
る
が
、
工
夫
と
協
力

で
よ
り
よ
い
充
実
し
た
も
の
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

（
二
〇
二
一
年
十
二
月
現
在
）

小
学
部
５
年　

総
合
的
な
学
習
の
時
間

キ
ム
チ
づ
く
り
体
験

子 ど も た ち か ら

中学部３年　体育科

小学部３年　社会科　オンラインで工場見学

中
学
部
２
年　

総
合
的
な
学
習
の
時
間

幼
稚
部
年
長　

イ
モ
ほ
り
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文
化
も
ス
ポ
ー
ツ
も
豊
か
な
街
、

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
北
東
部
、
五
大
湖
の
一
つ

エ
リ
ー
湖
南
岸
に
位
置
す
る
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
は
、

人
口
約
四
十
万
人
を
擁
す
る
オ
ハ
イ
オ
州
第
二
の

都
市
で
あ
り
、
二
〇
〇
万
人
を
数
え
る
都
市
圏
を

形
成
し
て
い
る
。
北
海
道
函
館
市
と
ほ
ぼ
同
緯
度

で
あ
る
こ
と
と
北
か
ら
の
寒
気
が
エ
リ
ー
湖
で
湿

気
を
増
す
こ
と
か
ら
、
冬
は
降
雪
量
も
多
く
厳
し

い
寒
さ
と
な
る
が
、
夏
は
爽
や
か
で
過
ご
し
や
す

い
気
候
と
な
る
。

　
こ
の
街
の
特
徴
と
し
て
、
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の

両
面
で
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
音
楽
で
は
世
界
的
に
有
名
な
ク
リ
ー
ブ
ラ

ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
の
殿

堂
博
物
館
ま
で
、
ま
た
芸
術
や
科
学
で
は
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
や
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
、
Ｎ
Ｆ
Ｌ
、
Ｎ

Ｂ
Ａ
の
各
リ
ー
グ
に
こ
の
街
を
本
拠
地
と
す
る
チ

ー
ム
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
も
各
方
面
で
関
心

を
抱
く
機
会
を
た
く
さ
ん
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

街
で
あ
る
。

本
校
の
教
育
目
標
と
現
状

　
本
校
は
在
住
す
る
日
本
人
の
有
志
に
よ
っ
て
一

九
七
六
年
に
開
校
し
、
二
〇
二
一
年
に
創
立
四
十

五
周
年
を
迎
え
た
。

　
現
在
は
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
、
国
際
部
を
含
め

約
一
〇
〇
人
が
通
っ
て
い
る
。
在
住
す
る
日
本
人

の
子
ど
も
は
、
平
日
は
現
地
校
、
土
曜
日
は
補
習

校
に
通
う
と
い
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

エ
リ
ー
湖
岸
に
あ
る
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
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クリーブランド

★

借用校舎外観（Laurel School）

エリー湖から望むダウンタウンの夜景

１年半ぶりの対面授業再開（2021年10月）

クリーブランド日本語補習校
Japanese Language School of Cleveland (JLSC)
URL   https://sites.google.com/a/jlscweb.com/jlsc/
児童生徒数　幼＝　17人　小＝48人　中＝9人　高＝3人　国際＝17人

クリーブ
海外校シリーズ

●オハイオ州●

補習授業校
クリーブランド

https://sites.google.com/a/jlscweb.com/jlsc/
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
二
〇
年
三
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
リ
モ

ー
ト
授
業
と
な
っ
た
が
、
二
一
年
十
月
、
約
一
年

半
ぶ
り
に
対
面
形
式
の
授
業
を
再
開
し
た
。
感
染

拡
大
に
気
を
配
り
な
が
ら
も
久
し
ぶ
り
に
子
ど
も

た
ち
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者
一
同
感
慨
深
い
も
の

が
あ
っ
た
。

　
本
校
は
帰
国
後
の
学
校
生
活
に
順
応
で
き
る
素

地
を
養
う
こ
と
を
教
育
の
目
的
に
掲
げ
て
い
る
。

学
年
に
応
じ
た
日
本
語
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

の
み
な
ら
ず
、
自
主
的
に
課
題
に
取
り
組
み
、
問

題
を
解
決
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
や
、
責
任
と
協

調
を
重
ん
じ
、
心
情
豊
か
な
人
間
形
成
を
は
か
る

こ
と
も
教
育
目
標
と
し
て
、
毎
週
土
曜
日
に
六
時

限
、
年
間
四
十
二
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
な

か
で
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
授
業
を
は
じ
め
校
内
で
の
言
語
は
す
べ
て
日
本

語
を
用
い
る
た
め
、
本
校
は
家
族
以
外
と
日
本
語

を
話
す
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
先
生
た
ち
を
は
じ
め

す
べ
て
の
関
係
者
が
毎

週
土
曜
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始

ま
っ
た
際
も
、
先
生
た

ち
は
授
業
の
継
続
方
法

に
戸
惑
う
こ
と
な
く
、

ス
ム
ー
ズ
に
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
の
活
用
に
切
り

か
え
た
。
子
ど
も
た
ち
に
学
習
の
遅
れ
が
出
な
い

よ
う
に
、
各
種
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
課
題
の
や
り

取
り
や
リ
モ
ー
ト
授
業
を
実
施
し
、
約
一
年
半
続

い
た
困
難
な
状
況
に
対
し
て
教
育
を
止
め
る
こ
と

な
く
一
丸
と
な
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
間
は
先
生
同
士
で
さ
え
も
直
接
会
っ
て
話
し

合
う
こ
と
が
で
き
ず
意
思
疎
通
に
苦
し
ん
だ
が
、

厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
誰
か
が
音
頭
を

取
る
わ
け
で
も
な
く
自
然
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
強

化
さ
れ
、
全
員
で
情
報
の
共
有
に
努
め
て
い
く
雰

囲
気
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　
課
外
活
動
と
し
て
は
、
運
動
会
、
学
習
発
表
会
、

フ
ァ
ン
フ
ェ
ア（
日
本
の
文
化
、
風
習
に
親
し
む

取
り
組
み
）な
ど
、
文
武
両
面
で
生
徒
の
み
な
ら

ず
大
人
も
楽
し
め
る
行
事
を
催
し
て
い
る
が
、
昨

年
度
と
今
年
度
は
共
に
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
生
徒
の
巣
立
ち
の
場
で

あ
る
卒
業
式
だ
け
は
昨
年
度
も
屋
外
で
感
染
対
策

を
施
し
な
が
ら
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
、
幼
稚
部

か
ら
中
学
部
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
晴
れ
の
舞
台

か
ら
羽
ば
た
い
て
い
っ
た
。

　
た
だ
で
さ
え
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な

る
難
し
い
環
境
の
な
か
で
戸
惑
い
な
が
ら
学
ぶ
子

ど
も
た
ち
だ
が
、
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
さ
ら
な
る
ス
ト
レ
ス
と
さ
ま
ざ
ま
な
制
約

の
な
か
で
毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
こ
の
困
難
を

克
服
し
、
成
長
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
将
来
の
日
本
を
背
負
う
人
材
と
な
る
よ
う
、

関
係
者
が
一
体
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
て
サ
ポ

ー
ト
を
継
続
し
て
い
く
。（

二
〇
二
二
年
一
月
現
在
）

小学部２年　国語

小学部５年　社会　
保護者もつないでリモート発表

幼稚部　休み時間

中学部　社会

2021年度幼稚部卒園式　屋外にて 

子 ど も た ち か ら



　

本
校
の
校
歌
は
一
九
七
四
（
昭
和
四

十
九
）
年
の
カ
ン
ポ
リ
ン
ポ
地
区
校
舎

移
転
に
伴
い
、
そ
の
年
の
十
月
に
制
定

さ
れ
、
十
一
月
の
学
習
発
表
会
で
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
歌
の
作
成
は
、
移
転
に
尽
力
さ
れ

た
当
時
の
総
領
事
館
・
文
化
担
当
の
鈴

木
康
之
領
事
の
「
子
ど
も
た
ち
の
人
生

の
う
ち
、
一
時
期
ブ
ラ
ジ
ル
で
暮
ら
し

た
こ
と
が
美
し
い
思
い
出
に
な
る
よ
う

な
校
歌
が
ほ
し
い
」
と
い
う
熱
い
思
い

に
作
曲
家
の
服
部
公
一
氏
が
こ
た
え
た

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

服
部
氏
は
本
校
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

詩
を
募
集
し
、
友
人
で
あ
る
詩
人
の
生

地
靖
幸
氏
に
校
歌
と
し
て
ま
と
め
て
も

ら
い
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
ま
し
た
。

　

服
部
氏
は
世
界
を
旅
し
て
い
た
時
期

が
あ
り
、
当
時
、
偶
然
サ
ン
パ
ウ
ロ
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
ま
さ
に
奇
跡

の
コ
ラ
ボ
で
す

　

一
番
と
二
番
の
歌
詞
に
共
通
す
る
の

は
、
新
し
い
校
舎
が
立
地
す
る
「
カ
ン

ポ
リ
ン
ポ
の
丘
の
上
」。
こ
の
日
本
か

ら
遠
く
離
れ
た
学
び
舎や

で
誇
り
を
持
ち
、

希
望
を
抱
き
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
る

こ
と
を
「
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
ブ
ラ
ジ

ル
の
空
や
大
地
に
託
す
印
象
的
な
歌
詞

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
番
は
一
番
の
歌
詞
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
訳
。
こ
れ
は
当
時
の
外
務
省
中
南
米

局
の
参
事
官
、
河
面
徹
郎
氏
が
訳
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
歌
い
継

が
れ
て
い
て
、
何
年
た
っ
て
も
、
ふ
と

し
た
と
き
に
こ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
校

歌
を
口
ず
さ
み
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
の
懐

か
し
い
思
い
出
が
心
の
中
に
よ
み
が
え

る
と
い
う
人
は
多
い
は
ず
で
す
。

　

校
歌
が
仕
上
が
り
、
お
披
露
目
の
練

習
を
し
た
朝
礼
広
場
で
は
、
服
部
氏
が

壇
に
上
が
り
、「
み
ん
な
で
地
球
の
反

対
側
の
日
本
ま
で
届
く
よ
う
、
大
き
な

声
で
歌
い
ま
し
ょ
う
！
」
と
言
い
、
み

ん
な
で
日
本
ま
で
歌
声
が
届
く
よ
う
に

元
気
に
歌
っ
た
そ
う
で
す
。

・
先
輩
が
た
が
こ
の
歌
詞
を
つ
く
っ
た
と

い
う
こ
と
に
驚
き
、
感
動
し
ま
し
た
。

（
小
5　

女
子
）

・
現
地
校
と
の
交
流
学
習
で
、
校
歌
を
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
で
歌
っ
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
元
気
よ
く
歌
い
、

仲
よ
く
な
れ
ま
し
た
。（
卒
業
生
）

・
校
歌
を
聴
く
た
び
に
、
カ
ン
ポ
リ
ン
ポ

の
広
大
な
敷
地
と
気
持
ち
の
い
い
空
気
、

豊
か
な
自
然
と
子
ど
も
た
ち
の
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
て
、

涙
が
出
て
き
ま
す
。（
保
護
者
）

一
、今

日
も

カ
ン
ポ
リ
ン
ポ
の
丘
に
立
ち

は
る
か
空
を
見
上
げ
よ
う

地
球
を
つ
つ
む
青
空
よ

世
界
を
め
ぐ
る
綿
雲
よ

伝
え
て
ほ
し
い

こ
こ
に
わ
れ
ら
あ
り
と

あ
あ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
人
学
校

二
、

明
日
も

カ
ン
ポ
リ
ン
ポ
の
丘
の
上

豊
か
に
夢
を
育
て
よ
う

地
球
を
つ
つ
む
太
陽
よ

ブ
ラ
ジ
ル
の
大
地
よ

伝
え
て
ほ
し
い

こ
こ
に
希
望
あ
り
と

あ
あ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
人
学
校

三、
Hoje também
Da colina de Campo Limpo
Vamos contemplar ao longe
O céu azul que envolve a Terra
Oh! Grandiosa Terra Brasil
Transmita que estamos aqui
Transmita que aqui há esperança
Oh! Escola Japonesa de São PauloURLをタップしてサンパウロ日本人学校の校歌を聞いてみよう

https://www.youtube.com/watch?v=E792sSdiLWo&t=14s

各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を
紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました

サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
人
学
校
校
歌

各校自慢の校歌を
紹介してもらいました校歌の広場

世
界
に
届
け
！
　

　
カ
ン
ポ
リ
ン
ポ
の
丘
に
立
つ

　
　
わ
れ
ら
の
思
い
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オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

   

状
態
な
ら

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
広
が
っ
て
か
ら
、

多
く
の
学
校
で
否い
や

応お
う

な
し
に
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
望
ん
だ
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
お
か
げ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
と
は
何

な
の
か
を
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま

し
た
。

　
い
ま
、
多
く
の
親
や
教
育
関
係
者

が
痛
感
し
て
い
る
こ
と
は
「
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
で
で
き
る
こ
と
は
、
学
校

の
機
能
の
な
か
の
ほ
ん
の
一
部
分
に

す
ぎ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
子

ど
も
が
学
校
に
行
か
な
い
と
い
う
こ

と
が
ど
れ
ほ
ど
た
い
へ
ん
な
こ
と
か
、

大
人
も
身
に
染
み
ま
し
た
。
い
ま
で

は
ど
こ
の
国
で
も
、
必
死
に
知
恵
を

絞
っ
て
で
き
る
だ
け
学
校
を
閉
め
な

い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
渡
航
先
の
学
校
が
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
状
態
だ
っ
た
ら
、
で
き
る

こ
と
な
ら
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な

る
ま
で
渡
航
を
遅
ら
せ
る
の
が
最
善

だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
学
校
が
外
国
語
の
環
境
で

あ
る
場
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
そ

の
言
語
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
英
語
の
環
境
の
学
校
に

通
う
と
し
た
ら
、
登
校
か
ら
下
校
ま

で
の
長
い
時
間
、
生
活
の
場
面
の
な

か
で
周
り
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
英
語

を
聞
き
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
英

語
の
こ
と
ば
が
頭
に
入
り
、
使
え
る

よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
周
り
の
人
が
話
す
こ

と
が
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で

何
カ
月
か
は
か
か
り
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
受
け
取
る
言

語
の
刺
激
は
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、

量
と
し
て
ま
っ
た
く
足
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
先
生
が
授
業
で
使
う
こ
と
ば

は
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
な
か
の
こ
と

ば
と
は
違
っ
て
い
ま
す
。
意
味
を
は

か
り
知
る
手
が
か
り
も
な
い
ま
ま
わ

か
ら
な
い
こ
と
ば
を
聞
き
続
け
て
も

わ
か
る
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
家
庭
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
学
校
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
状
態
で
も
渡
航
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場

合
は
、
誰
か
が
い
っ
し
ょ
に
授
業
を

聞
い
て
、
そ
の
内
容
を
日
本
語
で
子

ど
も
に
伝
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も

何
の
勉
強
を
し
て
い
る
の
か
は
わ
か

り
ま
す
か
ら
、
内
容
の
面
で
は
学
習

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団 

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

佐
々 

信
行

プロフィール（さっさ のぶゆき）
1971～ 92年、横浜市立小学校教諭（74～ 77年、
ハンブルグ補習授業校教諭）。1992～ 2001年、
バージニア州グレートフォールズ小学校イマージョン
プログラム教諭（同時にワシントン補習授業校教諭）。
長女はドイツ生まれ、長男はアメリカで中高時代を
過ごす。2001～ 08 年、啓明学園初等学校校長。
08～14 年、啓明学園中学校高等学校校長。

オンライン授業も踏まえ、
赴任先の学校を
どう選べばいいのか

アドバイスしてください。
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学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
ど

ん
な
勉
強
を
す
る
の
か
も
イ
メ
ー
ジ

で
き
、
準
備
に
も
な
り
ま
す
。

　
ど
の
学
校
も
、
対
面
で
の
授
業
が

可
能
な
状
態
に
な
れ
ば
で
き
る
だ
け

早
く
子
ど
も
た
ち
を
登
校
さ
せ
る
よ

う
に
す
る
は
ず
で
す
の
で
、
そ
の
と

き
を
楽
し
み
に
、
そ
れ
ま
で
は
日
本

語
で
学
ば
せ
る
と
い
う
の
が
対
応
策

で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
登
校
さ
せ
る
か
オ

ン
ラ
イ
ン
に
す
る
か
は
、
そ
の
と
き

そ
の
と
き
の
状
況
を
踏
ま
え
て
決
ま

る
こ
と
な
の
で
、
い
ま
オ
ン
ラ
イ
ン

か
ど
う
か
を
学
校
選
択
の
基
準
と
す

る
の
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
一
カ
月

先
に
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
誰
に
も

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
何
年
か
お
世
話
に
な
る
学
校
の
選

択
で
す
か
ら
、
み
ん
な
が
登
校
で
き

る
状
態
を
想
定
し
て
、
ど
の
学
校
が

お
子
さ
ん
に
合
っ
て
い
る
か
考
え
る

の
が
現
実
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
校
の
種
類
を
考
え
る

　
学
校
選
択
と
い
え
ば
、
よ
く
話
題

に
な
る
の
が
「
日
本
人
学
校
か
現
地

校
か
、
は
た
ま
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
か
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
た
だ
し
実
際
は
、
渡
航
先
で
こ
の

三
つ
の
ど
れ
で
も
選
べ
る
と
い
う
場

合
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現

実
的
に
は
日
本
人
学
校
が
唯
一
の
選

択
肢
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
日
本
人
学
校
も
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
も
な
く
現
地
校

に
行
く
し
か
な
い
と
い
う
場
所
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
親
し
み
の
な
い

言
語
の
国
な
ど
で
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
な
け
れ
ば
難
し

い
、
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
種
類
の
学
校
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
学
ぶ
環
境
は
ず
い

ぶ
ん
違
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
学
ぶ

友
達
に
し
て
も
、
日
本
人
学
校
な
ら

日
本
人
の
子
ど
も
が
中
心
、
現
地
校

な
ら
そ
の
町
に
住
む
そ
の
国
の
子
ど

も
た
ち
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
な
ら
そ
の
町
に
住
ん
で
い
る

外
国
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

違
う
の
は
確
か
で
す
が
、
ど
れ
が
一

番
い
い
か
、
ど
れ
が
二
番
か
と
い
う

順
番
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

あ
え
て
言
え
ば
、「
違
う
け
れ
ど
も
、

ど
れ
も
よ
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　
学
校
選
択
は
、
よ
い
も
の
と
悪
い

も
の
と
の
間
の
選
択
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
ど
れ
を
選
ぶ
か
に
よ
っ

て
、
大
人
が
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
違
っ
て
き
ま
す
。
日

本
人
学
校
の
場
合
は
、
そ
の
国
、
そ

の
町
を
学
ば
せ
る
た
め
に
は
親
の
工

夫
と
努
力
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う

し
、
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
を
選
ん
だ
場
合
な
ら
家

庭
で
の
日
本
語
環
境
を
し
っ
か
り
保

つ
こ
と
が
な
に
よ
り
重
要
で
す
。

　
や
り
方
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、

大
人
が
し
っ
か
り
支
援
し
て
あ
げ
れ

ば
、
ど
の
環
境
で
も
子
ど
も
た
ち
は

し
っ
か
り
成
長
し
、
力
を
つ
け
て
い

く
も
の
で
す
。

　
も
し
学
校
の
種
類
を
選
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
行
か
れ
る
と

し
た
ら
、
お
子
さ
ん
の
性
格
、
ご
両

親
の
期
待
、
大
き
い
お
子
さ
ん
な
ら

本
人
の
希
望
、
進
学
に
向
け
て
の
展

望
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
考
え
に

入
れ
、
可
能
な
ら
実
際
に
学
校
を
見

て
、
慎
重
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
一
度
決
め
た
ら
、
そ
れ
が

最
善
の
選
択
と
信
じ
て
、
そ
の
環
境

を
最
大
限
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
種
に
選
択
の
余
地
が
な
い
と

こ
ろ
に
行
か
れ
る
な
ら
、
選
択
肢
が

な
い
こ
と
を
嘆
く
よ
り
も
、
そ
の
環

境
を
前
向
き
に
受
け
止
め
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　
私
は
、
帰
国
生
を
た
く
さ
ん
受
け

入
れ
る
学
校
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
学
校
で
学
ん
で
き
た
子
ど
も

た
ち
も
日
本
の
新
し
い
環
境
で
力
を

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
る
こ
と
は
、
学
校
の
生
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活
や
学
び
を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
違
う
種
類
の
学
校
に
通
う
友
達
を

見
て
、「
あ
っ
ち
の
方
が
よ
さ
そ
う

だ
」
と
「
隣
の
芝
生
」
を
見
る
よ
う

な
気
持
ち
に
さ
せ
る
こ
と
は
建
設
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
人
学
校
の
子
ど
も
が
、
あ
る

時
点
で
、
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
う
友
達
と
同

じ
よ
う
に
英
語
を
操
れ
な
い
の
は
当

然
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
大
人
と

し
て
研
究
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
通
用
す
る

英
語
が
身
に
つ
く
の
は
意
識
的
な
努

力
の
結
果
で
す
。
一
度
も
海
外
に
住

ん
だ
こ
と
が
な
い
の
に
帰
国
生
に
負

け
な
い
英
語
の
力
を
持
つ
人
は
い
く

ら
で
も
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
悔

し
さ
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
の

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
だ
け
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
に
通
う
子
は
、
日
本
の
社

会
や
理
科
の
学
習
を
し
て
い
な
い
の

で
不
安
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
小
学
校
・
中
学
校
の
学
習
の

目
的
は
、
知
識
を
詰
め
込
む
こ
と
よ

り
、
学
習
の
仕
方
、
考
え
方
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
す
。
英
語
を
使
っ
て

身
に
つ
け
た
考
え
る
力
は
日
本
の
学

校
で
も
通
用
し
ま
す
。

公
立
校
の
選
び
方

　
ま
ず
学
校
を
決
め
て
か
ら
家
を
探

そ
う
と
い
う
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
公
立
現
地
校
の
場
合
、
最

初
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
学
校
を
決
め

よ
う
と
す
る
の
は
い
い
考
え
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。

　
ど
の
学
校
が
お
子
さ
ん
に
と
っ
て

い
ち
ば
ん
い
い
の
か
、
事
前
に
手
に

入
る
情
報
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
無
理
を
し
て
一
つ
の
学

校
に
決
め
て
し
ま
う
と
、
家
探
し
の

範
囲
が
限
定
さ
れ
て
窮
屈
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。
同
じ
エ
リ
ア
の
学
校
な

ら
、
大
き
な
違
い
は
な
い
の
が
普
通

で
す
。
地
元
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
不
動
産
屋
さ
ん
に
子
ど
も
の
学

校
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て

物
件
を
紹
介
し
て
も
ら
え
ば
ま
ず
大

丈
夫
で
し
ょ
う
。
学
校
の
デ
ー
タ
は
、

参
考
の
た
め
に
確
認
す
る
程
度
に
し

て
お
く
の
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

一
つ
の「
決
め
手
」は
な
い

　「
日
本
人
の
多
い
学
校
が
い
い
か
、

少
な
い
方
が
い
い
か
」「
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の

特
別
授
業
が
あ
る
方
が
い
い
か
、
な

い
方
が
い
い
か
」「
六
年
生
か
ら
ミ

ド
ル
ス
ク
ー
ル
に
な
る
シ
ス
テ
ム
が

い
い
か
、
七
年
生
か
ら
が
い
い
か
」

「
イ
ギ
リ
ス
式
、
ア
メ
リ
カ
式
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
式
の
ど
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
い
い
か
」
な
ど
、
学
校
選
択

の
際
に
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
は
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
に
つ
い

て
一
般
的
に
「
ど
ち
ら
が
よ
い
」
と

い
う
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
決
定

的
な
要
因
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ど
の
学
校
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
、

お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
家
族
み
ん
な

の
生
活
が
変
わ
り
ま
す
。
お
父
さ
ん

と
お
母
さ
ん
が
、
お
子
さ
ん
が
大
き

い
な
ら
お
子
さ
ん
本
人
も
交
え
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い

け
ば
、
家
族
が
ど
ん
な
こ
と
を
望
ん

で
い
る
の
か
が
わ
か
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
な
か

で
、
子
ど
も
が
ど
う
が
ん
ば
れ
ば
い

い
の
か
、
親
が
ど
う
支
え
れ
ば
い
い

の
か
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
で
し

ょ
う
。

　
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
学
校
の
こ
と
を

知
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
不
安
は
小
さ
く

な
り
ま
す
。
家
族
み
ん
な
が
新
し
い

学
校
を
楽
し
み
に
す
る
気
持
ち
に
な

っ
た
ら
、
学
校
選
び
は
成
功
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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応
答
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

＜

応
答
力＞

　
相
づ
ち
を
打
っ
た
り
、
質
問
し
た
り
し

て
人
の
話
に
こ
た
え
る
力
。

　
あ
い
さ
つ
で
き
た
り
、「
あ
り
が
と
う
」

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
が
ス
ン
ナ
リ
出
て
き

た
り
す
る
こ
と
が
、
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
聞
か
れ
て
い

る
の
に
知
ら
ん
ぷ
り
は
、
人
間
関
係
に
お

い
て
は
ル
ー
ル
違
反
で
す
。

ワ
ー
ク

　
次
の
場
面
で
、
子
ど
も
を
ほ
め
た
り
励

ま
し
た
り
す
る
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
ば
を

か
け
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？
　
親
子
で

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ほ
め
ら
れ
た
方
も
、

ほ
め
た
方
も
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
り
ま

す
ね
！

・
サ
ッ
カ
ー
で
、
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
た
と
き

・
優
し
く
し
て
く
れ
た
と
き

・
手
伝
っ
て
く
れ
た
と
き

・�

努
力
し
て
、
何
か
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き

・（
が
ん
ば
っ
た
の
に
）失
敗
し
て
し
ま

っ
た
と
き

　

ア
メ
リ
カ
に
家
族
で
暮
ら
す
よ

う
に
な
り
、
娘
た
ち
は
現
地
の
小

学
校
に
通
い
は
じ
め
ま
し
た
。
学

校
か
ら
帰
っ
て
く
る
な
り
「
先
生

は
何
で
も
ほ
め
て
く
れ
る
ん
だ

よ
！！！
」
と
興
奮
気
味
に
言
っ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

学
校
で
折
り
紙
の
ツ
ル
を
折
っ

た
と
き
、「
す
っ
ご
ー
い
！！
」「
き
れ

い
だ
ね
！
」「
ど
う
や
っ
た
ら
こ

ん
な
に
上
手
に
つ
く
れ
る
の
？！
」

と
、
先
生
は
も
ち
ろ
ん
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
た
ち
が
、
目
を
真
ん
丸
に
し

て
ほ
め
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
惜

し
げ
も
な
く
、
こ
れ
で
も
か
！
と

い
う
ぐ
ら
い
に
ほ
め
ら
れ
た
娘
た

ち
は
、
少
し
く
す
ぐ
っ
た
く
思
い

な
が
ら
も
悪
い
気
は
し
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
優
し
い
こ
と
ば
に

応
援
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
生
活
に

な
じ
ん
だ
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　

日
本
語
に
比
べ
て
英
語
は
ほ
め

こ
と
ば
の
種
類
が
豊
富
で
す
。
ほ

め
こ
と
ば
が
多
い
か
ら
ほ
め
る
の

か
な
？
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

し
ば
ら
く
暮
ら
し
て
い
く
う
ち「
い

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ
う
！
」「
長

所
を
伸
ば
そ
う
！
」
と
い
う
視
点

が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
を
肯
定
的
に
捉
え
て
、
そ

れ
を
こ
と
ば
で
表
現
す
る
。
意
欲

を
引
き
出
し
て
い
た
の
で
す
。

　

特
に
私
が
好
き
だ
っ
た
の
が

「G
ood　

try！
」
と
い
う
こ
と
ば

で
す
。
た
と
え
失
敗
し
て
も
や
ろ

う
と
し
た
姿
勢
を
ほ
め
る
。
結
果

で
は
な
く
、
意
欲
や
が
ん
ば
っ
た

こ
と
を
ほ
め
る
の
で
す
。
意
欲
や

や
る
気
を
認
め
ら
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
「
次
も
や
っ
て
み
よ
う
！
」

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。「G

ood try！

」
を
意
味

す
る
こ
と
ば
は
日
本
語
に
は
見
つ

か
ら
ず
、「
可
能
性
を
ほ
め
よ

う
！
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
特
に
身
内
は
照
れ
く

さ
く
て
ほ
め
づ
ら
い
の
で
す
が
、

意
識
し
て
肯
定
的
な
視
点
で
お
子

さ
ん
を
見
る
と
、
け
っ
こ
う
い
い

と
こ
ろ
が
出
て
く
る
！　
「
ほ
め

ポ
イ
ン
ト
」
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
い
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
心

で
思
う
だ
け
で
は
な
く
こ
と
ば
に

し
て
み
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
会

話
の
な
か
で
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、

い
い
応
答
力
の
練
習
に
な
り
ま
す
。

宝
物
を
探
す
よ
う
な
つ
も
り
で

「
ほ
め
ポ
イ
ン
ト
」
を
見
つ
け
て
、

こ
と
ば
に
し
て
伝
え
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

　
「
ほ
め
こ
と
ば
」
を
か
け
る
と
、

ほ
め
た
方
も
ほ
め
ら
れ
た
方
も
気

分
が
よ
く
な
り
ま
す
よ
！

　

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験

を
も
と
に
、
日
本
に
帰
っ
て
き
て

か
ら
書
籍
や
コ
ラ
ム
を
執
筆
し
た

り
、「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
ほ

め
ら
れ
な
い
！
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
講
演
会
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
日
本
に
も「
ほ
め
て
励
ま
す
」

文
化
が
普
及
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

ことばキャンプとは、７つの力で話す力、聞く力、考える力を
育てるトレーニングプログラム

～ ７つの力 ～
　　度胸力：恐れずに言う　論理力：話を組み立てる
　　理解力：話を理解する　応答力：受け答えする
　　語彙力：ことばを知る　説得力：理解してもらう
　　プレゼン力：アピールする

「自立して生き抜ける子に」https://ameblo.jp/t-shizuka/
幸せになれる子に育てたい　https://www.takatori-shizuka.com

ほめる、励ますことばが言えますか？
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「ことばキャンプ」主宰

高取しづか

https://ameblo.jp/t-shizuka/
https://www.takatori-shizuka.com


漢字漢字漢字
ブレット・メイヤー

One of the frustrating things about kanji can be all the 
minor differences. For example, take a look at the tops of 
the three middle characters below.

常 has lines on the left and right that slope inward, with a straight vertical 
line in the middle.
This pattern is often seen as part of 尚 (賞、償、掌、堂、當→当).

営 has two lines sloping right, with a third sloping left similar to the katakana 
ツ［tsu］. It often indicates the abbreviation of a more complicated old form 
(營→営、學→学、擧→挙).

業 has two outer lines sloping inward and two vertical lines in the middle. In 
Chinese, these four lines along with the horizontal base form the shorthand 
for 業 → 业 .
Much simpler!

By the way, ‘We’re still open!’ 通常営業中 [tsū jō ei gyō chū] is usually found 
outside a store where obtrusive construction is going on.

　アメリカ・ニュージャージー州生まれ。
非漢字圏出身者で初めて漢字検定一級に
合格。

https://www.facebook.com/BretMayer/
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《
外
務
省
予
算
案
》

　
外
務
省
で
は
、
従
来
よ
り
海
外
子
女

教
育
関
係
予
算
に
つ
い
て
、
財
政
事
情

が
厳
し
い
な
か
、
そ
の
充
実
・
強
化
に

努
め
て
き
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
度
予

算
政
府
原
案
に
お
い
て
は
、
借
料
援
助

費
、
現
地
採
用
教
師
謝
金
に
加
え
、
日

本
人
学
校
設
備
等
の
老
朽
化
・
耐
震
化

対
策
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
に
配
置
す
る

警
備
員
謝
金
を
含
む
安
全
対
策
援
助
の

予
算
要
求
を
行
っ
た
。
ま
た
世
界
各
地

の
日
本
人
学
校
・
補
習
授
業
校
運
営
委

員
会
等
か
ら
の
要
望
事
項
を
精
査
の
う

え
、
必
要
と
さ
れ
る
諸
経
費
を
計
上
し

て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
二
〇
二
二
年
度
外
務
省

予
算
政
府
案
に
お
け
る
海
外
子
女
教
育

関
連
の
総
額
は
、
三
十
四
億
七
九
〇
〇

万
円
と
な
っ
て
い
る（
対
前
年
度
比
二
一

〇
〇
万
円
、約
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
増
）。

１
．
日
本
人
学
校

（１）
学
校
施
設
に
対
す
る
援
助

借
料
援
助
費
を
含
め
、
施
設
面
で
の

援
助
費
と
し
て
九
億
七
七
〇
〇
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。

（２）
現
地
採
用
教
師
謝
金
援
助

本
件
援
助
経
費
と
し
て
四
億
九
五
〇

〇
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

（３）
安
全
対
策
援
助

ガ
ー
ド
マ
ン
雇
用
費（
ス
ク
ー
ル
バ
ス

停
に
配
備
す
る
ガ
ー
ド
マ
ン
雇
用
費

含
む
）お
よ
び
警
備
機
器
維
持
管
理

費
、
学
校
施
設
の
強
化
経
費
お
よ
び

老
朽
化
・
耐
震
化
対
策
経
費
を
援
助

対
象
と
し
、
総
額
七
億
一
〇
三
四
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。

２
．
補
習
授
業
校

（１）
学
校
施
設
に
対
す
る
援
助

校
舎
賃
貸
借
料
の
援
助
費
と
し
て
三

億
七
三
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

（２）
現
地
採
用
講
師
謝
金
援
助

本
件
援
助
経
費
と
し
て
八
億
三
五
〇

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

（３）
安
全
対
策
援
助

ガ
ー
ド
マ
ン
雇
用
費
お
よ
び
警
備
機

器
維
持
管
理
費
を
援
助
対
象
と
し
、総

額
八
九
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

《
文
部
科
学
省
予
算
案
》

　
文
部
科
学
省
予
算
に
お
け

る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
第
三
期
教
育

振
興
基
本
計
画
等
を
踏
ま
え

伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ

れ
ら
を
育
ん
で
き
た
我
が
国

と
郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に

他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会

の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る

態
度
や
、
豊
か
な
語
学
力
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

主
体
性
・
積
極
性
、
異
文
化

理
解
の
精
神
等
を
身
に
付
け
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国

の
伝
統
や
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
取
組
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
在

外
教
育
施
設
の
教
育
機
能
を
強
化
し
、

ま
た
、
高
校
生
の
国
際
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
や
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
教
育

の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

教
育
機
会
の
確
保
・
充
実
の
た
め
、
総

額
一
九
〇
億
円
を
計
上
し
た
。

１
．
在
外
教
育
施
設
教
員
派
遣
事
業
等

　
在
外
教
育
施
設
へ
の
教
師
派
遣
等
に

係
る
経
費
と
し
て
一
六
九
億
五
八
〇
〇

万
円
を
計
上
。
在
外
教
育
施
設
派
遣
教

師
数
を
十
人
増
と
し
、
一
三
四
一
人
を

確
保
し
た
。

事　　項 2021年度
予算

2022年度
予算案 差引増減 備　　考

１．日本人学校に対する援助の充実
　　（１）校舎借料等援助
　　（２）現地採用教師謝金補助
　　（３）日本人学校安全対策費
　　　　（ａ）ガードマン雇用費（スクールバス停ガードマン含む）
　　　　（ｂ）警備機器維持管理費
　　　　（ｃ）施設強化
　　　　（ｄ）耐震化・老朽化

2,169
996
476
697
615　
51　
9　
22　

2,183
977
495
711
612　
51　
8　
40　

14
▲ 19

 19
 14
▲  3

 0
▲ 1
18

養護担当教員を含む

２．補習授業校に対する援助の充実
　　（１）校舎借料援助
　　（２）現地採用講師謝金補助
　　（３）現地採用講師研修会開催費補助
　　（４）補習授業校安全対策援助
　　　　（ａ）ガードマン雇用費
　　　　（ｂ）警備機器維持管理費

1,288
392
793
0
103
103　
0.2　

1,296
373
835
0
88
88　
0.7　

 8
 ▲ 19

 42
 0

▲ 15
▲  15
0.5

合　　計 3,458 3,479   21 対前年度比約0.6％増

2022年度外務省海外子女教育関係予算の概要（政府原案）

※百万円未満四捨五入のため、各項目の合計と合計欄の金額は一致しない場合がある。

（単位：百万円）

外
務
省
・
文
部
科
学
省
の
二
〇
二
二（
令
和
四
）年
度

海
外
子
女
教
育
等
関
係
予
算
政
府
案
決
ま
る

　

こ
の
ほ
ど
二
〇
二
二
年
度
の
政
府
予
算
編
成
が
行
わ
れ
、
外
務
省
・
文
部
科
学
省
の
海
外
子
女
教
育
等
関
係
予

算
の
政
府
案
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
両
省
合
わ
せ
た
総
額
は
二
二
四
億
六
五
〇
〇
万
円
（
対
前
年
度

比
約
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
）と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

ニュースニュース
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２
．
海
外
子
女
教
育
推
進
体
制
の
整
備

　
在
外
教
育
施
設
の
認
定
、
安
全
対
策
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
、
在

外
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置
、
特
色

あ
る
研
究
開
発
に
よ
る
教
育
の
高
度
化

を
図
る
た
め
、
在
外
教
育
施
設
の
機
能

強
化
や
教
育
の
質
的
変
化
・
教
育
改
革

の
実
現
に
よ
る
魅
力
あ
る
在
外
教
育
施

設
と
し
て
優
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

支
援
を
行
う
在
外
教
育
施
設
重
点
支
援

プ
ラ
ン
、
日
本
人
学
校
等
か
ら
の
帰
国

教
師
の
派
遣
経
験
を
国
内
に
還
元
・
共

有
す
る
た
め
の
帰
国
教
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
事
業
等
に
係
る
経
費
と
し
て
、

七
七
〇
〇
万
円
を
計
上
し
た
。

３
．
海
外
子
女
教
育
活
動
の
助
成

　
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
指
導

の
充
実
の
た
め
、
在
外
教
育
施
設
教
材

整
備
事
業
補
助
等
に
係
る
経
費
と
し
て
、

一
億
三
七
〇
〇
万
円
を
計
上
し
た
。

４
．
青
少
年
の
国
際
交
流
の
推
進

　
青
少
年
に
対
し
て
、
国
内
外
に
お
け

る
異
文
化
体
験
や
共
同
生
活
体
験
等
の

機
会
を
充
実
さ
せ
、
次
代
を
担
う
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
き
っ

か
け
を
提
供
す
る
た
め
、
青
少
年
の
国

際
交
流
促
進
費
用
と
し
て
、
五
一
〇
〇

万
円
を
計
上
し
た
。

５
．
高
校
生
の
国
際
交
流
の
促
進

　
地
方
公
共
団
体
や
学
校
、
民
間
団
体

等
が
実
施
す
る
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
高
校
生
に
対
し
、
都
道
府

県
を
通
じ
て
留
学
経
費
の
支
援
や
都
道

府
県
に
お
け
る
留
学
機
運
の
醸
成
、
日

本
語
を
学
ぶ
外
国
人
高
校
生
の
短
期
招

し
ょ
う

聘へ
い

を
行
う
た
め
、
一
億
三
八
〇
〇
万
円

を
計
上
し
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
で

日
本
語
を
学
ぶ
高
校
生
を
日
本
の
高
校

に
招
聘
し
、
国
際
交
流
を
深
め
る
た
め

「
ア
ジ
ア
高
校
生
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
平
成
三
十
年
度
〜
）
と
し
て
四
億

九
四
〇
〇
万
円
を
計
上
し
た
。

６
． 

外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の

充
実

　
帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
公
立

学
校
へ
の
受
入
体
制
や
日
本
語
指
導
体

制
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
就
学

に
課
題
を
抱
え
る
外
国
人
の
子
供
の
就

学
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
な
支
援
を

行
う
自
治
体
に
対
す
る
補
助
を
行
う
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
等
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
教
員
研
修
の
充
実
の
た
め
の
「
外

国
人
児
童
生
徒
等
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
の
派
遣
、
外
国
人
児
童
生
徒
等
教

育
支
援
の
た
め
の
情
報
検
索
サ
イ
ト

「
か
す
た
ね
っ
と
」
の
整
備
、
外
国
人

の
子
供
の
就
学
状
況
等
の
実
態
調
査
の

実
施
な
ど
、
教
育
支
援
に
係
る
基
盤
整

備
の
取
組
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、
外
国

人
児
童
生
徒
等
の
集
住
・
散
在
地
域
に

お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
解
決
す
る

先
進
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
の

た
め
の
研
究
事
業
の
推
進
や
、
高
校
段

階
に
お
け
る
日
本
語
指
導
や
教
科
指
導

等
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
特
別
の
教

育
課
程
」
の
制
度
導
入
に
よ
る
日
本
語

指
導
等
の
実
施
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
・
指
導
方
法
等

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
な
ど
、
外
国

人
児
童
生
徒
等
の
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
、
十
一
億
三
二
〇
〇
万
円
を
計
上

し
た
。

2022年度文部科学省海外子女教育関係予算額一覧（政府原案）

※百万円未満四捨五入のため、各項目の合計と合計欄の金額は一致しない場合がある。

（単位：百万円）

区　分 2021年度
予算

2022年度
予算案 差引増減 備　　考

１．在外教育施設教員派遣事業等 17,061 16,958 ▲ 103 １．在外教育施設教員派遣事業　計10人増
２．在外教育施設派遣教員経費の委託
３．在外教育施設派遣教員選考・研修等

２．海外子女教育推進体制の整備 55 77 22 １．在外教育施設認定調査
２．在外教育施設安全管理体制の構築
３．在外教育施設教育支援事業
４．在外教育施設重点支援プラン
５．帰国教師ネットワーク構築事業
６．在外教育施設幼稚部等調査

３．海外子女教育活動の助成 138 137 ▲ 1 在外教育施設教材整備事業補助　等

４．青少年の国際交流の推進 51 51 0 １．青少年国際交流推進事業
２．地域における青少年の国際交流推進事業
３．企画推進委員会の開催

５．高校生の国際交流の促進 633 631 ▲ 2 １．国費高校生留学促進事業
２．グローバル人材育成の基盤形成事業
３．アジア高校生架け橋プロジェクト

６．外国人児童生徒等への教育の
　　充実

910 1,132 223 １．帰国・外国人児童生徒等に対するきめ細かな
　　支援事業
２．外国人の子供の就学促進事業
３．日本語指導が必要な児童生徒等の教育支援基
　　盤整備事業
４．多文化共生に向けた日本語指導の充実に関す
　　る調査研究
５．高等学校における日本語指導体制整備事業

合　　計 18,846 18,986 140 対前年度比0.7％増

ニュースニュース



「
補
習
授
業
校
マ
ジ
き
ら
会
議

二
〇
二
一
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
二
月
四

日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
六
回
に
及
ん

で
「
補
習
授
業
校
マ
ジ
き
ら
会
議
」
を

行
っ
た
（
日
本
人
学
校
を
対
象
に
し
た

マ
ジ
き
ら
会
議
は
十
一
月
に
実
施
）。

　
「
マ
ジ
き
ら
会
議
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
真
面
目
な
話
を
気
楽
に
話
せ
る

場
」。
今
回
は
二
十
二
校
・
三
十
五
名

（
延
べ
二
十
七
校
・
三
十
九
名
）
の
校

長
や
事
務
局
長
等
が
、
特
に
テ
ー
マ
を

設
け
ず
に
、
自
校
の
課
題
等
に
関
し
て

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
っ
た
。

　

参
加
校
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
で
は
、

「
教
員
確
保
」「
財
政
悪
化
・
資
金
確
保
」

「
講
師
の
指
導
力
向
上
」「
児
童
生
徒
数

の
減
少
」「
学
力
差
の
拡
大
」「
役
員
等
で

の
保
護
者
の
負
担
増
」
な
ど
が
多
か
っ

た
。

　

補
習
授
業
校
と
ひ
と
こ
と
で
い
っ
て

も
、
大
規
模
校
か
ら
小
規
模
校
ま
で
さ

ま
ざ
ま
で
、
駐
在
員
の
子
ど
も
が
多
い

と
こ
ろ
と
永
住
家
庭
の
子
ど
も
が
多
い

と
こ
ろ
な
ど
、
日
本
人
学
校
以
上
に
状

況
の
違
い
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

終
了
後
は
、「
海
外
子
女
教
育
振
興

財
団
の
戦
略
や
取
り
組
み
が
よ
く
わ
か

っ
た
」、「
他
校
の
状
況
を
伺
う
こ
と
で
、

自
校
の
現
状
と
課
題
を
整
理
・
再
認
識

で
き
、
改
善
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
」、「
複
数
の
学
校
が
参

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
校
が
置
か
れ

て
い
る
現
状
や
課
題
を
客
観
視
で
き

た
」、「
校
長
だ
け
で
な
く
事
務
長
等
の

参
加
に
よ
り
、
補
習
校
の
実
態
と
課
題

に
対
す
る
理
解
者
が
増
え
た
」、「
同
じ

立
場
の
人
た
ち
と
話
が
で
き
た
の
は
と

て
も
有
意
義
だ
っ
た
。
今
後
、
授
業
の

動
画
な
ど
教
育
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
共
有

で
き
る
場
を
設
け
ら
れ
る
と
よ
い
だ
ろ

う
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

マ
ジ
き
ら
会
議
の
担
当
者
は
、
こ
れ

ら
の
声
を
受
け
、
次
回
に
向
け
て
「
開

催
時
期
や
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
仕
方
等
を

検
討
し
、
よ
り
実
効
性
が
高
い
も
の
に

進
化
さ
せ
た
い
」と
語
っ
た
。

二
〇
二
二
年
度
日
本
人
学
校
等

学
校
採
用
教
員
内
定
者
等
の

研
修
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
日
本
人

学
校
等
学
校
採
用
教
員
内
定
者
等
に
向

け
て
、
事
前
に
動
画
に
よ
る
講
義
を
配

信
し
、
二
月
二
十
七
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
研
修
を
行
っ
た
。

　

学
校
採
用
教
員
と
は
日
本
人
学
校
等

の
現
地
採
用
教
員
の
う
ち
、
本
財
団
に

よ
る
支
援
制
度
を
通
じ
て
採
用
す
る
教

員
の
こ
と
。
二
二
年
度
の
内
定
者
は
八

十
三
人
、
赴
任
先
は
ア
ジ
ア
の
日
本
人

学
校
を
中
心
に
二
十
四
校
に
わ
た
る
。

　

今
回
の
研
修
の
お
も
な
目
的
は
、「
海

外
渡
航
に
必
要
な
準
備
を
行
う
」、「
海

外
子
女
教
育
、
日
本
人
学
校
等
に
つ
い

て
理
解
し
、
教
員
と
し
て
の
心
構
え
を

認
識
す
る
」、「
日
本
人
学
校
等
の
教
員

と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
心
構
え
、

具
体
的
な
指
導
方
法
等
に
つ
い
て
学

ぶ
」
こ
と
。
内
定
者
は
事
前
に
動
画
で

配
信
さ
れ
た
講
義
を
視
聴
し
て
か
ら
、

当
日
の
研
修
に
臨
ん
だ
。

　

講
義
は
「
教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素

養
」「
教
科
等
指
導
の
基
本
的
な
授
業
の

進
め
方
」
に
つ
い
て
東
京
学
芸
大
学
附

属
大
泉
小
学
校
の
細
井
宏
一
副
校
長
、

「
学
級
経
営
」「
生
活
指
導
」「
危
機
管
理
」

に
つ
い
て
東
京
学
芸
大
学
教
職
大
学
院

の
赤
羽
寿
夫
教
授
が
担
当
し
、
二
月
二

十
一
日
か
ら
三
月
末
ま
で
配
信
さ
れ
た
。

　

二
十
七
日
の
研
修
で
は
海
外
子
女
教

育
振
興
財
団
の
綿
引
宏
行
理
事
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
文
部
科
学
省
総
合
教

育
政
策
局
国
際
教
育
課
国
際
調
整
企
画

官
の
田
中
秀
和
氏
が
講
話
を
行
い
、
参

加
者
た
ち
に
力
強
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

ま
た
上
海
日
本
人
学
校
浦
東
校
の
佐

次
田
直
人
校
長
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人

学
校
の
緒
方
克
行
校
長
が
「
在
外
教
育

施
設
の
現
状
お
よ
び
日
本
人
学
校
等
の

教
員
と
し
て
の
心
構
え
や
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
赴
任
前
に
す
べ
き
こ
と
」

に
関
し
て
講
義
し
た
ほ
か
、
国
立
特
別

支
援
教
育
総
合
研
究
所
の
小
澤
至
賢
主

任
研
究
員
が
「
特
別
支
援
教
育
」、
都

立
狛
江
高
等
学
校
の
高
松
美
紀
指
導
教

諭
が
「
授
業
技
術
の
基
礎
」
に
つ
い
て

教
授
し
理
解
を
深
め
た
。

　

さ
ら
に
内
定
者
が
教
科
等
に
分
か
れ

て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

事
前
に
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が
示
さ
れ
、
内

定
者
た
ち
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
二
つ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
選
び
参
加
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
に
は
お
の
お
の
、
そ
の
分

野
に
詳
し
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
つ
き
、

き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
現
在
赴
任
さ
れ

て
い
る
校
長
先
生
か
ら
心
構
え
や
赴
任

前
の
準
備
に
関
す
る
こ
と
ま
で
具
体
的

に
教
え
て
も
ら
い
勉
強
に
な
っ
た
」、

「
リ
モ
ー
ト
で
の
課
題
配
信
、
教
材
、

評
価
方
法
等
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
っ

た
」、「
先
生
が
た
と
の
交
流
を
通
し
て

情
報
を
交
換
で
き
、
不
安
が
軽
減
し
て

赴
任
す
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。
今

後
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ニュースニュース
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海
外
子
女
教
育
関
係
人
事

◆
就
任
挨
拶
◆

外
務
省
領
事
局
長
　
　
安
藤 

俊
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
年
一
月
、
領
事
局
長
を
拝
命
し
、
着

任
に
あ
た
り
ま
し
て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
始
め
に
、
海
外
教
育
関
係
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
厳

し
い
状
況
の
中
で
業
務
に
当
た
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

外
務
省
は
、
厳
し
い
環
境
に
あ
る
在
外

教
育
施
設
等
に
対
し
ま
し
て
、
従
来
の
支

援
に
加
え
、
令
和
三
年
度
補
正
予
算
を
通

じ
て
現
地
採
用
教
師
給
与
の
支
援
を
強
化

し
た
ほ
か
、
電
子
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
及
び
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
を
展

開
す
る
な
ど
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
従
来

の
支
援
に
加
え
て
、
文
部
科
学
省
と
連
携

し
つ
つ
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

取
り
組
み
と
し
て
、
保
護
者
の
皆
様
か
ら

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
在
外
教

育
施
設
の
特
色
化
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い

た
だ
く
べ
く
「
選
ば
れ
る
在
外
教
育
施

設
」
づ
く
り
に
資
す
る
支
援
を
強
化
い
た

し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
在
留
邦
人
の
皆
様
が
安
心
・
安

全
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

〈
略
歴
〉

　

平
成
元
年
外
務
省
入
省
、
在
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
日
本
国
大
使
館
参
事
官
、
在
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
日
本
国
大
使
館
参
事
官
、
在

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
国
大
使
館
参
事
官
、

ア
ジ
ア
大
洋
州
局
地
域
政
策
課
長
、
大
臣

官
房
広
報
文
化
外
交
戦
略
課
長
、
外
務
副

報
道
官
、
大
臣
官
房
参
事
官
（
ア
ジ
ア
大

洋
州
局
担
当
）、
在
イ
ン
ド
日
本
国
大
使

館
公
使
な
ど
を
経
て
現
職
。

第
五
回
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
　
自

由
の
女
神 

ア
ー
ト
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
募
集
要
項

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
）

趣
旨　

豊
か
な
情
操
を
育
む
こ
と
を
目

的
に
、
三
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
世
界
に
向
け
て
想お

も

い

を
発
信
し
、
他
者
の
発
信
に
も
耳
を

傾
け
ら
れ
る
よ
う
な
交
流
の
場
に
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

応
募
資
格 

幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生
ま

で
（
作
文
部
門
は
小
学
生
以
上
が
対

象
）。
滞
在
国
や
国
籍
は
問
わ
な
い

（
日
本
語
を
母
語
と
し
て
い
な
い
か

た
や
外
国
語
と
し
て
日
本
語
を
学
ん

で
い
る
か
た
の
応
募
も
大
歓
迎
）。

テ
ー
マ　
「
い
き
る
〜
『
今
』
や
っ
て

み
た
い
こ
と
〜
」

　

＊
タ
イ
ト
ル
は
自
分
で
考
え
た
も
の

を
つ
け
る
こ
と

募
集
部
門　

絵
画
・
作
文
（
自
筆
の
日

本
語
で
書
か
れ
た
も
の
）
の
二
部
門
。

募
集
期
間　

六
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

賞　

各
部
門
、
グ
ラ
ン
プ
リ
ほ
か
。

発
表　

二
〇
二
三
年
三
月
一
日

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

http://w
w
w
.japaneseschool.org

海
外
で
使
用
す
る
教
科
書
の

無
償
配
付
に
つ
い
て

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
滞
在
予
定
が
一
年
以
上
（
永
住

は
除
く
）
の
日
本
国
籍
を
持
つ
小
・
中

学
生
は
無
償
で
教
科
書
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
現
地
到
着
当
初
に
使
用
す

る
教
科
書
は
海
外
で
は
用
意
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
か
な
ら
ず
出
国
前
に
海

外
子
女
教
育
振
興
財
団
で
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
の
海
外
滞
在
中
の
教
科
書
に

関
し
て
は
在
留
地
を
管
轄
す
る
在
外
公

館
（
大
使
館
・
総
領
事
館
等
）
が
配
付

を
統
括
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
に
到
着
し
ま
し
た
ら
、
速
や
か

に
在
外
公
館
に
「
在
留
届
」
を
提
出
し
、

教
科
書
受
領
の
た
め
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
本
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

情
報
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム

　

０
３ 

│ 

４
３
３
０ 

│ 

１
３
４
９

E-m
ail textbook@

joes.or.jp
U
R
L

　

http://w
w
w
.joes.or.jp/

kyokasho/

ニュースニュース
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教育相談
お子さんが安心して海外で教育を受けられるよう、教育に関する最新情報をもとに海外・帰国子女教育
専門の教育アドバイザーが個別面談（現在は中止）による相談におこたえします。東京・大阪以外は不
定期での実施です。
オンライン・メールでの相談にもおこたえします。
面談相談・オンライン相談は１家族１時間、予約制です。

相談料は、本財団の企業・団体会員とそのご家族の場合は無料、それ以外のかたの場合は￥6,000です（初
回相談から１年間有効）。

学校説明会・相談会（オンライン）
小学校から高校段階までのお子さんとその保護者を対象に、帰国後の学校選択における悩みや不安の解
消、国内の帰国生受け入れ校の情報提供等を目的とした、学校説明会・相談会をオンラインで開催します。
実施内容や申込方法につきましては詳細が決まり次第、ホームページでご案内します。

お問い合わせ先
公益財団法人海外子女教育振興財団　　https://www.joes.or.jp

【東京本部】 〒105-0002　東京都港区愛宕1－3－4　愛宕東洋ビル6階　　TEL  03-4330-1341
【関西分室】 〒530-0001　大阪市北区梅田3－4－5　毎日新聞ビル3階　　TEL  06-6344-4318

海外子女教育振興財団

《
出
国
前
か
ら
帰
国
後
ま
で
》

《
出
国
前
》

日本の教科書の無償配付　
文部科学省から依頼を受け、これから出国するお子さんに日本の教科書をお渡ししています。
※海外滞在中のかたに関しては、在外公館（大使館・総領事館等）が管轄しています。

講習会
●赴任前子女教育セミナー（オンライン）
「初めての海外赴任、子どもの教育について心配……」
海外・帰国子女教育専門のアドバイザーによる講話で、出国前から滞
在中、帰国後に至るまでの教育の流れがつかめます。

●現地校入学のための親子教室（東京・名古屋・大阪）
「海外の学校ってどんなところかな？」
英語で教育を行っている学校へお子さんを通わせる予定のご家族を対象に、「親クラス」と「子どもク
ラス」に分けて、スムーズに学校生活を始められるようなプログラムを組んでいます。

●渡航前配偶者講座（東京）
「海外赴任が決まったけれど、何を準備すればいいのかしら？」
＜ 海外生活準備コース＞　ストレスマネジメントの考え方を実践しつつ、行動計画を立てて準備するこ
とを学びます。また赴任する地域ごとに分かれて元駐在員配偶者から具体的な話を聞きます。

＜ 英会話コース＞＜WEBサバイバル英会話＞　駐在員配偶者として豊富な体験を持つ講師や世界各地の
「卒業生」からの現地情報なども織りまぜつつ、即戦力となる英会話の授業を行います。
＜ WEBサバイバル中国語コース＞　中国語に初めて接するかたを対象に、絶対に覚えておきたい必要不
可欠な中国語会話をマスターしていただきます。スマートフォンやiPodにダウンロードして繰り返し
練習できるCDつきです。

●渡航前子ども英語教室（東京）
現地校やインターナショナルスクールでの「最初の1カ月」を乗り切るためのサバイバル・イングリッ
シュと、英語を読むための基本を学習します。また外国人講師による模擬授業もあります。

サービスのご案内

https://www.joes.or.jp
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海外子女のための通信教育
海外でもしっかりと日本語で学習に取り組めるプログラムを用意しています。現地校やインターナショナ
ルスクールで忙しいお子さんが無理なく学習を継続するために、「これなら続けられる」という内容で着実
な学力育成をねらいとしています。また就学前のお子さんには、母語である日本語に楽しく触れてもらう
ため、年齢に適した厳選された日本の絵本をお届けする配本サービスを用意しています。家庭で日本語の
土台をしっかりと築くことが大切な時期に、お役立ていただけます。
●小・中学生コース（文部科学省補助）
＜国語・算数/数学コース＞　対象：小１～中３
海外子女用の教科書を使って進める、基礎･基本を身につけるための学習内容で、自分自身で学習を進め
ることができるようになっています。国語は、日々の学習にブック教材と「学習の進め方ガイドブック」、
そして補助教材

※１

がついています。算数/数学は、日々の学習にインターネット教材
※２

を採用。共通の添削問
題では、毎月の学習内容が身についたかを確認することができます。返送される添削問題等は、海外の受
講生の状況を理解している添削指導者が丁寧に指導してお返しします。
※１ 語彙力・漢字力をつけるための教材がついているほか、正しい日本語に触れていただくための朗読音声を受講生専用サイトからダウンロードして活用できます。
※２ 算数/数学のインターネット教材は、以下の理科・社会コースの教材と同様です。

＜理科・社会コース＞　対象：小３～中３
インターネット上で学習するコースで、受講生専用サイトへログインすると、単元ごとの解説を日本語音
声による動画で授業のように見ることができ、画面上でチャレンジできるさまざまな問題が用意されてい
ます。学習でわからないことなどを気軽に質問できる機能もついています。また「学習ノート」をプリン
トアウトして活用できるので、記述式の学習で理解や確認をサポートします。
●幼児コース　対象０～６歳
読み聞かせを楽しんでいただくコースで、０歳向けには絵本を一括送付、１～６歳向けには３カ月ごとに送付
します。配本のほかに、保護者向けの通信やレポート、４～６歳のお子さんには「線あそび」
「文字あそび」、ほかに工作あそびなどの付録と課題のシートがつきます。配本予定の絵本の
なかに、すでにお持ちのものがあれば差しかえます。
★算数／数学、理科・社会のインターネット教材は無料体験版をお試しいただけます。

帰国子女のための外国語保持教室
帰国子女が海外生活で身につけた語学力を保持していくことを目的に、首都圏・中部・関西・オンライ
ンで開設しています。リラックスして楽しめる雰囲気と、独自の理論に基づく運営を特色とするこの教
室では、1,500人ほどの小学生～高校生が学んでいます。オンラインコースも設置しており、日本全国どこ
からでも受講いただけます。
対象言語
…英語、フランス語（オンラインのみ）
募集対象
… 小学２年生～高校３年生までの基準の語学力を有する帰国子女。受け入
れの目安

4 4

としては、海外の学校で英語またはフランス語による教育を２
年（小学２年生は文章の読み書きの学習を１年）以上受けているレベル。
講師
… ネイティブスピーカーまたはバイリンガルの講師が指導にあたります。
特徴
… 年齢にふさわしい総合的語学力を維持することを目標としています。週１回の授業は、語学力の質を高めるた
めに不可欠な読む力・書く力の強化と会話を通してのコミュニケーション力の強化を目的に構成しています。
…ライティングやパブリックスピーキングなどテーマを絞って学習する目的別コースもあります。
… クラスは日本の学年を基準に分け、さらに入室テストの結果により３段階のレベルに分けて編成しています。
教室
… 首都圏（新宿西口、愛宕、横浜、川崎、船橋）／中部（名駅、名古屋栄、豊田）／関西（大阪）／オンラ
インコース（ご自宅からインターネット上で受講できます。）

海外子女教育振興財団

《
滞
在
中
》

《
帰
国
後
》

サービスのご案内

無料体験版

チュー太
（通信教育
マスコット）



reference

こ
ね
こ
の
ぴ
っ
ち

　

こ
ね
こ
の
ぴ
っ
ち
は
兄
弟
猫
と
遊
ば
ず

に
、
他
の
動
物
に
な
り
た
い
と
、
雄お

ん
ど
り鶏
や

山
羊
の
真
似
を
し
て
み
た
。
ア
ヒ
ル
の
気

分
で
泳
い
だ
ら
、溺
れ
て
濡ぬ

れ
鼠
ね
ず
み

に
。
兎
う
さ
ぎ

小
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ぴ
っ
ち
の
前
に

広
が
る
恐
怖
の
夜
は
…
…
。

　

自
在
に
踊
る
細
い
線
が
紡
ぎ
だ
す
絵
は
、

伸
び
や
か
で
生
き
生
き
と
動
い
て
い
る
。

屈
託
無
い
ぴ
っ
ち
と
動
物
の
や
り
と
り
が

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ
、
画
家
の
温
か
い

眼ま
な
ざ差
し
が
感
じ
ら
れ
る
。
ハ
ン
ス
・
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
の
絵
と
石
井
桃
子
の
優
し
い
日

本
語
が
相あ

い
ま俟
っ
て
七
十
年
も
読
み
継
が
れ

て
き
た
絵
本
。

　

無
鉄
砲
な
行
為
を
叱
る
こ
と
な
く
、
リ

ゼ
ッ
ト
お
ば
あ
さ
ん
は
ぴ
っ
ち
を
抱
き
か

か
え
介
抱
し
た
。
深
い
愛
に
包
ま
れ
て
、

我
が
家
が
一
番
居
心
地
が
良
い
と
猫
が
気

付
く
展
開
に
、
子
ど
も
は
共
感
を
覚
え 

嬉う
れ
しそ
う
。
周
り
に
憧
れ
を
持
つ
頃
、
自

分
探
し
の
小
さ
な
変
身
願
望
も
親
は
大
ら

か
に
見
守
り
た
い
。　
　
　
　
　
　
（
Ｒ
）

は
じ
め
ま
し
て

　

春
に
な
り
、
一
輪
咲
い
た
桜
の
花
に
ミ

ツ
バ
チ
が
「
は
じ
め
ま
し
て
」
と
蜜
を
貰も

ら

い
に
や
っ
て
き
た
。
一
輪
一
輪
み
ん
な
違

う
顔
で
咲
い
て
い
る
桜
に
、
次
第
に
鳥
や

虫
た
ち
が
集
ま
り
、
あ
ち
こ
ち
で
「
は
じ

め
ま
し
て
」
の
挨
拶
が
響
く
。

　

春
は
満
開
の
淡
い
ピ
ン
ク
の
桜
の
花
、

夏
は
お
日
様
の
光
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
た
新

緑
、
秋
は
大
地
に
落
ち
る
赤
や
黄
に
染
め

分
け
ら
れ
る
葉
、
そ
し
て
冬
は
枝
に
降
り

積
も
る
た
く
さ
ん
の
真
っ
白
な
雪
。
こ
の

本
は
、
四
季
の
風
景
と
共
に
変
化
す
る
桜

の
木
を
通
し
て
、
ど
の
季
節
に
も
様
々
な

「
は
じ
め
ま
し
て
」
が
あ
る
こ
と
を
繊
細

に
描
き
分
け
て
い
る
。
特
に
春
の
桜
の
木

の
描
写
は
、
悠
然
と
し
た
中
に
生
命
力
が

溢あ
ふ

れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
学
校
は
四
月
が
新
年
度
。

春
は
新
し
い
出
会
い
の
季
節
で
も
あ
る
。

一
期
一
会
の
春
を
迎
え
る
嬉う

れ

し
さ
と
そ
の

奇
跡
を
、
近
藤
薫
美
子
の
描
く
色
鮮
や
か

な
絵
が
応
援
し
て
く
れ
る
様
だ
。　
（
Ｎ
）

０歳から５歳の子どもに読み聞かせる本。 ５歳から14歳の子どもと共に楽しむ本。 10歳以上の子どもも大人も、一人で
読んでも、読み聞かせても楽しめる本。

選・文　国際子ども文庫の会

H
ello K

itty 

ぼ
く
と
わ
た
し
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

〜
世
界
の
み
ん
な
と　

２
０
３
０
年
を
考
え
よ
う
〜

　

近
頃
、
日
本
で
も
よ
く
耳
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」と
い
う
こ
と
ば
を
、

小
学
生
は
、き
ち
ん
と
理
解
で
き
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、Sustainable 

D
evelopm

ent G
oals

の
頭
文
字
を
と

っ
た
も
の
だ
が
、
ゴ
ー
ル
、
つ
ま
り
目
標

が
十
七
も
あ
る
の
で
、
最
後
に
複
数
形
の

ｓ
が
つ
い
て
い
る
。

　

こ
の
絵
本
で
は
、
こ
の
十
七
の
目
標
を
、

身
近
な
例
を
挙
げ
て
、
子
ど
も
に
分
か
り

易や
す

く
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
紙
の
表
面

加
工
に
独
自
の
脱
プ
ラ
印
刷
を
使
用
し
、

C
O
2

排
出
削
減
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　

二
〇
三
〇
年
迄ま

で

に
地
球
環
境
改
善
を
、

子
ど
も
達
に
託
そ
う
と
、
十
七
の
中
の
一

つ
で
も
良
い
か
ら
実
行
し
て
み
て
！
と
子

ど
も
達
に
促
し
て
い
る
。
分
け
隔
て
の
な

い
友
情
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
で
も
、

ご
み
集
め
で
も
良
い
。一
人
一
人
が
、一
つ

ず
つ
始
め
れ
ば
成
果
が
で
る
は
ず
。
こ
の

本
を
手
掛
か
り
に
、
具
体
的
に
何
が
で
き

る
か
、親
子
で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
。（
Ｋ
）

の
は
ら
ク
ラ
ブ
の
こ
ど
も
た
ち

　

の
は
ら
お
ば
さ
ん
は
、
子
ど
も
達
と
野

原
を
歩
き
な
が
ら
、
草
花
の
話
を
し
よ
う

と
思
っ
た
。
集
ま
っ
た
の
は
、
の
ん
ち
ゃ

ん
と
女
の
子
七
人
。
自
分
が
知
っ
て
い
る

草
花
が
あ
る
と
、
み
ん
な
に
そ
の
特
徴
や

名
前
の
由
来
な
ど
を
話
す
。
す
ず
め
の
か

た
び
ら
、
か
ら
す
の
え
ん
ど
う
、
ね
こ
じ

ゃ
ら
し
な
ど
、
草
花
に
は
、
動
物
の
名
前

が
つ
い
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　

女
の
子
達
は
、
妙
に
草
花
に
詳
し
い
。

い
っ
た
い
何
者
？　

そ
の
わ
け
は
…
…

　

春
の
野
原
で
楽
し
ん
だ
後
に
、
も
う
一

つ
、
び
っ
く
り
が
あ
る
の
が
こ
の
本
の
面

白
さ
だ
。

　

図
鑑
を
見
る
の
も
楽
し
い
が
、
春
の
野

原
で
実
物
を
手
に
取
る
と
、
ど
の
子
も
ウ

キ
ウ
キ
し
て
く
る
。
そ
こ
に
は
沢
山
の
発

見
が
あ
り
、
次
々
と
興
味
が
湧
い
て
く
る
。

　

表
紙
を
見
た
だ
け
で
も
伝
わ
っ
て
く
る
、

子
ど
も
達
の
楽
し
そ
う
な
様
子
！

　

草
相
撲
、
草
笛
な
ど
、
草
花
を
使
っ
た

遊
び
も
ぜ
ひ
体
験
し
て
ほ
し
い
。　
（
Ｙ
）

谷口彩香　イラスト
キャラクター著作：（株）サンリオ

アインズ
税込価格 2,200円

たかどのほうこ　作
理論社

税込価格 1,100円

ハンス・フィッシャー　文・絵
石井桃子訳　
岩波書店

税込価格 1,650円
PITSCHI

by Hans Fischer

近藤薫美子　作・絵
偕成社

税込価格 1,320円
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中
二
　
山
本
さ
ん
ご

　
小
五
　
山
口
は
な

中
一
　
片
山
陽
樹

　
小
二
　
檜
山
紗
良

　
小
四
　
ク
レ
ル
ゆ
う
ご

　
小
六
　
宮
﨑
杏
奈

　
小
二
　
ア
ー
ポ
ル
テ
ィ
ミ
リ

  

小
三
　
た
き
谷
え
ん
ぞ
う

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

小
一
　
若
本
ま
あ
や

ルクセンブルグ補習授業校から「書き初め」が届きました！
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４

５

公式キャラクター
にほごん

【
言
葉
の
意
味
編
】

出題：
https://www.nihongokentei.jp

★
「
日
本
語
検
定
」
は
、
親
子
が
い
っ
し
ょ
に
学
び
、
楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
で
き
る
検
定
で
す
。
検
定
問
題
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
、
日
本
語
の
運
用
能
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

級
（
中
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

級
（
小
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

問　

一
の
見
出
し
に
掲か
か

げ
た
言
葉
は
、
一
方
の
文
で
は
適
切
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
も
う
一
方
の
文
で
は
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
ほ
う
の
文
を
選
ん
で
、
番
号
で
答

え
て
く
だ
さ
い
。

一
　【 

小こ

春は
る

日び
よ
り和 

】

　

①　

十
二
月
に
入
っ
て
も
、
小
春
日
和
の
日
が
続
い
て
い
て
、
ま
だ
厚

手
の
コ
ー
ト
を
着
る
必
要
が
な
い
。

　

②　

三
月
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、
小
春
日
和
の
日
が
続
い
て
い
て
、
桜

の
開
花
が
遅お

く

れ
て
い
る
。

問　

一
、二
の
（　
　
　

）
に
入
る
言
葉
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も

の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
予
定
地
に
遺い

跡せ
き

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
市

が
（　
　
　

）
し
て
い
る
。

 

﹇ 

① 

調
査　
　

② 

調
和　
　

③ 

調
理 

﹈

二　

学
校
の
近
く
に
あ
る
小
高
い
山
の
て
っ
ぺ
ん
は
、星せ
い

座ざ

を
（　
　
　

）

す
る
の
に
う
っ
て
つ
け
の
場
所
だ
。

 
﹇ 
① 
推す
い

測そ
く　
　

② 

予
測　
　

③ 

観
測 

﹈

２
０
２
2（
令
和
4
）年
度
第
1
回
日
本
語
検
定（
準
会
場
）│
日
本
語
検
定
委
員
会
主
催

6
月
10
日
（金）
・
11
日
（土）
（
海
外
は
9
日
（木）
・
12
日
（日）
も
実
施
可
）

申
込
期
間
：
3
月
1
日
（火）
〜
5
月
13
日
（金）

お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は
こ
ち
ら

Email  info@
nihongokentei.jp

  U
R
L  https://w

w
w
.nihongokentei.jp

後
援
： 

文
部
科
学
省
／
全
国
連
合
小
学
校
長
会
／
全
日
本
中
学
校
長
会
／
全
国
高
等
学
校
長
協
会
／

　
　
　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
／
日
本
商
工
会
議
所
／
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス　

他

特
別
協
賛
：
読
売
新
聞
社　
　

協
賛
：
時
事
通
信
社
／
東
京
書
籍

「小春日和」は、

いつごろのことかな？

日
本
語
検
定

https://www.nihongokentei.jp
https://www.nihongokentei.jp
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６

７問　

一
〜
三
の
ア
・
イ
の
文
は
、
同お
な

じ
よ
う
な
意い

味み

の
こ
と
を
言い

っ
て
い

ま
す
。
イ
の
（　
　
　

）
の
中
に
入
る
、
い
ち
ば
ん
よ
く
合あ

う
言こ
と
ば葉

は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

 

　
　
　

か
ら
え
ら
ん
で
、
番ば
ん

号ご
う

で
答こ
た

え
て
く
だ
さ
い
。
一
つ
の
言
葉

は
一
回か
い

し
か
使つ
か

え
ま
せ
ん
。

一　

ア　

 

お
や
つ
を
食た

べ
す
ぎ
た
の
で
、
す
こ
し
も
お
な
か
が
す
い
て

い
ま
せ
ん
。

　
　

イ　

 

お
や
つ
を
食
べ
す
ぎ
た
の
で
、（　
　
　

）
お
な
か
が
す
い
て

い
ま
せ
ん
。

二　

ア　

こ
の
水す
い

族ぞ
く

館か
ん

に
は
、
め
ず
ら
し
い
魚さ
か
な

が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。

 

イ　

こ
の
水
族
館
に
は
、
め
ず
ら
し
い
魚
が
（　
　
　

）
い
ま
す
。

三　

ア　

学
校
か
ら
帰か
え

る
と
ち
ゅ
う
に
、と
つ
ぜ
ん
雨
が
ふ
っ
て
き
ま
し
た
。

 

イ　

 

学
校
か
ら
帰
る
と
ち
ゅ
う
に
、（　
　
　

）
雨
が
ふ
っ
て
き
ま

し
た
。

 
① 
よ
う
や
く　

② 

た
く
さ
ん　

③ 

い
き
な
り　

④ 

ち
っ
と
も

答
え
は
52
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

級
（
小
学
校
4
年
生
レ
ベ
ル
）

級
（
小
学
校
2
年
生
レ
ベ
ル
）

問　

一
〜
四
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
と
き
、（　
　
　

）
に
入
る
言
い
方

と
し
て
、
最も
っ
と

も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選え
ら

ん
で
、
番
号
で
答
え
て
く

だ
さ
い
。

一　

兄
は
一
時
、
ま
ん
が
に
夢む

中ち
ゅ
う

だ
っ
た
が
、
今
は
（　
　
　

）
き
た

よ
う
だ
。

 

﹇ 

① 

熱ね
つ

が
冷さ

め
て　
　

② 

熱
が
入
っ
て　
　

③ 

熱
が
の
ぼ
っ
て 

﹈

二　

散さ
ん

歩ぽ

の
と
ち
ゅ
う
、道
ば
た
に
さ
い
て
い
る
き
れ
い
な
花
に（　
　
　

）、

石
に
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
た
。

 

﹇ 

① 

気
を
の
ま
れ
て　
　

② 

気
を
許ゆ
る

し
て　
　

③ 
気
を
取
ら
れ
て 

﹈

三　

祖そ

父ふ

の
畑
は
ね
こ
の
（　
　
　

）
ほ
ど
の
広
さ
だ
け
れ
ど
、
と
れ
る

野や

菜さ
い

は
と
て
も
お
い
し
い
。

 

﹇ 

① 

な
み
だ　
　

② 

額ひ
た
い　
　

③ 

手 

﹈

四　

ピ
ア
ノ
の
練
習
を
ず
っ
と
な
ま
け
て
き
た
姉
が
、
発
表
会
の
前
日
に

必ひ
っ

死し

で
練
習
し
て
も
「
焼や

け
石
に
（　
　
　

）」
だ
。

 

﹇ 

① 

油　
　

② 

塩し
お　
　

③ 

水 

﹈
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 ● E-mail  kikanshi@joes.or.jp
● TEL 03-4330-1350／FAX 03-4330-1355　●URL  https://www.joes.or.jp

挑戦！　にほごんの日本語検定　解答・解説 

１都１道２府４３県めぐり　クイズ解答
① C　② B

＜４級＞
一　【正解／①】
【 小

こ

春
はる

日
び よ り

和 】…冬の初めの、春のように穏
おだ

やかな暖かい日という意味を表す言葉で、①の
使い方が適切です。②の「小春日和（の日）」は、「春としては寒い（日）」などとするのが適
切です。
＜５級＞
一　【正解／①】
ある物事の実際の様子や、変化の様子を明らかにするために調べるという意味を表す、①
「調査」が適切です。
二　【正解／③】
天体や天候などの自然現象を注意深く見て、変化や移り変わりを調べるという意味を表
す、③「観測」が適切です。
＜６級＞
一　【正解／①】
①「熱

ねつ

が冷
さ

めて」が適
てき

切
せつ

です。「熱が冷める」は、ものごとに夢
む

中
ちゅう

になる気持ちが弱まるこ
とをいいます。
二　【正解／③】
③「気を取られて」が適切です。「気を取られる」は、あることに注意をうばわれて、ほか
のことに注意が行き届

とど

かなくなることをいいます。
三　【正解／②】
②「額

ひたい

」が適切です。「ねこの額」は、ねこの額がせまいように、とてもせまい様子をいいます。
四　【正解／③】
③「水」が適切です。「焼

や

け石に水」は、焼かれて熱
あつ

くなった石を冷まそうと水を少しかけ
ても、すぐに蒸

じょう

発
はつ

してしまい冷ますことができないように、努
ど

力
りょく

や助けが少なすぎて、よ
い結

けっ

果
か

が出ない様子をいいます。
＜７級＞
一　【正解／④】
「すこしも」は、下に「～ない」「～ません」などの言

こと

葉
ば

がついて、そうではない、また、そう
ならない様

よう

子
す

を強
つよ

めていう言葉です。一の文では、おなかがすいていないことを強めて
言
い

っているので、同
おな

じような意
い

味
み

を表
あらわ

す④「ちっとも」が、いちばんよく合
あ

う言葉です。
二　【正解／②】
「いっぱい」は、あるものの数

かず

や量
りょう

が多
おお

い様子を表します。アでは、魚
さかな

の数が多いことを
言っているので、同じような意味を表す②「たくさん」が、いちばんよく合う言葉です。
三　【正解／③】
「とつぜん」は、きゅうに物

もの

事
ごと

が起
お

こる様子を表します。アでは、きゅうに雨がふってきたこ
とを言っているので、同じような意味を表す③「いきなり」が、いちばんよく合う言葉です。
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定　価　本体700円＋税
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編集人　島田　誠一
　　　　公益財団法人
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�春は「別れ」と「始まり」の季節。
高校時代の友人たちがそれぞれ入学
した大学でエンジョイし始めた姿に
一抹の寂しさを覚え、自分も新生活
を軌道に乗せなければと頑張ったの
は甘酸っぱい思い出。　　　　（松）
若い友人の結婚披露宴に招かれ、
いきなり巨大なブルマーを渡されて
道化をやって、と。仲間の道化は皆
若い。翁になった太郎冠者を演じて
笑いをとろうと画策。先日見た夢。
楽しかった。　　　　　　　　（淳）
�日本との絆は様々。そのなかで何
か１つでも自分にとって大事なもの
を見つけてくれるといいなと思う。
翻って今の日本。日本人であること
を特権のように振る舞い、またやた
らと自慢する風潮にげんなり。（然）
�暴力による支配がいかに愚かな行
為であるか、世界の市民は強く実感し
たのではないか。ウクライナで起きた
ことは、自分の身にも十分に起こりえ
ること。国家が競うべきは武力ではな
く、人道支援への志操の高さだ。（島）

5月号「特集」の予定は…

2022年4月号　No.590

海外子女教育月刊

●幼児のいる家庭と「新型コロナ」
●和楽器の世界

https://www.joes.or.jp


●生徒が主体的につくりあげる駒場
東邦の学校行事修学旅行先はプレ
ゼン大会を通じて自分で決める！
│││││││││││││││││
●日本一「面倒見の良い」女子大
学、岐阜女子大学に行ってみた！
│││││││││││││││││
●「福祉」ってなんだろう？
　東北福祉大学で聞いてみた。
│││││││││││││││││
●専門家に聞いた！
　理学療法士ってどんな仕事？

…etc

WEB限定記事

東大合格者速報でおなじみの
大学通信が発信する学校情報。
わりと真面目に教育と学校と
その他の情報について
発信しています。

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

https://univpressnews.com/


大学通信の情報力を集結した

https://univ-online.com/

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

受験シーズンの話題を独
占する「高校別大学合格
者数」情報をはじめ、大学
入試・進学に関する最新
データやトピックスを

いち早く公開!

https://univ-online.com/
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